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　■Prologue






「この無能が！」

　部屋に響く平手音。

　数日前に豊とよ葦あし原はらを襲った銀色の天翼フエアリア使い──七なな依えの頬ほおが赤く色づく。

　場所は日本にある黄よ泉み柱ばしら内部の一部屋。

　広さは三〇畳以上で、床は金属のように硬く黒い。窓はなく、天井から光が部屋を照らしている。そこに少女たちが集まっていた。

　七依の頬を叩たたいた少女──七依の姉である五い依よりは銀髪をポニーテールに縛り、大きな胸を窮屈そうに着物の下に押し込んでいる。

　再度、ツバを飛ばす勢いで、五依は七依を叱しかった。

「子供から王おう器きを取り上げるだけの仕事に、あれだけの戦力を投入してどうして失敗した！　あまつさえ覚かく醒せいさせるなど……！　この姉妹の恥さらしめ！」

「もう止やめて五依ねえさま！」

　再び手を振り上げた五依に、七依を庇かばうように一人の少女が割って入る。

　姉妹の末っ子の八や依えだ。

　銀髪をおかっぱに切りそろえ、きちんと着物を着ている姿は風変わりな日本人形のようで可愛かわいらしい。七なな依えより背が低いのに、彼女を庇かばって背後に隠す。

「そこをどけ八や依え！」

「いやです」

「姉に逆らうのか……ッ」

「もうそのへんで許してあげなさい、五い依より」

「一ひと依え姉さま！」

　一依と呼ばれた七依たち姉妹の長女はソファーに座り、煙管キセルから紫煙を吐き出す。胸が大きすぎるせいか着物の形が崩れ、片方の肩が露出している。彼女は銀髪を後ろで結び簪かんざしで留めていた。

「責任なら、私にもあるわ。王おう器きを使い始めた子供が神かむ威いを使いこなすようになるなんて、不幸な事故のようなもの。だから、そう責めてあげないで」

「しかし、一依姉さま！」

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんの居場所がわかっただけでもよしとしましょ。それとあまり大きな声を出してはダメよ。三み依えが起きてしまう」

　一依の膝ひざの上で気持ちよさそうに眠る三依。

　彼女は一依や五依ほどの背丈で、銀髪をセミロングに切りそろえている。子猫のように日がな一日眠っている特徴を持ち、今も一依の膝で安らかな寝息をたてている。

「……三依姉さまがこの程度で起きるはずありません。昔、耳元で禍津鬼マガツキの雄お叫たけびを聞かされても起きなかったじゃありませんか」

「そう拗すねないの五依。八依、七依の頬ほおを冷やしてあげなさい」

「わかりました、一依おねえさま」

「八依、さっきは庇って……くれて、ありがとう」

「ううん、気にしないで七依おねえちゃん」

　二人のやりとりを、居心地悪そうに腕を組んだ五依が聞き流す。

「それで六む依えの計画は順調に進んでいるかしら？」

　一依は眠り続ける三依の髪を撫なでながら、反対側のソファーに座る六女、六依に話を振る。

　銀髪をリボンでくくったツインテール。胸はそこそこあり、明るい雰囲気の美少女だ。

　そんな六依はヘッドフォンで音楽を聴いていたため、一依の声は聞こえておらず向けられた煙管でようやく気付く。

「なになに一依ねぇどうかした？」

「六依が主導でやっている計画の途中経過はどうなっているのかしら」

「うん、ばっちりだよ！　ちょー問題ナッシング。最低でもひとつは絶対に王器が手に入るよ」

「助力は必要かしら？　私と五い依よりは今手が離せないけど、七なな依えと八や依え、それから──彼女なら手が空いているわよ」

　一ひと依えと五依は現在、手が離せない案件を抱えている。三み依えは元から数に入れず、そして、手が空いていると言われた壁に寄り掛かる狐きつね面の少女は、話を振られても微動だにしない。

「助力？　そんなのいらない。手柄を横取りされたくないし」

「ふざけるな！　遊びでやってるんじゃないんだぞ！　我々には崇高な目的があるのだから！」

「もうイヨリンは真面目まじめでこわーい」

「イヨリン、言うな！　姉を敬え！」

「落ち着けイヨリン──こほん、五依。一応、ここまでお膳ぜん立だてしたのは六む依えよ。その六依が必要ないと言ってるんだから任せて大丈夫でしょう」

「ですが……」

　一依の援護射撃に六依が勢いづく。

「そうそう一依ねぇの言う通りだよ。六依が苦労してここまで段取りしたんだから、イヨリンに口出しされる筋合いないもん。それにこれでもちょー真面目にやってるんだよ。早くこの世界を支配してアイドルやりたいから」

「六依、オマエは本気でそんなことを目指しているのか……」

「当然だよ。六依は本気でアイドル目指してるんだから。そのためにも一日でも早く世界をせーふくしないと」

　六依は至って真面目な表情で、気合いを入れるように拳こぶしを握り締める。

　五依はその姿に不安を抱き、小さくため息をついた。






　■第一章　年上の転校生






　ゴールデンウィークが明けた五月半ば──天翼フエアリアの搭乗者養成学園のひとつ、晴せい海かい学がく園えんに通う学生たちに世間一般的な休みはなく勉強を続けていた。

　生徒の一人である神じん代だい暁あき人とも例に漏れず、天翼フエアリア操作技術や勉学などに励んでいた。

「ふあぁ……もう朝か」

　目覚ましが鳴る一分前に止め、ベッドから抜け出しカーテンを開ける。

　日本本土から豊とよ葦あし原はらに引っ越してきて約一ヶ月。学園生活にも大分なれ、心許せる友人たちにも恵まれた。

　ただ問題があるとすれば──居間に通じる扉を開けると、そこには……

「おはよう、暁人。もう朝ご飯できてるわよ」

　十七夜月かのう──あらため篠しの原はら千ち桜さ。

　王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんの王器使いだ。自称暁人の世話係兼保護者らしい。

　千桜はなぜか割かつ烹ぽう着ぎ姿で朝の挨あい拶さつをしてくる。

　しかも頭に手ぬぐいを巻き、足た袋びをはくほどの徹底ぶりだ。まるで昭和を舞台にした映画に出てきそうなほど古めかしい。

「おはようございます。今日の朝食は私が作ったんです。暁人さんのお口に合えばいいのですが」

　次に声をかけてきたのは、暁人と同じクラスで委員長の五いつつ橋ばし紅葉もみじだ。

　千桜とは対照的に露出度の高いメイド服を着ていた。スカート丈は短く、ふんだんにレースが使われている可愛かわいらしいデザインだ。

「おはよう。ところで二人はどうしてそんな格好をしてるんだ？」

　朝からコスプレ姿の美少女に挨拶をされながら、暁人は冷静に返事をする。

「殿方は奉仕服が好きと聞いたので、暁人さんに喜んで欲しくて着てみたのですがどうでしょうか？」

「わ、わたしは委員長のメイド服を見て、割烹着これがタンスの肥やしになっているのを思い出して、もったいないから着てみただけよ。他意はないわ」

「二人とも似合ってるよ。朝からする格好じゃないけど」

「反応が薄いですね。どうやら割烹着は暁人さんの好みではなかったようですね」

「委員長のメイド服もね」

　二人は朝から刺とげ々とげしい応酬をする。

　オレは溜ため息いきをつきながら、指摘する。

「紅葉、まるでオレが制服フェチみたいな言い方しないでくれ」

「じゃあ、どんな格好なら嬉うれしいのよ」

「千ち桜さまで!?　なんでそこまでしてオレを制服フェチにしたがるんだ！」

　暁あき人とが千桜、紅葉もみじと同居するようになって約一ヶ月が経たった。

　紅葉が隣に引っ越してきて、その日の放課後には壁が壊され彼女の部屋と繋つながっていた。

　もちろん千桜は抗議の声をあげたが、財閥令嬢である紅葉がすでに部屋だけではなくマンションそのものを買い上げていたため、暁人たちに文句など付けようがなかったのだ。

　以降、こうして三人の同居が始まった。しかし千桜と紅葉はソリが合わないらしく、料理はもちろん掃除や洗濯、衣装を着てどちらが似合っているかなどで競い合い勝負をする。

　その判定を暁人は求められ、毎度苦労していた。

　問題はそれだけではない。

「とにかく、女の子にコスプレさせる趣味はないから。それより早く食べよう。ただでさえ朝は時間が限られてるんだから」

「ですね。それに暁人さんには私が作った朝食をゆっくり食べて欲しいですから」

　食事は千桜と紅葉の交代制で、今朝は紅葉の番だった。

　食卓にはこんがりきつね色に焼かれたトースト、目にも鮮やかなサラダ、食欲を刺激するスクランブルエッグなどが並ぶ。

　千桜は好んで和食を作るが、紅葉は反対に洋食に傾倒している。

「このジャムってラベルが貼はってないけど、もしかして紅葉の手作り？」













「はい、お口に合えばいいのですが」

　ラベルが貼はられていない瓶が三つほど並んでいる。それぞれイチゴ、マーマレード、プラムのジャムが宝石のように朝日に輝く。

「ジャムまで手作りなんて凄すごいな」

「そんなことありませんよ。果物を砂糖と一緒に煮れば大抵ジャムになりますから。少し手間なのが瓶の煮沸消毒ですね」

『煮沸消毒』とは、昔からある瓶をお湯で煮て菌を死滅させる殺菌方法だ。

「けど、それが面倒なら裏技で、瓶に水を入れて沸騰するまで篠しの原はらさんでチンすればいいんですよ」

「？」

「あっ、間違えちゃいました。篠原さんではなく、電子レンジでチンすればいいんですよ」

「委員長の意地悪！　トラウマになってるんだから電子レンジ扱いしないでって言ってるでしょ！」

「すみません、わざとじゃありませんよ。ほらエスカレーターとエレベーターって呼び方が似ているから間違いやすいじゃないですか」

「電子レンジと篠原じゃ、全然違うじゃない！」

　紅葉もみじはこれっぽっちも反省の色がない謝罪を口にする。それに怒って千ち桜さはさらに抗議の声をあげた。

　そんな二人の子犬のじゃれ合いのような掛け合いを横目に、暁あき人とは巻き込まれる前に顔を洗うため洗面所に避難する。

　すぐ隣がバスルームで、洗濯機の横にある籠かごには今朝千桜たちがシャワーを浴びた際、脱いだ衣服などが置かれている。

　暁人は衣類を見ないよう注意しながら、蛇口を捻ひねり冷たい水で残った眠気をこそぎ落とす。

「──っと」

　かけられていたタオルを掴つかもうとして失敗し、落としてしまう。

　目をつぶったまま落ちたタオルを捜す。

　掴んだ布で反射的に顔を拭ふく。なぜか布からやや湿った汗の匂においがする。

　臭くはなく、むしろ良い匂いがする。一通り顔を拭き終え、まぶたを開くと、

「ぶふッ!?」

　暁人は桜色の縞しま々しま下着で顔についた雫しずくを拭き取っていた。

　下着の持ち主はおそらく千桜で、朝起きて寝汗を流すためシャワーを浴びたとき脱いだ下着だろう。だから、男の本能を刺激する汗──女性の匂いが強かったんだ。

「暁人、いつまで顔洗ってるの？　ご飯冷めちゃうわよ」

「ち、千ち桜さ!?」

「!?」

　そこに紅葉もみじとの喧けん嘩かを終えた千桜がタイミング悪く顔を出す。千桜はすぐに暁あき人とが下着を手にしていることに気付く。

　千桜の初雪みたいに白い頬ほおが、一瞬で夏を迎えたように赤くなった。

「な、ななな、何してるのよ、人の下着を握り締めて！」

「誤解だ！　これはタオルと間違えて──」

「いいから返してってば！」

　千桜は言い訳を聞く前に、下着を奪い返そうと突進してくる。

　突然、下着を持った腕に勢いよく抱きつかれたせいで暁人は後ろへ倒れそうになる。

　暁人は反射的に後ろへ転ばないように上体を前へ折り曲げたが勢いがつきすぎて衝突、千桜に覆い被かぶさる形で床へ倒れてしまう。

　さらに不幸だったのは、倒れたときに暁人の手が割かつ烹ぽう着ぎの上から胸を触り、足は千桜の股またに押し込まれ裾すそがめくれてしまったのだ。

　下着が目の前に露出する。

「う、うにゅー」

「ち、千桜!?」

　千桜は小、中と女子校にいたせいで男性に免疫がなく、異性に対して極度に緊張すると気絶してしまう体質だった。そのため暁人に胸を揉もまれ、裾がめくれ下着を見られたことに羞しゆう恥ち心が極限に達して気絶してしまったのだ。

　この体質は、同居を始めて一ヶ月以上経たっても治る気配をみせない。

　騒ぎに気付いた紅葉が様子を見に来る。

「暁人さん、その手にしている下着はなんですか？　しかも篠しの原はらさんに覆い被さるなんて……」

「こ、これは違うんだ委員長！　いや、違わないんだけど」

「暁人さん、私のことは『紅葉』と名前で呼んでくださいと言いましたよね……？」

「ご、ごめん。混乱して言い間違えたよ」

「もう気をつけてくださいね。ですが、その手にしている下着と篠原さんの件については別ですが」

「誤解だ！　オレは邪よこしまな気持ちで下着を握り締めて、千桜を押し倒しているわけじゃないんだ！　不運な事故で──」

「言い訳は法廷で聞きます」

「だから誤解だって！」

「うにゅ～」

　こうして千ち桜さが目を覚ますまで、暁あき人との言い訳大会は続いた。





　▽△






「はぁ、朝から酷ひどい目にあった……」

「その原因を作ったのは暁人自身でしょ。もっと反省しなさい」

「ですが、篠しの原はらさんにも責任があるのでは？　脱いだ衣類を不用意にあんなところに置いておくなんて。だから私がいつも、脱いだ下着類は洗濯籠かごではなく、ちゃんと別籠に入れるよう言ってるじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……。よ、余計なことと言えば委員長だって朝からメイド服なんて着て来るし」

「私がメイド服を着て来たら、すぐ部屋に飛んで帰って割かつ烹ぽう着ぎを着て来た人に言われたくありません」

「だ、だからあれはタンスの肥やしにするのがもったいないからだって言ってるでしょ！」

　暁人たちが通う晴せい海かい学がく園えんへと向かう路面電車に揺られながら、千桜と紅葉もみじは暁人を挟み朝から元気に口論を始める。

　三人で同居してから何度目かわからないやりとりに、暁人は諦あきらめの溜ため息いきをつく。

　窓に視線を向けると日本晴れの青空には、二つの影が線を引くように飛んでいた。日本防衛軍の正規天翼フエアリア部隊の編隊……最小戦術単位の二機編隊ロツテだ。

　千桜、紅葉も口くち喧げん嘩かを止やめて、窓から青空を飛ぶロッテに見入る。

「豊とよ葦あし原はらもずいぶん物々しい雰囲気になったわよね」

「しかたないですよ。禍津鬼マガツキに初めて上陸を許し、襲撃を受けたのですから」

　──今より三十年前の二〇〇三年。

　突如、日本に巨大な黒い柱が出現した。

　そこから未知の物質で構成された機械の怪物があらわれ、侵略を開始。

　人々はいつしかその怪物を『禍津鬼』と呼び、彼らの巣である黒い柱を黄よ泉み柱ばしらと名付けた。

　そんな禍津鬼に約一ヶ月前、日本本土から南へ約一〇〇〇キロ離れた豊葦原が二度も襲撃を受けた。

　日本政府は豊葦原に、正規天翼フエアリア部隊航空団を駐在させることを決定する。

　さらに豊葦原周辺海域にまだ禍津鬼が潜んでいないか、潜水艦・駆逐艦により調査までおこなっている。

「問題はそれだけじゃないけどな」

　暁人の呟つぶやきに千桜と紅葉は黙り込む。

　表だって公表されておらず関係者には箝かん口こう令れいが敷かれたが、二度目の襲撃の際、『七なな依え』と名乗る少女が禍津鬼マガツキを従えていた。

　人類の敵である禍津鬼は七依に従順で、命令であれば共食いすらためらわなかった。

（たしか彼女は自分のことを『黄泉ヨモツ戦イクサ一五〇〇鬼き、一柱イツチユウ、鳴雷ナルカミの側女ソバメ』って名乗ってたっけ）

　単語の意味から色々推論できるが、あくまで予想の枠は出ない。

　他ほかにも謎なぞは多い。

　七依がなぜ王おう器き──禍津鬼の残ざん骸がいを利用し、創つくり出した規格外の兵器を求めていたのか？

　なぜ第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで、行方不明、死亡扱いされ遺体のない墓まで建てられた王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死返まかるがえし、鏡かがみ月げつ歌かが七依を助けたのか？

　いくら悩んでも本人たちに聞く以外、答えなどわかるはずがない。だが、暁あき人とはあの事件以来、考え込んでしまっていた。

　路面電車が学園前へと滑り込む。

　考え事をしていた暁人も、路面電車を降りる千ち桜さと紅葉もみじの後に続いた。

　天翼フエアリア搭乗者養成学校のひとつ、晴せい海かい学がく園えん。

　校門を潜くぐり、少し歩けば昇降口が見えてくる。

　グラウンドを横目にしながら三人はいつものように何気ない日常を過ごすはずだった。

　異変はまず空に現れる。

　──腹の底に響く爆発音。

『!?』

　校舎どころか、豊とよ葦あし原はら全体を揺らしたような衝撃が襲いかかってくる。空にはなぜか二つの太陽が存在していた。

　理由はわからないがこれが異常事態の原因らしい。

「……ッ、千桜、紅葉！　すぐにここから離れろ！」

　背中に走る怖おぞ気け！

　千桜と紅葉はいまだ気付いておらず、暁人は彼女たちの腰を強引に抱き締めその場から退避する。

　手にしていた鞄かばんが空中を舞う。

　同時に天翼フエアリアが、先程まで暁人たちが立っていた場所に落下してきた。

「二人とも大丈夫か!?」

「う、うん、暁人のお陰で傷ひとつないよ。ありがとう、助けてくれて」

「私も平気です。ありがとうございます」

　暁人は二人の無事を確認し安あん堵どする。他の生徒たちも突然の事態に驚き、狼ろう狽ばいしている。

　落下してきた天翼フエアリアの搭乗者は地面に激突した後、仰向けに倒れたまま動かない。

　顔はバイザーで隠されてわからないが、苦しそうな声音が微かすかに聞こえる。死んではおらず、気絶しているだけのようだ。

　日の丸の国旗から、日本国防軍の正規天翼フエアリア部隊員だと判断できる。

　正規天翼フエアリア部隊員たちは、禍津鬼マガツキの襲撃以来、警戒レベルを引き上げていたはずだ。実戦経験豊富な正規天翼フエアリア部隊員がこうも簡単に倒されるとは……また新たな禍津鬼が攻めてきたのかと暁あき人とは慌てて周囲を確認する。しかし危険そうな禍津鬼の姿形、気配はどこにもなかった。

「──────！！！！？」

　だが──禍津鬼以上の脅威、寒気、威圧を暁人は瞬時に感じる。

　本能的に体が臨戦態勢を取る。

　視線を向けると──圧倒的な威圧感の正体が、いつのまにかグラウンドに立っていた。

　一人の少女だ。

　腰まで伸びたストレートの金髪。大きなリボン。身長は低く、見た目は小学生だ。くりくり動く大きな瞳ひとみ、赤ん坊のようなきめ細かい白い肌、血色のいい赤い唇。まるで神が手間暇かけて大理石から削り出した彫刻のような美しい少女だ。

　そんな彼女を正規天翼フエアリア部隊員が集まり囲んでいる。

　少女は腕を組み、周囲を睥へい睨げい。その態度にはなぜか貫かん禄ろくがあり、隊員たちはまるで規格外の怪物を前にしたように態度に余裕がない。

　少女は隊員たちを慰い撫ぶするように穏やかな口調で話しかけた。

「自身の非を認め無許可で入島したことを素直に謝罪しよう。しかし、何度も許可を申請したが拒否し続けてきたのは日本政府ではないか。そちらにも少なからず非はあるはずだ」

「け、検挙！」

　彼女の言葉を無視して、一斉に正規天翼フエアリア部隊員たちは手にした槍やりで襲いかかる。

　少女は柳りゆう眉びを苛いら立だちで歪ゆがめた。

　同時に、彼女に迫っていた全すべての槍の先端が消失。

　まるで悪魔の手品を見せられたような出来事だった。

「……こちらに非があるから一度は許す。が、これ以上の邪魔をするなら、『この島ごと海底に沈めるぞ』と言っていたと日本政府に伝えるがいい」

「ひッ！」

　誰だれかの悲鳴。正規天翼フエアリア部隊員どころか、遠巻きに眺めていた生徒たちすら少女の圧迫感にたじろぐ。

　王おう器き使いの暁人、千ち桜さですら冷や汗を浮かべ、身構えた。

　少女は天翼フエアリア部隊員たちに向けていた視線を、遠目で見守る野次馬たちにも向けた。

「!?」

　先程まで邪悪な魔王のような迫力を撒まき散らしていた少女が一転、暁あき人とに視線を止めると魂ごと入れ替わったように満面の笑みを浮かべる。

「会いたかったぞ、神かむ威い！」

　彼女は子供らしい走りで、距離を縮め最後は勢いよくジャンプして抱きついてくる。

「おわッ」

　暁人は少女の重みに負けてふらつき、慌ててバランスを取るためその場で一回転。首に抱きついてきた彼女が落ちないように反射的に抱擁した。ミルクのような甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　少女の突然の変化に千ち桜さや紅葉もみじだけではなく、野次馬たちまで動きを止める。

　暁人から手を離すと、少女は笑顔で両手を広げた。

「さぁ、存分にお姉ちゃんに甘えるがいい！」

「いやいやいや、『お姉ちゃん』ってなんだよ!?　オレにこんな金髪の姉がいるはずないだろ！　大体その見た目で姉って無理があるだろ、どう頑張っても中学一年生くらいにしか見えないぞ!?」

　暁人が我に返り、慌てて少女を体から引き剥はがす。

「嬉うれしくないのか？　日本には『姉萌もえ』というジャンルがあるから喜んでもらえると思ったんだが。どうやら神かむ威いは『姉萌もえ』ではないらしいな」













　少女は本気で残念がり首を捻ひねった。

「姉萌えって……頼むから偏った知識で日本人に変なイメージを持たないでくれ」

　暁あき人とは彼女の行動にあきれながらも尋ねる。

「いったい誰だれなんだ？　まさかオレの生き別れの妹とか言わないだろうな」

「ノン！　当たり前だ。アイリスは一八歳で、神威より年上のお姉さんだぞ！」

「あいりす……？」

　暁人はその名にどこか聞き覚えがあった。記憶を呼び起こす前に少女が薄い胸を反らし、快活に名乗りをあげる。

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずきのアイリス・アクアリスだ。アイリスお姉ちゃんと甘えてくれていいぞ」

『!?』

　再び驚きよう愕がくの波が周囲に巻き起こる。

　生徒たちは天翼フエアリア部隊員が怯おびえていた理由をようやく理解する。

　こんな規格外の怪物と対たい峙じしていたら怯えるなというほうが無理だ。

　野次馬たちが口々に声をあげる。

「ほ、鬼灯のアイリス・アクアリスといえば、フランス初の王器使いの……？」

「そうそう。しかも鬼灯は当時、十じゆつ審しん法ほうを破ってアメリカ海軍所属の少佐だった『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう弐に、千せん里り鏡きよう』を撃破。重傷を負わせたあの『千里鏡事件』の主犯だよ」

「たしかアメリカ、国連から懸賞金がかかっているはずだろ」

　暁人は人々の話す生々しい事件と、目の前の可愛かわいらしい少女との姿を重ねることができなかった。

　しかし千ち桜さは弾はじかれたように行動する。

「暁人、下がって！」

「ち、千桜!?」

　千桜は慌てて暁人を突き飛ばすように自身の背後に隠し、勾まが玉たまが巻かれた右腕をアイリスへ向け突き出して天翼フエアリアを展開できる臨戦態勢を取る。まるで子供を危機から守る親獣のごとくアイリスを威嚇した。

「鬼灯！　何が目的で暁人に近づくの！　もし彼の例の発言で首を狙ねらうというなら、この王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう玖きゆう、天てん輪りんが相手をするわ！」

『彼の例の発言』とは『現存する王器使い全員をまとめて、世界の七ヶ所にある黄よ泉み柱ばしら全すべてを破壊する』というものだ。

　この発言が十審法に抵触する恐れがある。

　そのため千桜は、アイリスが暁人を十審法違反者として処罰しに来たのかと警戒しているのだ。

　だが、アイリスは威嚇に怯おびえることなく、むしろ興味深げに千ち桜さを凝視する。

「ほう、オマエが」

　アイリスは品定めするように頭から爪つま先さきまで千桜を眺める。そこに敵意や悪意は一ひと欠片かけらもない。

　反対に千桜は露骨な敵対的態度を崩さない。

　アイリスは千桜の警戒心を解きほぐすように微笑ほほえむ。

「ノン、安心するがいい。別に神かむ威いを十じゆつ審しん法ほう違反者として断罪しに来たわけじゃないぞ。アイリスは彼に『お願い』があって会いに来ただけだ。敵対するつもりは微み塵じんもない」

「『微塵もない』なんてよくそんな難しい日本語を知っているな」

　暁あき人との妙な感心にアイリスは自慢げに薄い胸を張る。

「アイリスは勉強家だからな！　子供の頃ころから日本語や日本の風習をいっぱい学んできたんだぞ」

　そんな二人のやり取りに、紅葉もみじは相手が王おう器き使いにもかかわらず臆おくすることなく、暁人を庇かばうように前へ出る。

「……それで『お願い』とは何ですか？」

　アイリスは紅葉の発言に眉まゆをひそめた。

「オマエも王器使いなのか？」

「いえ、違います。ですが私は暁人さんと同じクラスで委員長の──」

「ならば知る必要はない。むしろ知らない方が身のためだ。王器使いの話に一般人が首を突っ込むといくつ命があっても足りないぞ」

「……ッ！」

　アイリスは当然と言った口調で警告を与えてきた。誇張、ましてや脅しではない。普通の天翼フエアリア搭乗者と王器使いの間にはそれだけ隔絶した実力差があるからだ。

　紅葉もそれを理解しているが、正面から指摘されたことに悔しそうに奥歯を噛かみしめる。

　まして紅葉は大財閥である五いつつ橋ばし家の長女。生まれてからずっと他者に一目置かれる存在として見られ続けてきた。今回のようにあからさまに無下に扱われたのは初めての経験だ。

　紅葉が反論の声を上げるより早く、ショートホームルームを告げる鐘が鳴る。

「ごめん、アイリス。これから授業があるから、詳しい話は学園が終わってからでいいか？」

「神威たちは王器使いではないか！　今更、天翼フエアリアの授業を受けてどうする。そんなもの放って、アイリスの話を聞け！」

　アイリスはエサを溜ため込んだハムスターのように頬ほおを膨らませ、プンプンと怒る。

「そんなこと言わないでくれ。アイリスはいい子だから、待っていられるよな？」

「子供扱いするな！　だいたいアイリスの方が年上なんだから『アイリスお姉ちゃん』と呼べ！」

「ごめん、つい……でも、お姉ちゃんなら授業をサボれなんて言わないでくれ。だいたいそんなマネできるわけないだろ」

「『王おう器き使いを集める』とか十じゆつ審しん法ほう違反ギリギリの発言しておいて……」

「オレはこの学園に天翼フエアリアを学びに来てるんだ。サボるわけにはいかないよ。話は授業が終わったら聞くから、それまでその辺で時間を潰つぶしててくれないか？」

「暁あき人との言う通りよ。だいたい正式な入島許可取ってないんでしょ？　だったらその間にちゃんと手続きしてきなさいよ。幸い、すぐそこに専門の職員がいるんだし」

　千ち桜さは怯おびえて距離を取っている正規天翼フエアリア部隊員を指さす。

　暁人はアイリスへ声をかける。

「それじゃまた後でな、アイリス」

「ちゃんと入島許可取りなさいよ」

「……失礼します」

　暁人たちは落ちていた自身の鞄かばんを拾うと、アイリスに背を向け校舎へと急ぎ足に向かう。暁人は一度振り返ると、申し訳なさそうに苦笑いを浮かべる。野次馬の生徒たちも我に返り、慌てて校舎へと向かいだした。

　その場にはアイリスと正規天翼フエアリア部隊員たちだけが残される。

　アイリスの瞳ひとみに暗い炎が灯ともった。

「ほ、本当に王器使いのアイリスを置き去りするなんて……ぐぬぬぬぬ、そっちがその気ならアイリスにだって考えがあるぞ！」

　アイリスは、自身が思いついた暁人への嫌がらせに暗い笑い声をあげる。その不気味な雰囲気に天翼フエアリア部隊委員たちはさらに一歩彼女から距離をとった。





　▽△






　暁人たちは担任が教室に入って来る前に無事、席に座ることができた。

　三人は遅刻を免れたことを喜んだ。しかし担任は、ショートホームルームを告げる鐘が鳴り終わっても一向に教室へと姿をあらわさない。

　異変に気付いた生徒たちは職員室に様子を見に行くか、隣の教室を覗のぞくか、待ち続けるか侃かん々かん諤がく々がくの雑談を始め出す。

　その輪に、暁人と友人である不ふ破わ路じ哮たけるも交ざる。

「やっぱり、鬼灯ほおずきの登場に職員会議が長引いてるんだろうな。現状維持か、それとも政府に応援を求めるほうがいいか、それとも……」

「オレたちを生いけ贄にえに差し出す、とか？」

「卑下しすぎだって。生け贄じゃなくて交渉役として協力を求めてくるかもしれないだろ。だいたい、鬼灯ほおずきが何の目的で来たのかまずは知らないと、対策の立てようもないだろうし」

　哮たけるの意見はもっともだ。

　正規の天翼フエアリア部隊を相手取り歯し牙がにもかけない強さ。さきほど見た、あの二つ目の太陽もおそらく鬼灯の仕業だろう。あんなモノを見せられたら、どう対応すべきか紛糾し職員会議が長引いてもおかしくない。

　暁あき人とは自身の持つ情報を哮へ聴かせる。

「……鬼灯は、なんかオレに『お願い』があって来たらしいぞ」

「『お願い』って？」

「いや、知らない。『お願い』の内容を聞く前に予鈴が鳴ったから、彼女を置いて教室に来たんだ」

「凄すごいな……あの鬼灯を置き去りにするなんて」

「しょうがないだろ、遅刻するわけにもいかないし。それにちゃんと後で話を聞くって約束したぞ」

「約束といえば今週の日曜日って暇？　もしよかったら俺が趣味で入ってる清掃ボランティアのクラブに顔を出してもらえないか」

「清掃ボランティアクラブ？」

「豊とよ葦あし原はらを清掃するクラブなんだけど、王おう器き使いの暁人にクラブ会員の前で話をして欲しいって頼まれてさ。引き受けてくれないか？」

　王器使いは現在、全人類約五〇億人中たった六人しかいない稀き少しような存在。注目度が高くなるのは必然だ。

　暁人も王器使いだとばれて以降、この手の講演や企業ＣＭの出演等を依頼されることが多々ある。

　今は勉学に集中したいため、全すべてお断りしているが。

「悪い。その手の話は全部断っててさ」

「気にしないでくれ。ダメもとで話してくれって頼まれてただけだから。それにこれで義理は果たしたわけだし」

「そう言ってくれると助かるよ。でも哮の趣味が清掃ボランティアって……」

「なんだよ、何が言いたいんだよ」

「だって、その見た目で趣味がボランティアって。ギャップがありすぎだろ」

「見た目は関係ないだろ！　俺だって好きでこんな外見になったわけじゃないんだから」

　哮は自身の不良っぽい外見を気にしているのだ。

　黙って話を聞いていた千ち桜さと紅葉もみじも無邪気に同意する。

「たしかにイメージと合いませんね。私としてはサーフィンとかを嗜たしなんでいるイメージです」

「そうそう。毎週休みになると自前のボードを持って海に行くイメージだよね」

「委員長と篠しの原はらさんまで、勘弁してくれよ。これでもマジで見た目のことは気にしてるんだからさ。暁あき人とが変なこと言い出すからだぞ」

「ごめん、ごめん。悪かったって。お詫わびに今日の昼休み飲み物奢おごるからさ」

「そんなもんで俺の機嫌は直らんぞ。『ＣＡＴ[image: ]Ｓ　ＢＥＬＬ』のケーキセットぐらいじゃなきゃ」

「あははは、その見た目で甘党なのも凄すごいギャップだよな」

「反省してないようだな」

「冗談だって。仰せのままに。『ＣＡＴ[image: ]Ｓ　ＢＥＬＬ』のケーキセットだな」

「わかればいいんだ、わかれば」

　暁人と哮たけるが話をしていると、ようやくクラス担任である藤ふじ山やま美み咲さきが教室に顔を出す。

　委員長である紅葉は自席に戻り、クラスメイトたちも私語を止やめ教壇に注目する。いつも通りの袴はかま姿で、日本人形のように愛くるしい容姿だが、今日は顔色が冴さえない。

「えー皆さん遅くなって申し訳ありません。職員会議で色々ありまして。それでですね、突然ですが今日このクラスに皆さんの新しいお友達が転校してきました。どうぞ、入ってきてください」

「はーい」

『!?』

　教室に入ってきた転校生にクラスメイト全員が驚きよう愕がくする。

　それもそのはず、教壇に立っているのはさきほどまで表を騒がせていた鬼灯ほおずき、つまりアイリス・アクアリスなのだから！

　晴せい海かい学がく園えんの制服は余っていたのに袖そでを通したらしく、見るからにサイズがあっていない。見た目は小学生が背伸びをして姉の制服を着ている微笑ほほえましいものだが、相手はあの鬼灯。

　美咲の顔色が悪いのも、王おう器き使いである鬼灯が、自身が持つ強権を盾に転校を承認するよう迫ったせいだろう。

「アクアリスさんは本来晴海学園の生徒事項を満たしておりませんが、外国の方ということもあり職員会議の結果、特別留学として転入することになりました。また本人の希望で、一年一組に入ることが決まりましたので皆さん仲良くしてくださいね。それではアクアリスさん、自己紹介をお願いしますぅ」

「アイリス・アクアリスだ！　故あって今日からこの学園に転校してきた。詳しい質問は、日本式自己紹介を終えてから受け付けよう」

　アイリスは裾すそに隠していたコーラ缶を教卓へ置く。意図がわからない行動に皆の注目が集まる。

　代表して担任である美み咲さきが尋ねた。

「アクアリスさん、一体何をするつもりですかぁ？」

「日本式自己紹介に決まってるではないか。案ずるな。アイリスはお姉さんだから、炭酸だってちゃんと飲めるぞ！」

　プルタブを開け、コーラ缶を握る。

　表情は真剣そのもので、血色のいい唇の奥から真珠色の前歯が見え隠れする。伝染したのか、教室にいる全員が緊張感に包まれた。

「いざぁ！」

　アイリスは威勢良く掛け声をあげ、白い喉のどをこくこくと動かし嚥えん下げする。固く閉じた瞳ひとみの端に涙が浮かび、缶を掴つかむ両手は震えるが最後までコーラを飲みきった。

「げ、げふぅ」

　年とし頃ごろの女性にしては恥ずかしい炭酸息が喉から漏れる。

　アイリスは恥ずかしそうに手で口元を覆った。

「ど、どうだ。見たか？　アイリスはお姉さんだからな。コーラの一気飲みなんてたいしたことないのだ」

　アイリスはまだダメージを引き摺ずっていた。濡ぬれた瞳でにやりと得意気に笑う姿は可愛かわいらしいという感想しか出てこない。

「自己紹介は終わった。他ほかに質問があれば答えるぞ？」

　そんな姿を見せられたら、王おう器き使いの尊厳や賞金首であるという危機感、緊張感も薄まる。一人の女生徒がおずおず手を挙げ質問した。

「あ、あのどうしてコーラを一気飲みしたんですか？」

「日本では高等学校に入学すると新入生歓迎で、新入生が一気飲みするのが習わしだと聞いたのだが。違うのか？」

「え、ええっと……今、アクアリスさんがしたのは仲間内のパーティーなどでおこなわれるレクリエーションであって、転校生の挨あい拶さつとはまったく関係ありません。むしろ眉まゆをひそめられる行為なので今後はやらないほうがいいと先生は思いますよぉ」

「そうだったのか！　むむむ、ジャポンには複数の挨拶形式があるから勘違いしてしまったぞ。みな、見苦しいものを見せてしまってすまない」

　アイリスの謝罪にクラスメイトたちは、曖あい昧まいな苦笑いを浮かべる。

　美咲は教室の空気を一変するように手を胸の前で一度叩たたく。

「とりあえずそういうことで、皆さん仲良くしてくださいね。それじゃアクアリスさんの席は──」

「席なら決まってるぞ」

　アイリスは教壇を降りると、真まっ直すぐ暁あき人とが座る席へと向かう。暁人の隣席、篠しの原はら千ち桜さを見下ろし命令した。

「この席に座りたいからどいてくれないか、天てん輪りん？」

　千桜は『むぅ～』と不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「いやよ。どうしてわたしが貴女あなたに席を譲らないといけないの？」

「転校生には優しくするのが万国共通ではないのか」

「転校生？　どうせ王おう器き使いの特権と脅しで無理矢理入学したんでしょ。日本ではそんな人を転校生とはいわないのよ」

「ノン！　手続き上は問題ないのだから転校は転校だ。いいから、そこをどけ。アイリスはその席に座りたいんだ！」

「嫌だって言ってるでしょ」

「お、おい千桜」

　滅多に見られない王器使い同士の対立。

　教室に重い空気が満ちる。

　生徒たちは皆一様に青ざめている。

　この事態にクラス担任である藤ふじ山やま美み咲さきが暁人に泣きつく。

　無言で胸の前で手を組み、潤んだ大きな瞳ひとみで暁人を見つめ続ける。担任である美咲にそんな目で見つめられたら暁人としても動かないわけにはいかない。

「いい加減にしろ、二人とも！　皆に迷惑をかけてどうする！」

「だ、だって……」

「千桜、悪いけど、ここはアイリスに席を譲ってやってくれないか？　机を運ぶの手伝うからさ」

「……暁人がそう言うなら」

　千桜は渋々といった様子で言葉に従う。

　アイリスは勝ち誇ったように薄い胸を張る。

「ふふん、年上を敬わないから叱しかられるのだ」

「アイリスも、年上っていうなら年下に譲ってあげるぐらいの度量をみせろよ。年下相手に我わが儘ままいうなんて恥ずかしいだろ？」

「わ、わかってる。少々はしゃぎ過ぎた……すまない、天輪」

「わかってくれればいいんだよ。それじゃ千桜、一緒に空き教室へ机と椅い子すを取りに行こう。美咲先生良いですよね？」

「は、はい、もちろんです。一時間目の先生にはお話しておきますので、慌てず運んでください」

「だって、ほら行こうぜ」

　美み咲さきはほっと胸を撫なで下ろし、笑顔で送り出す。暁あき人とは千ち桜さと並んで机と椅い子すを運び込むため、空き教室へと向かった。






　■第二章　クール・ジャパン？






　昼休みが終わり、五時間目の授業を迎える。

　教室から、第一闘技場より倍以上広い第二闘技場に生徒たちは移動していた。

　午後一の授業は天翼フエアリアを使用した飛行訓練だ。

　編隊飛行の基礎である二機編隊ロツテの飛行訓練をおこなう。

　二機でひとつの編隊を組み飛行する戦術をロッテと呼ぶ。

　航空戦闘におけるジェット戦闘機のごく基本的な戦術・編隊構成である。

　ロッテは天翼フエアリアにも有効で、単機での対禍津鬼マガツキ戦と比べて生存率サバイバビリテイーが圧倒的に向上する。

　そのため各国でこの訓練が採用されているのだ。

　天翼フエアリア担当教師である藤ふじ山やま美咲が、いつもの袴はかまではなくジャージ姿で生徒たちの前に立つ。

「ロッテ飛行訓練は中等部でもおこなわれる基本的な飛行訓練です。なので皆さん問題なくおこなえると思いますが、高等部からは今までとは違い、やや難易度があがりますぅ」

　生徒たちの目の前にある大型スクリーンに画像が表示される。

　画像はどこかの廃都市のようだ。

「皆さんのコンタクトディスプレイにこのような廃都市が映し出されます。その中にランダムでチェックポイントが表示されるので、指示に従って飛行してもらいます。途中にビルの崩壊や小型禍津鬼マガツキなどの襲撃がありますのでこれらを回避しつつ、反対側の発着室に辿たどり着いてください。先頭役は一周ごとに交代してください」

　今回はあくまでロッテでの飛行訓練が目的だ。そのため模擬試合のときのような武器の所持は禁じられている。

　例外として王おう器き使いである暁あき人と、千ち桜さ、アイリスは王器を所持したままだ。

「それでは好きな人とペアを組んでください。決まった人から先生に報告に来て、順番に飛行訓練を始めてくださいねぇ」

　美み咲さきの掛け声で生徒たちは思い思いペアを組み始める。基本的には男子は男子、女子は女子でペアを作っていた。

　暁人はクラス男子で一番仲の良い哮たけるに声をかけられる。

「暁人、一緒に組もうぜ」

「どっちが先に先頭やる？」

「そうだな。俺は別にどっちでもいいんだけど──」

「「暁人（さん）！」」

　二人の会話に千桜、紅葉もみじが割って入る。

「暁人、一緒にペアを組みましょう！」

「いいえ、篠しの原はらさんではなく、私と組んでください！」

「お、落ち着いてくれ。悪いけど、すでに哮と一緒に組む約束をしたから二人とはできないよ」

「え、でも不ふ破わ路じくんなら、もう他ほかの男子と組んで先生の前にいるよ？」

　千桜の指摘通り、いつの間にか哮は他の男子生徒とペアを組み、美咲へ申請をしていた。

「おい、哮！」

「悪いな、暁人。俺も命は惜しいから……死ぬなよ！」

　再び不吉な台詞せりふを残し、手続きを済ませ発着口へと並ぶ。

　残された暁人は左右から千桜、紅葉に迫られた。

「暁人はもちろん、わたしを選んでくれるわよね？」

「いいえ、暁人さんはきっと私を選んでくれます！」

「アイリスも神かむ威いのパートナーに立候補するぞ！」

　鼻息荒く迫る二人に臆おくせず割り込む人影……アイリス・アクアリスだ。

　必然、千桜と紅葉から批難の声があがる。

「なんでペア決めのときまで暁人にからむのよ！　他の人と組めばいいでしょ！」

「そうです！　篠原さんの言う通りです！」

「しょうがないだろ。アイリスは転校してきたばかりで、ペアを組んでくれるほど親しい者などいない。それになぜかみな、妙によそよそしいのだ……」

（王おう器き使いが転校してきて、さらに千ち桜さと睨にらみ合う姿を見せられたら、そりゃ避けられるだろ……）

　暁あき人とは声に出さず思わず嘆息してしまう。

　千桜は不満げな顔で、アイリスに詰問する。

「だいたいどうして暁人の隣の席に座りたがったり、ペアを組みたがったりするのよ。今朝言ってた、『暁人にしたいお願い』に関係してるの？」

「……関係しているとは言えなくもない」

「随分、はっきりしない解答ですね」

　紅葉もみじも歯は痒がゆい返答に眉まゆ根ねを寄せた。

「こんな人気の多い場所で話せるお願いじゃないからな。だから、今回は我わが儘ままを聞き入れて欲しい。アイリスとしては力ずくでも構わないのだが」

　視界の端で美み咲さきが涙目で首をぶんぶんと横に振る。

　朝のショートホームルームのようなやりとりなど、何度も経験したくない。

　第一、こんなところで王器使いの戦いが始まったら、他ほかの生徒たちに被害が出るのは確実。

　暁人は何度目かわからない溜ため息いきをつき、千桜と紅葉に頭を下げた。

「悪いけど、今回はアイリスに譲ってやってくれないか？　次の授業では絶対に二人と組むからさ」

「……わかりました。今日だけはアクアリスさんにお譲りします」

「しょうがないわね。今回は諦あきらめるわ」

　紅葉と千桜はそれぞれ諦め、すごすごと引き下がる。残されたアイリスは満面の笑みで暁人の手を取り担任教師まで引っ張る。

「神かむ威いとアイリスがペアを組むぞ！」

「は、はい、了解しましたぁ」

　美咲はぎこちない笑顔で、ペアの許可を与えた。




「「一二三ヒフミ・四ヨ五イ六七八ムナヤ・九十百千コトモチロラネ！」」

　暁人とアイリスが『ひふみ神う歌た』を叫ぶと、勾まが玉たまは卵が孵かえるようにひび割れ光を零こぼす。

　暁人の天翼フエアリアは富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら─二一。速度と機動性能に優れた近接主体の機体だ。

　一方、アイリスが乗る天翼フエアリアは日本製ではなかった。

　フランス、ダッソー社製・『蜃気楼の妖精ミラージユ・シー』。

　初の純フランス産機として、海外からも注目を集めている機体だ。

　特徴は徹底的な軽量化をはかり、加速・小回り・長距離巡航能力などを向上させた点で、将来的には天翼フエアリアの本場である日本に機体を輸出するのを目標にしている。

　アイリスは天翼フエアリアに乗り、青いドレスのような戦いくさ装しよう束ぞくに、丈の短いミニスカート姿で暁あき人との隣に並ぶ。

「神じん代だいさん、アクアリスさん、発着口に移動してください」

　美み咲さきの言葉に従い、二人は第二闘技場の広いグラウンドを一望できる発着口へと移動した。彼らのコンタクトディスプレイには、廃都市が映し出される。

「それではもう一度練習の再確認をしますねぇ」

　美咲が二人に向かって話し聞かせる。

「お二人にはこれから、廃都市を飛んでもらいます。空路はランダムでチェックポイントが表示されるので、指示に従い飛行してください。途中で廃ビルの崩壊、落下や小型禍津鬼マガツキの襲撃などがありますので冷静に回避してください。敵への攻撃は一切認めませんよ。先頭役は一周ごとに交代すること。二人とも先頭役を終えたら、反対側の発着口に移動してくださいね。わかりましたかぁ？」

　暁人、アイリスはそれぞれ了解の返事をする。

「それではロッテ訓練を始めてください」

「それでは神かむ威い、先に先頭をやらせてもらうぞ」

「いいけど、あんまりスピード出し過ぎないでくれよ。ロッテの訓練は入学して初めてだからさ」

「安心するがいい、アイリスお姉さんが手取り足取りリードしてやるぞ」

『むふー』とアイリスは薄い胸を張り、得意気な顔をする。

　前の組が反対側の発着口に入ると、アイリスは空へ身を投げ出す。続いて暁人も慣れた態度で後へ続いた。

　コンタクトディスプレイに表示される矢印に従い、二人は廃都市を進む。

　まずは肩慣らしに廃都市の外周をゆっくりと飛行する。この段階で暁人の飛行が不安定になる。

　原因は正面を飛ぶアイリスだ。

　アイリスの後方を飛ぶと、彼女の小こ尻じりが丸見えになる。

　結果、視線を定められないせいで暁人の機体はふらふらと安定飛行していなかった。

　廃都市の外周を回り終えると、ディスプレイの矢印は上空へ行くよう指示を出す。

『神威、上へ行くぞ。遅れるなよ』

　アイリスは暁人を気遣い、声をかけてくる。

「りょ、了解！」

　返答を聞くとすぐアイリスは上体をあげ、空へと向かう。

　目指す先はディスプレイに映る赤い輪だ。その輪を潜くぐり抜けると、青へと色を変える。チェックポイント通過済みのサインらしい。

　次は上空をぐるぐる回るようにチェックポイントが浮かぶ。その旋回半径が徐々に小さくなっていく。

　最後のチェックポイントで暁あき人とは輪を潜くぐるのに失敗してしまう。

『こら神かむ威い！　ちゃんと前を向いて体を捻ひねらないから失敗するんだぞ！　真面目まじめにやらないとダメではないか』

「ご、ごめん。もう一回頼む」

『よし、今度はちゃんとお姉さんの後を付いてくるんだぞ』

　暁人は指摘通り真まっ直すぐ前を向き、体を捻る。

　目頭に力が入ったせいかコンタクトディスプレイが勝手に、正面を飛ぶアイリスのお尻しりをズームアップする。

　アイリスのアンダースコートの皺しわや、体を捻ったせいで形を変える小尻が肌のきめまで確認できてしまう。

　赤くなる頬ほおを自覚しながら、二度同じミスをしないよう輪を潜り抜けた。

　最後は急降下。

　迷路のような廃都市内のビルの間を飛び回る。

　これが終われば今度は、暁人が先頭となってランダムで決まる別のコースを飛ぶことになる。

　アイリスが矢印に従い急降下。地面ギリギリで水平飛行に移る。暁人も問題なく後へと続く。

『ここからはおそらく敵が出てくるから、気を付けるんだぞ神威』

「了解」

　矢印に従い二人は廃都市内のビルの間を低空飛行する。右、左に飛びチェックポイントを赤から青へと変えていく。

『上から瓦が礫れき、落下！　左に回避するぞ』

　アイリスの声に慌てて左に体を傾ける。

　言葉通り、前方の上から風化して崩れ落ちたという設定の瓦礫が落下してくる。煙幕のように大量の粉ふん塵じんが舞い上がった。

『だいたいこういう隙すきに敵が襲いかかってきたりするから、周りに注意しろ神威！』

「注意ったってこれじゃ何も見えないだろ」

　アイリスの指摘を暁人は愚痴で返した。だが、予想は外れ二人は特に問題もなく、粉塵から抜け出した──その油断が隙を生む。

　暁人が粉塵を抜け一息つくと同時に、左脇わき道みちのビル陰から小型の禍津鬼マガツキが襲いかかってくる。

「おわぁぁッ!?」

　暁あき人とは完全に気を抜いていたため、慌てて右へと体を反射的に傾けてしまった。その先にはビルが建っている。

　コンタクトディスプレイに映った画像とわかっていながら、本能的に避よけようと今度は左へ体を切る。

　無意識に速度も上げてしまっていたため、前を飛ぶアイリスのお尻しりめがけて突撃してしまった。

『にゃぁあッ!?』

　アイリスは突然の刺激に、思わず声をあげてしまう。

　暁人は暁人で今度は視界が暗くなり、しかも顔全体を柔らかな感触に包まれ思考が驚きでこんがらかる。

　二人は交尾するトンボのように暫しばらく繋つながったまま飛行した。しかしいつまでも飛べる筈はずもなく、バランスを崩し地面に向かって舵かじをきってしまう。

　そのまま地面に落下し、五〇メートルほど地面を削りながらようやく止まることができた。

『ふ、二人とも大丈夫ですか！　怪け我がはありませんか!?』

　美み咲さきの心配そうな声音が耳に響く。

　霊れい子し結界フイールドのお陰で怪我はないが、アイリスはいまだに自身のお尻に潰つぶされている暁人をなじる。

「どうしてアイリスのお尻に突撃してくるんだ！　神かむ威いの下手くそ」

「ご、ごめん、本当にごめん！　とにかく早くオレの顔から降りてくれ！」

　クラスメイト全員の前で王おう器き使いにあるまじき醜態をさらしてしまった。

　こうして暁人とアイリスのロッテは失敗に終わった。





　▽△






　一日の授業が終わり、放課後を迎える。

　いつもなら開放感と共に教室は喧けん騒そうに包まれるが、今日だけはクラスメイトたちは足早に教室を出て行く。

　それもそのはず、クラスには転校してきたばかりの千せん里り鏡きよう事件の張本人、アメリカと国連から多額の懸賞をかけられている鬼灯ほおずきのアイリスがいるのだ。

　触らぬ神に祟たたりなし、と言わんばかりにそそくさとクラスメイトたちは帰宅する。

　暁人たちもそのことに気付いており、無駄に居残って周囲に迷惑をかけないよう、さっさと教室を後にした。

「それじゃアイリスの『お願い』の内容も聞きたいし、どっかの公園か、広場にでも寄ろうか」

「神かむ威いの家でいいのではないか？」

「貴女あなたの狙ねらいがわからないのに自宅によぶわけないでしょ」

「ふむ、たしかに道理だ──しかし、天てん輪りんの言葉としてはいささか情けないな。腰抜けにも程があるではないか」

「……なんですって」

　学園の階段中腹で、二人の王おう器き使いが睨にらみ合う。

　慌てて暁あき人とが仲裁に入る。

「二人とも落ち着けって。こんなところで殺気だったら、他ほかの生徒に迷惑だろう！」




　くぅ～




「！」

　二人の諍いさかいは意外な形で沈静化する。

　アイリスは頬ほおを赤く染め、反射的にお腹なかを押さえた。暁人たちもお腹が鳴る可愛かわいらしい音を聞いてしまう。

「い、今のは違うぞ！　アイリスじゃないからな、変な勘違いするなよ！」

「別に恥ずかしがらなくても。お昼食べてけっこう時間が経たってるから鳴ってもおかしくないよ」

「ノン！　ノンノンノン！　アイリスじゃないって言ってるだろ！」

　暁人がフォローするが、アイリスは頑かたくなに否定する。さすがに睨み合う空気ではなくなり、千ち桜さが溜ため息いきをつくとある提案をする。

「なら話をする前にオヤツでも食べましょうか。最近、駅前に美お味いしいって評判のクレープ屋さんができたんだって。折角だから行ってみない？」

「天輪……アイリスにクレープを勧めるとはずいぶんな自信だな」

「な、なによ。クレープ嫌いなの？」

「篠しの原はらさん、多分違うと思いますよ。クレープの発祥はフランスなんです。ですからフランス人の彼女にクレープを勧めるということは、私たちで例える『フランスで美味しいお寿す司し屋さんができたから帰りにちょっとつまんで行かない？』と誘っているようなものなのではないでしょうか」

「そうなんだ……けど別に変な意図があったわけじゃないわよ。ただ評判を耳にしたから誘っただけで。嫌なら他のお店にしましょ」

「そうだな。だったら別の店にするか。久しぶりにクレープを食べてみたかったけど」

　暁あき人とは中学時代に友達と一緒に買って食べたクレープの味を思い出し、生なま唾つばを飲み込む。しかし本場フランス人のアイリスに下手なクレープを食べさせて嫌な気持ちにさせるわけにもいかない。

　暁人は素直に諦あきらめる。

　だが、アイリスがクレープ屋に行くことを望んだ。

「ノン、そのクレープ屋に行くぞ。ジャポンの作るクレープがどの程度かアイリスが評価してやる」

　上から目線の態度を取るが、その口調はどこか楽しげだった。




　千ち桜さに案内され、評判だというクレープ屋を目指す。

　学園区の駅前。

　晴せい海かい学がく園えんの生徒以外の制服も行き交う大通りにそのクレープ屋はあった。

　店に客席はなく、調理場が店外から見えるほど小さい。

　客はその場で注文し、商品を受け取るテイクアウト専門の形式だ。

　ショーケースにはその店の代表的なクレープのダミーサンプルが並び、脇わきに細かいメニュー、トッピング、料金が書かれてある。

　ダミーを見る限り、確かに美う味まそうで量も多く食べ応ごたえがありそうだ。

　暁人たちの他ほかにも女子生徒たちが行列を作っており、商品を受け取った少女たちがクレープを食べるたび幸せそうに口元を綻ほころばせている。

　その表情を見るだけで、ここのクレープが絶品だとわかる。しかし、アイリスは爪つめを切られる猫みたいに不機嫌だった。

「ノン、ノン、ノン……こんなの全然、まったくクレープじゃない。ジャポンは一体何を考えてるんだ」

　腕を組み、眉み間けんに皺しわを寄せ、ぶつぶつと小声で文句を呟つぶやき続ける。

　暁人は前に並ぶ紅葉もみじに理由を尋ねた。

「なんかアイリス、怒ってるけど……なんでだ。これクレープだよな？」

「おそらく想像していたのと違うんでしょうね。本場フランスでクレープと言ったら砂糖で甘く味付けされた薄いクレープ生地にジャムなどを塗ってナイフとフォークで食べるのが普通なんです。暁人さんが言う、クレープ生地にアイスや生クリーム、果実を入れて包み歩きながら食べられるクレープは日本独自の物なんですよ」

「知らなかった。手で持って食べるクレープが世界共通だと思ってたよ」

「私たちからすると『ソーセージをご飯で包んで寿す司し』と言っているようなものですね」

　たしかにそれは違和感を覚えそうだ、と暁人は納得し頷うなずく。

「そろそろわたしたちの番だけどみんな注文するの決めた？」

　千ち桜さの問いに、三人は再度メニューを確認する。

「私は、そうですね。チョコバナナをお願いします」

「オレはがっつりいきたいから、ツナカレーチーズで」

「神かむ威い……よりにもよってそんなゲテモノ選ぶとは」

「いいだろ。何頼んだって。アイリスはどれにするんだ」

「……この苺いちごスペシャルで」

　紅葉もみじ、暁あき人と、アイリスの注文を聞くと代表して千桜が店員に告げる。

「えっとチョコバナナとツナカレーチーズ、あと苺スペシャルに……抹茶アイスをひとつずつお願いします」

　代金は千桜が代表して支払う。

　店員は手慣れた様子であっという間に注文品を完成させた。品物を受け取ると四人は列から抜け出す。

　歩きながら食べるのはさすがに行儀が悪いため、駅前でちょうど空いていたベンチに腰を下ろす。

　千桜と紅葉の間にアイリスが座るとベンチはいっぱいになってしまった。そのため暁人は一人立って食べる。

　早速、『いただきます』と口にして、それぞれのクレープにかぶりつく。

「美お味いしい！　評判通りのお店だったわね」

「お値段も手て頃ごろで、量も多く生クリームも甘過ぎず食べやすい。ターゲットである学生たちをよく研究して作られていますね」

「紅葉……なんで経営者視点で語ってるんだよ。ん、でも、本当に美味しいなこれ。アイリスも見てないで食べてみろよ」

「ふ、ふん！　どうせジャポンが作った偽クレープなんて大したことあるはずない。せいぜい、酷評してやるから覚悟するがいい。はむぅ……ん、ンンンッ!?」

　アイリスは戸惑いながらも日本式クレープにかぶりつく。

　一口食べた時点で半信半疑だった目の色が一変。まるで飲み込むような勢いでクレープを食べ始める。

「美う味まい！　美味すぎる！　なんだこれは!?」

　アイリスが注文したのは『苺スペシャル』。たっぷりの生クリームとスライスした苺、そしてバニラアイスが載せてある。

　生地の熱で溶け出したバニラアイスが苺や生クリームなどに絡みつく。食べるたびに生地の温かさ、バニラアイスの冷たさの矛盾が心地いい。

　苺の甘酸っぱさと甘過ぎない生クリームのせいでいつまでも食べられると錯覚するほど美味だ。

　アイリスはあっという間に自分の分を食べきってしまう。

「こんな美う味まいクレープ初めて食べたぞ！　凄すごすぎる！」

　まるで初めてカリフォルニアロールを食べた日本人のように、アイリスはカルチャーショックをうける。

　アイリスは瞳ひとみを輝かせ、暁あき人とたちのクレープにも興味を示す。

「天てん輪りんのはどんな味なんだ？」

「ちょっと食べてみる？」

「うん！」

　アイリスは笑顔で頷うなずく。千ち桜さの注文は『抹茶アイスクレープ』だ。

「これも美味い！　ちょっと苦いアイスと生クリームがよくあってる！」

「私のも食べてみますか？」

　今度は反対側に座っていた紅葉もみじが自ら差し出す。

　アイリスは遠慮なくかぶりついた。

「こっちのはバナナクレープか！　チョコと生クリーム、バナナの甘さが絶妙だな。こっちのも美お味いしい！」

　必然、アイリスの瞳は暁人へと向けられる。

「神かむ威いのもちょっと食べさせてくれ」

「オレのは『ツナカレーチーズ』だから、全然甘くないけどいいのか？」

「あんずるな。いいから食べさせろ」

「はいはい、わかったよ」

　暁人は微苦笑しながら、食べかけのクレープを差し出す。アイリスは千桜と紅葉のときとは違い、ややおっかなびっくりにかぶりついた。

「んん！　こっちも美味い！　甘くないけどカレーとチーズがこんなにあうとは！」

「好きなだけ食べていいから、そんなに慌てるなって。ほら、頬ほおにカレーが付いてるぞ」

「むぅ、どこだ？」

　暁人はクレープをアイリスに渡し、ポケットからティッシュを取り出す。頬についたカレーを拭ぬぐってやる。

「ほい、綺き麗れいになった……しかしアイリスの頬はふにふにのすべすべで触り心地がいいな」

「どれどれ、うわぁ本当にすべすべのプニプニ、赤ちゃんの肌みたい」

「髪の毛も触り心地いいですよ。若いからでしょうか、ほら手て櫛ぐしでまったく引っかからずするする滑るようです」

　千桜、紅葉が暁人の言葉に腕を伸ばす。アイリスはまるでヌイグルミみたいに左右から触られ撫なでられる。

「子供扱いするなと、何度も言ってるだろうが！　アイリスの方が年上のお姉さんなんだぞ！」

「さっきわたしのクレープ食べたでしょ。これはその代償よ」

「タダでくれたわけじゃないのか!?」

「誰だれがいつタダだと言いましたか？　なので大人しく触られてくださいね」

「ぐぬぬぬぬぬ……だ、騙だましたな。これだからジャポンは……！」

　千ち桜さと紅葉もみじは、アイリスの反発に悪徳商人のような笑顔で押さえ込む。

　アイリスは無抵抗で頬ほおを膨らませるしかなかった。しかしそんな表情すら千桜と紅葉の琴線に触れる。

「不機嫌な顔も可愛かわいい。なんかアイリスって猫耳っぽいリボンと小柄な体格のせいか、子猫っぽいよね」

「たしかにそうですね。篠しの原はらさんはなかなか目の付け所が鋭いですね」

「ねぇねぇアイリス、『にゃぁ～』って言ってみて『にゃぁ～』って」

「ば、バカにするな！　年上のお姉さんであるアイリスがどうして子猫のマネなどしないといけないんだ！」

「だってわたしたちのクレープ食べたでしょ？」

　千桜が再び殺し文句を口にする。

「ぐぬぬぬぬぬ……ッ」

　アイリスは悔しそうに歯は噛がみするが、最後には観念して恥ずかしそうな上目遣いで呟つぶやくように言った。

「にゃ、にゃぁぁ～」

「「可愛いいぃいッ！」」

「にゃっ!?」

　左右から千桜と紅葉に抱き締められて、アイリスは思わず踏まれた猫のような驚きの声をあげてしまう。今度は紅葉が満面の笑みでアイリスに要求を提案してくる。

「次は語尾に『にゃん』と付けて話してみてください」

　アイリスは諦あきらめの境地か、今度は素直に指示に従う。

「もういい加減、許して欲しいにゃん」

「「可愛いいぃいッ！」」

　再度、千桜と紅葉がアイリスを抱き締める。

　紅葉はうっとりとした表情でアイリスの頭を撫なで回した。

「一人っ子でずっと兄きよう妹だいに憧あこがれてて。こんな可愛らしい妹が欲しかったんですよ」

「こ、こらぁ！　アイリスは妹じゃなくて、お姉さんにゃんだぞ！」

「本当に可愛らしいです」

　そんな風にアイリスを挟みベンチに座っていた千桜と紅葉は、遠慮なく彼女を弄いじり回す。じゃれあっている三人の側そばを男子高校生が通り過ぎる。

　彼らはクレープではなくたこ焼きを食べていた。

　それに気付いたアイリスが、千ち桜さと紅葉もみじに可愛かわいがられてるのも忘れて嫌そうな顔をする。

「お、おい神かむ威い。今、男子三人が食べている物を見たか？」

「今のって……たこ焼きのことか？」

「あれは『タコヤキ』というのか……ジャポンはこんな美お味いしいクレープを作るのにまさか虫を食べるとは」

「いや、あれはタコを小麦粉で包んで焼いた物で、虫なんてまったく使ってないよ」

「中身や材料ではない！　上に載っていた茶色い虫みたいなのが、うねうね動いていたではないか！」

「もしかして鰹かつお節ぶしのことですか？」

　紅葉が答えに気付き指摘する。

「あれは虫ではなく、鰹という魚を乾燥させ削った食べ物ですよ」

「食べ物？　本当か？　だってあんなにうねうね動いていたのに……」

「折角だから、食べてみるか？」

　暁あき人との提案に千桜が眉まゆ根ねをひそめる。

「クレープも食べたのにたこ焼きもなんて。夕飯入らなくなるわよ」













「大丈夫だって、ひとパックだけだし。それにオレも久しぶりに食べたいしさ」

「うーん、まぁたしかにひとパックだけなら……」

　千ち桜さの許可を取り、暁あき人とはたこ焼きを買いに行く。

　たこ焼き屋にお客はおらず、ちょうど焼きたてを買うことができた。

　ソースとマヨネーズ、鰹かつお節ぶしの増量が無料だったため、全部増やしてもらう。

「お待たせ、買ってきたよ。はい、アイリス。熱いから気をつけろよ」

　暁人は爪つま楊よう枝じでたこ焼きを一つ刺し、アイリスに手渡す。

「う、うむ……ありがとう神かむ威い」

　お礼を言うが、なかなか口に運ぼうとはしない。アイリスは暁人たちを窺うかがい、おずおずとたずねる。

「……このうねうねは虫じゃないんだな？」

「大丈夫、虫じゃないから安心して食べなさい」

「美お味いしいですよ、さっ」

「う、うむ」

　千桜と紅葉もみじにうながされ、恐る恐る口にする。

「あつ！　はふはふ！　んッ、う、美う味まい!?　タコヤキ、すっごく美味いぞっ！」

　熱そうに口を『はふはふ』していたが、すぐに慣れ飲み込み。

「マヨネーズとソースもいいが、このカツオブシとやらの風味が絶妙だな！　もうひとつ食べてもいいか？」

「もちろん。千桜と紅葉も折角だから食べなよ」

　暁人にうながされて、他ほか二人もたこ焼きを口にする。

「クレープも美味しいけど、たこ焼きも捨てがたいわね」

「本当ですね。私、たこ焼き食べるの久しぶりです」

　千桜と紅葉も美味しそうに食べる。暁人も遠慮なく爪楊枝を伸ばした。

　最初は怖がっていたアイリスも満足そうに笑う。

「クレープといい、タコヤキといい。ジャポンは美味しい食べ物がいっぱいあるな！」

「喜んでもらえて嬉うれしいよ」

　暁人が歯に青のりが付いているアイリスに微苦笑で答えた。

　さらに彼女はめざとく、ゲームセンターに立ち寄る女子学生たちに気付く。

　女子学生たちのお目当ては、ゲームセンター前に置いてあるプリクラの筐きよう体たいだ。

　カーテン越しだが、女子学生たちが楽しそうにはしゃいでいる様子が伝わってくる。アイリスは女子学生たちに触発されて興味を抱く。

　アイリスはプリクラの筐体を指さし、質問する。

「なぁ、あれはなんだ？」

「あれは撮った写真をシールにできるプリクラという機械ですよ」

「面白そうだな！　せっかくだから一枚撮るぞ！」

「プリクラか。懐かしいな。中学時代、友達と学園帰りに撮ったりしたなー」

　紅葉もみじの説明に、アイリスが興奮し、千ち桜さが懐かしさに眼めを細める。

　三人の少女は暁あき人との意見も聞かず、楽しげにゲームセンターへと歩き出す。

　暁人は肩をすくめ、一人黙って彼女たちの後を追いかけた。




　ゲームセンター前に置いてあるプリクラ筐きよう体たいは、女子高生たちが使っている。

　暁人たちはさらに奥へ入り、別のプリクラ筐体を探す。

　千桜が珍しい筐体を見付けた。

「コスプレ衣装に着替えて撮影だって。ちょっと面白そうじゃない？」

「やっぱりアイリスさんはさっきの流れ的に猫耳ですよね」

　紅葉が嬉うれしそうに猫耳をアイリスに装着させようとする。

「や、止やめろ！　猫はさっき十分やっただろ。もっと別の衣装がいい！」

　千桜はわざとらしく溜ため息いきをついた。

「もう我わが儘ままね。それじゃ犬耳とウサギ耳どっちがいい？」

「あっ、こっちの羊の着ぐるみもいいですね。モフモフしてとっても可愛かわいらしいですよ」

「なんでそういう可愛いのばっかりなんだ！　アイリスはもっと格好いいのがいい！」

　千桜と紅葉のリクエストにアイリスは反発する。そして自分でごそごそとコスプレ衣装を探しだした。ハンガーをがちゃがちゃとやや乱暴に漁あさっていると……彼女にとって理想のコスプレ衣装を発見する。

　アイリスは目を輝かせながら、うきうきと衣装に袖そでを通していく。専用の小物もちゃっかり見つけ出し装備する。

　アイリスが発見したコスプレ衣装とは──新しん撰せん組だ。

「どうだ！　格好いいだろ！」

　羽織に袖を通し、鉢巻きを締める。木刀を手に持ってポーズを決めていた。

　本人としては、凛り々りしい顔つきで格好良く決めているつもりなのだろうが……どう見ても日本観光で浮かれている外国人旅行客にしか見えない。しかし嬉しそうな彼女の気分を害するほど、皆悪人ではない。暁人や千桜、紅葉は和やかな笑顔でアイリスを称賛する。

「格好いいよ。とっても似合っているよ。日本人のオレが着てもアイリスほどは着こなせないって」

「本当ね。とっても可愛らし……じゃなかった格好いいわよ」

「ええ、暁人さん、千桜さんの仰おつしやる通りとっても似合ってますよ」

　三人の称賛にアイリスは気分を良くし、胸を強調するように反らす。

「アイリスはこの衣装で写真を撮るぞ！」

　彼女は新しん撰せん組衣装を余程気に入ったのか、嬉き々きとして一人プリクラ撮影を始める。

　暁あき人とたち三人はまるで保護者のように、アイリスの撮影風景を眺め続けた。





　▽△






　陽ひが完全に沈み、空に星が輝く夜。

　ゲームセンターでプリクラを撮った後、日本にしかない人気キャラクターグッズ店を見て回り、衣料品店に入って千ち桜さと紅葉もみじがアイリスを人形代わりに色々着せ替えなどを楽しんだ──他ほかにも多々回り、気付けばすっかり夜になってしまっていた。

　今日一日、アイリスは日本の若者文化を堪たん能のうした。

　歩き疲れた四人は、休憩を取るため大きめの公園に立ち寄る。

　クレープを食べたときのようにベンチにはアイリスを挟むように千桜、紅葉が座った。ベンチに座るスペースがなくなったため、暁人は三人の正面に立つ。

　アイリスが足をぶらぶらと揺らし、機嫌良さそうに語る。

「ジャポンは色々あって面白いな。お陰で今日だけで畳化タタミゼが進んでしまったぞ」

「タタミゼ？」

　アイリスの言葉に隣に座る千桜が小首を傾かしげる。

「知らぬのか？　『ｔａｔａｍｉｓｅｒ（タタミゼ）』──フランスで生まれた新語でアイリスたち外国人がジャポンでの生活に馴な染じみすぎてジャポン化することを指す言葉だ。例えば畳化タタミゼしてしまって、『母国に帰ってるのに、タクシーのドアが開くのを待ってしまう』とかな。普通、海外ではタクシーのドアは自分で開けるからな」

「そんな言葉があるとは初めて知りました」

「わたしも。暁人は？」

「オレも初めて聞いたよ──じゃなくて、いい加減、話をしてくれないか？」

「話？」

　暁人の問いにアイリスは意味がわからないと小首を傾げる。その仕草はとても可愛かわいらしいが、これではいつまで経たっても自宅へ帰れない。

「アイリスはオレに『お願い』があったから、わざわざ豊とよ葦あし原はらに無断で入島までしたんじゃなかったのかよ!?」

「そ、そういえば……い、いや、忘れていたわけではないぞ？　全すべてアイリスの手の内だ。問題ない」

『…………』

　全力で日本の若者文化・娯楽を楽しんでいたようにしか見えないと、三人の冷たい視線が語っている。

　アイリスは暁あき人とたちに見つめられながら、眉まゆ根ねを寄せ思案顔を作る。

「ふむ、お願い……お願いか」

「？」

　アイリスはベンチに座ったまま暁人を見上げる。

「今日一日、側そばで観察させてもらったが……神かむ威いはいい奴やつだ。カレーのクレープを食べさせてくれたしな。普通の善良な人間だ。だからこそわからない。なんで『王おう器き使いをまとめて七本の黄よ泉み柱ばしら全部を破壊する』と宣言したのか。それはあの事実を知っていたら絶対不可能だってわかってるはずなのに……」

「ちょっと待ってくれ。……『あの事実』って、何の話だ？」

　アイリスの視線が紅葉もみじと隣ベンチに座るスーツ姿のサラリーマンを一いち瞥べつする。他者に知られたくない内容のためか、具体的な言葉を遣おうとしない。

「だから、あれだぞ、あれ！　わかるだろ？」

「だから『あれ』じゃ何のことかわからないって！」

「ジョークでも笑えぬぞ神威……天てん輪りん、まさかとは思うがあの話を聞かせていないのか？」

「え、えっとなんのこと？」

「!?　まさか死返まかるがえしの鏡かがみ月げつ歌かは何も教えていないのか!?」

　青天の霹へき靂れき。アイリスは想定外の事態に顔を青くする。

「ようやく合点がいったぞ！　だから、神威はあれほど無茶な宣言をしたのだな。無知故の無謀。なにか思惑でもあるのかと警戒していたが……側で観察していたアイリスがバカみたいではないか」

　口元に手を当て一人呟つぶやくアイリスに、千ち桜さが尋ねる。

「アイリスはおね──月歌さんのことを知ってるの？」

「知ってるも何も一度やり合ったこともあるぞ。一方的にアイリスが挑んだだけだが。それに天輪が、死返の下で王器の使い方を勉強していたことも、裏の世界では有名な話だぞ。それに天輪がイギリスで──っとこれは蛇足だな」

　舌を滑らせそうになり、アイリスは小さな手で自身の口元を押さえる。千桜も内容を察したのか、渋しぶ柿がきを食べてしまったように顔をしかめる。

　誰だれにでも触れられたくない秘密のひとつやふたつはある。暁人は気付かないふりをして話を続ける。

「月歌さんとアイリスが戦ったことがあるなんて初めて聞いたぞ」

「死返もおそらく心配させたくなかったから、話さなかったのだろう。しかし、あの死返がこれほど重要なことを教えていなかったとは……」

　アイリスは額に手を当て溜ため息いきを漏らすが、すぐに気持ちを切り替える。

「だが裏がないとわかれば頼みやすくなったとも言えるな」

　アイリスは暁あき人とと千ち桜さの二人に真剣な表情を向け、豊とよ葦あし原はらに無許可で入島までした『お願い』を口にする。

「神かむ威い、天てん輪りん……アイリスの姉、オルタシア・アクアリスを救うためにどうか二人の力を貸してくれッ」

「アイリスのお姉さんを救う……いったい何があったんだ？」

「それは……」

　暁人の質問に、アイリスが隣に座る紅葉もみじに視線を向ける。

「これからする話には王おう器き使いのみ教えられる暗黙の了解も含まれる。すまぬが席を外してはくれないか？」

「……わかりました。たしかに王器使いではない私には聞く資格はありませんね。では、公園の外に出てますので。話が終わったら声をかけてください」

　悔しげに肩を落とした紅葉は、ベンチから立ち上がると真まっ直すぐ公園出口を目指す。

　ちょうどいいタイミングで隣のベンチに座っていたサラリーマン風の青年も立ち上がり、紅葉とは別方角の出口へと向かった。

「では早速……どうして二人にオルタシアお姉ちゃんを救い出して欲しいかというと」

「ちょっと待ってアイリス」

「どうした神威？」

「さっきそこに座っていた人が鞄かばん忘れてったみたいでさ。ちょっとひとっ走りして渡してくるよ」

　暁人の言葉通りベンチの上には革製のビジネス用鞄が置いてあった。刹せつ那な、アイリスが顔色を変える。

「！　二人ともアイリスのうし──」




　ドン！




　アイリスの台詞せりふは破裂音によって遮られる。

　爆発でベンチは粉々に砕け、街路灯や木々も根本から千切れ、巻き上げられた土煙と芝生の草々が空中を舞い続ける。

　どうやらビジネス用鞄に爆弾が仕掛けられていたらしい。テロでよくある手口で梱こん包ぽう爆薬の一種だ。

「暁人さん！　篠しの原はらさん！　アイリスさん！」

　一人、公園出口を目指していた紅葉だけが爆発に巻き込まれずに済んだが、突然の事態に顔色を青く染め、先程までいたベンチへ慌てて駆け戻る。だが、予想に反して返事はすぐに帰ってきた。

　三人の中で一番小柄なアイリスが、暁あき人とと千ち桜さを守るように前へ立っていたのだ。

　どうやって防いだかまったくわからないが、三人とも傷どころか服すら汚れていない。

　アイリスは駆け寄ってきた紅葉もみじを心配する。

「全員無事だ。それより紅葉、怪け我がはないか？」

「は、はい。けっこう離れていたので」

「そうか、良かった……なら次はアイリスたちの番だ！　目には目を、歯には歯を！　相応の報いを与えてやろう！」

　アイリスは指輪型の勾まが玉たまをかざし叫ぶ。




「一二三ヒフミ・四ヨ五イ六七八ムナヤ・九十百千コトモチロラネ！」




　声に呼応し、勾玉は卵が孵かえるようにひび割れ、光を零こぼす。

　量子変換され圧縮されていた天翼フエアリアが解き放たれる！

　アイリスは昼間、ロッテで見せた天翼フエアリア姿へと変わる。

　手には長い柄つか、先端には俵型の筒が接続し中は空洞になっている。大おお鎚つちと呼ばれる武器の形状によく似ていた。

　アイリスが手にしている武器こそ、『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずき』だ。

　アイリスはスーツを着た男が去った方角へと飛んで行ってしまう。

「あ、暁人どうする？」

「どうするも何も追いかけるしかないだろ！」

「ですが、本来豊とよ葦あし原はらでの天翼フエアリアの無断使用は緊急時以外は禁止されています。もし兵ひよう武ぶ署しよに見られたら……」

　紅葉の心配に暁人が答える。

「あの王器使いのアイリスが血相を変えて飛んで行ったんだ。一応、緊急事態と言っても問題ないだろう。でも念のためオレだけ天翼フエアリアになって先行するから、紅葉たちは後から追いかけてきてくれ！」

　暁人の指示に紅葉たちが頷うなずくのを確認して、彼は首に下げている勾玉に意識を集中する。

「一二三・四五六七八・九十百千！」

　声に反応して、勾玉から光が溢あふれる。

　暁人の天翼フエアリア、富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら─二一が彼の体を覆い尽くす。暁人は装着を終えると、アイリスの後を追いかける。

　千桜と紅葉も、アイリスが飛び去った方角へと走り出した。




　暁あき人とたちはアイリスを見失う可能性が高かったが、クラクションと人々の悲鳴が目印となり追いつくことができた。

　暁人が先に降り立ち、距離がさほど離れていなかったため、その後少し遅れて千ち桜さと紅葉もみじが到着する。

　アイリスは大通りの道路上に降り立っていた。どうやったのかわからないが道路と黒いワゴン車の後部がきれいに削り取られている。

　道路には先程隣のベンチに座っていたスーツ姿の青年や彼の仲間らしき人物たちが皆、仲良く倒れていた。

　血が出ていないため、おそらく気絶しているのだろう。

　偶然通りかかった通行人たちは、突然の天翼フエアリア登場と目の前で起きた戦闘に怯おびえていた。

　兵ひよう武ぶ署しよや正規天翼フエアリア部隊員が駆けつけるのも時間の問題だ。

　しかしアイリスは周囲の悲鳴や『兵武署を呼べ！』と騒ぐ声など完全に無視して、手に持っている携帯端末画面を注視していた。おそらく敵から奪ったものだろう。

　暁人たちがすぐ後ろから携帯端末画面をのぞいていることにも、アイリスは気付いていない。

『……やはりあの程度では殺せなかったか。久しぶりだな、アイリス。何年ぶりになるかな』

　画面に映る男は厳いかつく、スキンヘッドで左頭部の皮膚は頬ほおまで色が違く、手術痕こんが残っている。

　目は何十万と生き血を吸った妖よう刀とうのようにギラギラと怪しく光り、アイリスを画面越しでも殺しそうなほど殺意を放っていた。

「アイリスだけではなく、他者まで巻き込む方法を使うとは、相も変わらず心根が腐りきっている悪党め。お主には良心がないのか」

　アイリスも負けずに男へ嫌悪感を叩たたき付けている。

『良心？　貴様がそれを口にするか犯罪者』

「殺さなかっただけ感謝するがいい……ッ」

『殺さなかっただけ？　代わりに生き地獄に落とされたことを感謝しろとは……』

　男はさらに深い憎悪を込め、アイリスを睨にらみ付ける。

『貴様だけは絶対に殺す。たとえ悪魔に魂を売り払ってもだ！　八日後を楽しみにしていろ』

「き、さま……ッ！　それはこちらの台詞せりふだ！　事が終わったら文字通り塵ちりも残さず地上から消してやるぞ！」

　アイリスは激情に駆られ携帯端末を道路に叩き付け破壊する。何度か肩で息をすると、氷より冷たい瞳ひとみで、大おお鎚つちの形をした鬼灯ほおずきを振り上げた。

　矛先は倒れている青年たち。

　倒れた彼らに止とどめを刺そうとしているのだ。暁あき人とが慌てて止めに入る。

「止やめろ、アイリス！」

「……邪魔するな神かむ威い。こいつらはアイリスたちの命を狙ねらったのだ。敵は確実に殺しておかないといけないのだ」

「たしかに彼らは敵かもしれないが、殺すことはないだろ」

「なにを世よ迷まい言ごとを。敵は殺す──でなければ、いつか自身の大切な人を失うことになるぞ」

　その言葉には経験者しか語れない実感がこもっていた。だが、押し黙って見過ごすわけにもいかず暁人は食い下がる。

「でも、さっきの会話から察するに、この人たちはあのスキンヘッドの手下みたいなもんなんだろ？　ただ殺すより、情報を引き出した方が賢明じゃないのか？」

「無用だ。背後に居る男は嫌っていうほど知ってるからな」

「で、ですがやはり暁人さんの言う通り殺すのはやりすぎです」

「そうよ！　だいたいこんなに騒ぎを大きくしてどうすんのよ！」

「うるさい！　うるさい、うるさいぃいいぃッ！」

　紅葉もみじと千ち桜さの加勢に、アイリスは我わが儘ままな子供のように声を荒らげ鬼灯ほおずきの矛先を暁人たちへと向ける。

「王おう器きの真実も知らないひよこ共がぴーちくぱーちく騒ぎおって！　そんなにアイリスの邪魔をするなら……」

　アイリスの瞳ひとみが、冷たく光る。




「……まず、最初にオマエたちから叩たたきつぶしてやろうか？」




「「「!?」」」

　クレープを一緒に食べた無邪気な少女の姿は既になく──背後に死神が見えそうなほど濃厚な殺意を向けられる。

　アイリスは鬼灯を、暁人たちへと向ける。

「二人とも下がれ！」

　暁人はとっさに千桜と紅葉を庇かばうように神威を構えた。同時にアイリスが鬼灯を振り下ろしてくる。その一撃を暁人は神威で受け止めた。

　暁人は力任せに鬼灯を押し返すと、アイリスはその力に逆らわず、むしろ自分から上空へと押し流される。

　暁人はアイリスと距離ができるとすぐに千桜へ声をかけた。

「街中で戦ったら被害が出るから、千ち桜さはアイリスを豊とよ葦あし原はらの外へ追い出してくれ！　できるか？」

「当たり前でしょ、誰だれに言ってるのよ！」

　千桜も『ひふみ神う歌た』を叫び天翼フエアリア姿になる。

　千桜の天翼フエアリアは小こ鈴すず社製・千せん本ぼん櫻ざくら。天翼フエアリアのメインカラーは桜色で千桜にとてもよく似合っている。

　天翼フエアリア姿になった千桜は、上空へ逃げたアイリスを睨にらみ付ける。

「ガンマナイフ！」

　空気中の水分を水蒸気爆発させる。

　アイリスをまずビルなどの邪魔がない上空まで押し出し、その後、豊葦原の外へと追いやるつもりらしい。

　暁あき人とも後を追いかけようとするが、紅葉もみじに呼び止められる。

「暁人さん！　私は何をすればいいでしょうか？」

「紅葉は兵ひよう武ぶ署しよと正規天翼フエアリア部隊が来るだろうから、そこの男たちの引き渡しを。後、戦いに介入しないよう言っておいてくれ。アイリスと正規天翼フエアリア部隊がことを構えて外交問題に発展するのは避けたいから」

「……わかりました」

　ふいに頬ほおをぶたれたような表情を紅葉は作るが、すぐに暁人の指示に頷うなずく。暁人も気付かないふりをして改めて、夜空に消えた千桜たちの後を追いかけた。





　▽△






　豊葦原から五キロほど離れた海上。

　闇やみ夜よのなかで世にも希まれな王おう器き使い同士の戦いが行われていた。

「ガンマナイフ！」

　千桜がアイリスのすぐ側そばで爆発を起こす。アイリスは爆発を防ぐため霊れい子し陣シエルを展開し、動きを止める。

　暁人はそのスキを狙ねらってアイリスに襲いかかる。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼き神じん断だちッ！」

　神かむ威いを振り下ろすが、あっさりとアイリスに回避されてしまう。暁人の攻撃は虚むなしく空を切った。

　千桜が悔しげに地団駄を踏む。

「もうちょっとだったのに！　暁人、もう一回行くわよ！」

「いや、様子見は終わりにしよう。ここから一気に畳みかける。千桜は巻き込まれないように離れててくれ！」

「暁あき人と！」

　アイリスは暁人たちを侮っているのか、大おお鎚つちの形をした鬼灯ほおずきの能力を一向に使おうとはしない。

（だったら王おう器きを使われる前に、アイリスを倒す！）

　暁人は手に持つ神かむ威いに意識を集中した。

　王器中最強の王器と謳うたわれる『神威』はナノ単位で構築された、変幻自在の光体フオトン金属でできた剣である。そのため使用者の想像力イメージでどんなモノにでも変化させられる無形の武器だ。

　暁人は槍やりの想像力イメージを強固にするため大声で叫んだ。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　何百本もの銀ぎん槍そうが暁人の周囲に展開。

　雷光のような速度で襲いかかる。

　アイリスは回避運動をせず、その場からまったく動かない。

　霊れい子し陣シエルを展開して防御するでもなく、ただ右腕を突き出す。

　アイリスが突き出した右手のひらをギュッと握り締めると同時に、銀槍はまるで時が停止したように動きを止めてしまった。

「「!?」」

　これには暁人と千ち桜さも驚きよう愕がくする。

「この程度の攻撃ではアイリスに傷ひとつ付けることなど不可能だぞ」

　アイリスは挑発的な台詞せりふと共に右手を開くと、暴風が発生。まるで木の葉のように二人は吹き飛ばされる。

「今度はアイリスが鬼灯の力を見せる番だな」

　バランスを大きく崩した暁人たちに、アイリスは鬼灯の先端を向ける。

「『鬼灯』の語源を知ってるか？　鬼灯には提ちよう灯ちんのような形から『死者が目的地に迷わず辿たどり着けるように道を照らす』という意味がある。故に王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よんには、『鬼灯』という名が付けられた。その意味を見せてやる。ひよこ共……今日一日世話になった恩返しで手加減はしてやる。塵ちり芥あくたになりたくなければ早く逃げるがいい」

　アイリスは初めて鬼灯の力を解放する。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　鬼灯を振り抜く。

　約一ヶ月前、千桜が天てん輪りんを展開したときと同じ感覚が暁人の全身を走り抜ける。

「千桜！　全力で回避だ！」

　千桜もその場を急速に離脱。全霊れい子し力りよくを掻かき集め、霊れい子し陣シエルを展開！

　刹せつ那な──二人の目の前に小型の太陽が出現し、真昼のごとく周囲を照らす。

　同時に爆発によって大量の水しぶきが夜空へと舞い上がる。

　慌てて距離を取り、霊子陣を展開していた暁あき人とたちの頬ほおにまで熱波が届く。

「鬼灯ほおずきの能力は『圧縮』……固体、液体関係なくどんな物質でも圧縮すれば熱を生む。今のは気体を急速に圧縮してプラズマを作り出したのだ」

　公園の爆弾や銀ぎん槍そうを防いだのも空気を圧縮し壁にしたのだろう。さらにアイリスは瞬間的に空気を圧縮させプラズマを作り出すこともできるらしい。

　今朝の学園上空で突如、太陽がふたつになったのも、アイリスが作り出したのだ。

「ほとんど反則だろ……ッ！」

　暁人の狼ろう狽ばいに、アイリスは不機嫌そうに鼻で笑う。

「相手の力量におののくより、自身の不勉強に気付け。まったく王おう器きになりたてとはいえ、こんなにも神かむ威いを使いこなしていないとは！　ただ正面から挑むんじゃなく、もっと頭を使え。アイリスたち王器使いは他ほかの天翼フエアリアとは違うのだ。ただ王器を振り回しても意味はなし。それでは『王器中、最強の王器』とうたわれる神威が宝の持ち腐れだぞ」

　アイリスは暁人の顔を見て、あらためて長い溜ため息いきを漏らす。

「自身の王器も満足に扱えず、『全すべての王器を奪う』なんて大言しおって」

「！　王器を奪うなんて言ってない！　オレは『王器使いを集める』って言ったんだ！」

　先程まで畏い怖ふの面を浮かべていた暁人は、自身の宣言の誤解に語気を荒らげ訂正する。しかしアイリスは一ミリも怯おびえず、軽く受け流す。

「どちらでも一緒だ！　どちらにしろ『王器使いを全てまとめる』など絶対に不可能なのだからな。ちょうどいい。せっかくだから教えてやろう。王器使いにしか伝えられない王器の真実を」

　アイリスは大おお鎚つちの形をした鬼灯を肩に担ぐ。

　暁人と千ち桜さは、アイリスの言葉をひとつも逃さないように真剣な表情で耳を傾けた。

「王器についてはこう言われている──『十とわ二に種くさの王おお器うつを全て手にした者は神となる』。故に、王器を集めてはいけないのだ」

「……かみって、ペーパーやヘアーのかみじゃなく、神さまの神？」

「うむ。って！　どうして可哀かわい相そうな子を見るような目を向ける!?」

　千桜の確認の問いに、アイリスは頬を膨らませる。

「でも、神さまになるから集めちゃいけないなんて、あまりにもオカルト過ぎて……ねぇ暁人」

「たしかにちょっとな。もしそれが本当だったら、王器が開発されてすぐに神さまになって禍津鬼マガツキや黄よ泉み柱ばしらを倒せばよかったじゃないか」

　暁人は遠慮なく、アイリスへ胡う散さん臭そうな視線を向けた。

「二〇〇三年五月に突如、黄よ泉み柱ばしらが日本に出現して、禍津鬼マガツキたちが溢あふれ出た。それから約五年後に『十とわ二に種くさの王おお器うつ』が開発されたが、政府が調査に入ると同時に研究者や関係者は失しつ踪そう。そのせいで残されたデータを一から精査しなければいけないうえ、当時はまだ王おう器きを扱える人材もなく『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう伍ご・撫なで物もの』など名称だけで影も形もなかった。それに──」

　いまだ不審がる暁あき人とたちに、アイリスは溜ため息いきをつく。

「アイリスだって、本当に『神』になれるとは思っておらぬ。ただの比ひ喩ゆ表現だろう」

　アイリスは肩をすくめると話を続ける。

「王器を全すべて手中に収められたら、世界など簡単に滅ぼせる。故に神、と呼んで差し支えなかろう？　だから王器使いたちは十じゆつ審しん法ほうに従い、王器を独占せず互いが互いを監視する体制を整えたのだ。変な色気を出した者を罰するためにな」

「うーん、でもやっぱり『神さま』は言いすぎな気がするな。なぁ、千ち桜さ」

　暁人は千桜に同意を求めた。

「まあ、ちょっと大げさよね」

「神かむ威いたちは王器の本当の姿を知らないからそんな腑ふ抜けたことが言えるのだ」

　アイリスは二人ののんきな反応に苛いら立だたしげに言葉を荒らげる。

「あの『悪あく災さいの巫み女こ』がなぜ王器を全て集めようとしたか知っておるか？」

『悪災の巫女』とは──王器が開発されて約十一年後の二〇一九年に、他国や国連を襲撃して全ての王器を独占し世界を牛耳ろうとした、一人の女性王器使いのことを指す。

　翌年、各国の王器使いたちにより、少女は断罪。

　少女に奪われた王器も回収され、国連が再び保管・管理するようになった。

　人々はこの事件を『自じ滅めつ戦せん争そう』と命名し、断罪した少女を『悪災の巫女』と呼んだ。

　意外な話の飛び方に二人は顔を見合わせる。千桜が最初に答えた。

「知ってるはずないでしょ。昔のことだし、問い質ただすまえに討伐されちゃったんだから」

「極僅かな、自滅戦争に関かかわった関係者しか知らぬ事実がある。アイリスも偶然知ったのだが、これが本当の動機なんじゃないかと思っている。……『悪災の巫女』は自滅戦争前に夫を亡くしているのだ。王器を解析したデータには『王器を全て集めれば神になれる』の他ほかに、『死者すら蘇よみがえらせる力を持っている』と記されてあったらしい。おそらくそれを知った悪災はすがったのだろうな。最愛の人を生き返らせるため……。アイリスも同じ立場ならば、同じ行動を取ったかもしれない」

　アイリスは慣れた手つきで鬼灯ほおずきをバトンのようにクルクル回し、最後は両手で掴つかむ。

「せっかくだから瞠どう目もくさせてやろう。王器の本当の姿で」

　両目を閉じて意識を極限まで集中させる──が、




『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』




　突然の雄お叫たけびに暁あき人とたちは身を硬くする。

　禍津鬼マガツキに似た咆ほう哮こうの方角へ視線を向けると、月をバックに一体の天翼フエアリアが三人を見下ろしていた。

「なんだ、アレは……!?」

　暁人が驚きよう愕がくするのも無理はない。

　見下ろしている天翼フエアリアは通常の機体より大きい。機き械かい羽ばね『天あまの羽衣はごろも』を広げれば二、三倍はありそうだ。

　両手は鋭い刃となっており、全体的なシルエットは攻撃的なデザインをしている。

　また搭乗者は透明な棺かん桶おけに納められていた。搭乗者の少女は全裸で、眠っているように目を閉じている。その棺桶から機械の手足、羽、頭が生えているせいで通常の天翼フエアリアより機体が大きくなっているのだ。

「お姉ちゃん……ッ。オルタシアお姉ちゃん！」

　棺桶に少女が眠っているだけでも驚きだが、それ以上の衝撃が暁人たちを襲う。アイリスが棺桶内の少女に向かって、悲痛な叫び声をあげたのだ。

「「!?」」

　たしかに棺桶内の少女の目元や雰囲気はアイリスに似ている。しかし妹の叫びに、目を覚ますことはない。

　オルタシアと呼ばれた少女の頭部にバイザーが被かぶさり、一度だけ電気が走ったように指先が痙けい攣れんをおこす。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　天翼フエアリアは、暁人たちめがけて襲いかかってくる。

　巨体に似合わない速さで一気に間合いを詰め、両手の刃を振り下ろす。

　三人はすぐさま回避。

「アイリス！　どうしてお姉さんがオレたちを狙ねらってくるんだ!?」

「それは……」

　アイリスの言葉を遮るように敵が追撃してくる。

「暁人！　来るわよ！」

　暁人は背を向けず、神かむ威いを握り締める。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼き神じん断だちッ！」

　暁人は敵の攻撃を迎え撃つ。

　巨大天翼フエアリアは刃の腕を交差し、暁人と正面から激突！　暁人の剛剣の威力に耐えきれず、巨大天翼フエアリアは押し負け弾はじかれてしまう。

　体勢を立て直した敵の巨大天翼フエアリアが、暁あき人とたちに背を向け回避運動を取る。

「逃がすか……って、速い！」

　暁人は敵の後を追おうとするが、相手は音速飛行に突入し、水しぶきを巻き上げる。

「暁人！　無理して追いかける必要はないわ」

　千ち桜さに声をかけられ暁人は踏み止とどまる。

「今なら、こっちは三人。数的優位があるから取り押さえるのも難しくないだろ」

「そんなことする必要はないわ。音速飛行は大量の霊れい子し力りよくを消費する。だから、無理して追わなくてもすぐに霊子力切れをおこして動けなくなるわ」

　音速飛行とは──音速を超えたり、その速度で飛行することを指す。

　一般的な天翼フエアリアが音速飛行した場合、通常霊子力は約三分ほどで空になる。だから、千桜は無理に戦わず、霊子力切れを狙ねらおうと提案したのだが、

「……無理だ。あれに霊子力切れはない」

　アイリスはその作戦を頭から否定する。

「なぜならアレは『王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう、生いく魂たま』だからだ」

「「い、生魂!?」」

　暁人と千桜は驚きで目を限界まで開き、アイリスに詰め寄る。

「い、生魂ってあの霊子力を無限に生み出すけど、使用者を取り込んで暴走する欠点を絶対に持っている王器だよな？　過去に一度、そうとは知らず使用して暴走。一般の天翼フエアリアじゃ手も足も出せず、最終的には王器使い数名によって無力化されたんだよな」

　その際、生魂を使用した人は死亡している。

　暁人はさすがにそこまで口に出せなかった。

　千桜が続いて疑問を呟つぶやく。

「その危険性が知られて以降は、国連が管理する地下研究所で厳重に保管されているはずよね。なのにどうして……」

　再び、生魂が音速飛行のまま襲いかかってくる。

　暁人たちは慌てて距離を取り回避する。

「アイリスの言葉が本当なら霊子力切れはないし、霊れい子し陣シエルは強化し放題。半端な攻撃じゃ当たらないし、当たっても毛ほどもダメージを与えられないわよ」

「大丈夫だ！　相手の正体がわかれば手の打ちようがあるさ」

　暁人は神かむ威いを構え、意識を集中する。

　槍やりの想像力イメージを強固にするため大声で叫んだ。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　何百本の銀ぎん槍そうが生魂めがけ解き放たれる！

　しかし、敵は音速飛行を維持し、人間には不可能と思われる鋭い回避運動で銀槍をかわす。

　幸運にも何本かが生いく魂たまに当たるが、膨大な霊れい子し力りよくを圧縮し作り出した強固な霊れい子し陣シエルに阻まれ、本体に触れることすら叶かなわない。

「音速を維持しながら、あのレベルの霊子陣を展開するなんて……けど、いくら無限の霊子力を作り出せてもしょせんはプログラムで動く機械だ。千ち桜さ！　あとは頼んだ！」

「！　了解、任せて！」

　千桜は暁あき人との意図を理解する。

　たしかに生魂の無限音速は脅威。

　だが、今は氷ひ雨さめによって進む方向がまるわかりの飛行だ。そのため生魂の動きを予想して、攻撃を仕掛けるのは難しくない。

　千桜は天てん輪りんの霊子力を流し、生魂を攻撃する。

「ガンマナイフ！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　千桜が攻撃を仕掛ける寸前、生魂は彼女へと顔を向ける。

　同時に生魂は両手の刃で海面を叩たたき水柱を作り出す。

　千桜によって放たれた電磁波は水の壁に阻まれ乱反射し、狙ねらい通りの効果を示さず消失した。

「嘘うそ!?　どうして今の攻撃が防がれるのよ！」

「プログラムで動いている機械なのに、千桜の攻撃意識に反応したような……でも、それじゃまるで人間みたいじゃないか」

「ＣＴ２ＷＳ……アメリカで開発された人間の脳とカメラを組み合わせた軍用監視システムだ」

　アイリスの呟つぶやきに二人が振り返る。

「人間の脳は危機察知が機械より本質的には優れている。だから危険を感じた場合の脳波をコンピューターに登録し、感知したらすぐに知らせるシステムを造りあげたのだ」

　しかもシステムの成功精度は九四・七％と高い数字を叩き出している。

　本来は遠距離にある戦場などを人間がカメラで監視、危機が迫ったらすぐに知らせるシステムだった。

　しかし生魂はこのシステムを使用し、機械でありながら人間と同等以上の危機察知能力を手に入れたのだ。

　アイリスの姉、オルタシアは搭乗者としてではなく生魂の生体部品として扱われているということになる。

「霊子力は無限で、常に音速飛行が可能。強固な霊れい子し結界フイールドと人間以上の危機察知能力に長たけて、不意打ちも不可能ってこと!?　こんなのどうやって倒せばいいのよ！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　千ち桜さの弱音に反応したのか、生いく魂たまは真まっ直すぐ彼女たちを目指し突撃してくる。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ。鬼灯ほおずき！」

　暁あき人とたちと生魂との間にプラズマが咲き誇る。

　生魂はとっさに霊れい子し陣シエルを強化。

　プラズマに入り込むが、音速飛行で抜け出す。しかし鋼鉄も簡単に熔とかすプラズマを通ったせいで無傷では済まなかった。

　生魂はそれ以上の被害を恐れ、豊とよ葦あし原はらに背を向け逃避する。

　暁人たちに追いかけるほどの戦意も、霊れい子し力りよくも残ってはいない。

「…………ッ」

　アイリスは姉が飛び去った方角を見続け、瞳ひとみに浮かんだ涙を片腕で拭ぬぐう。暁人たちにあらためて向き合うと、赤くなった目で懇願した。

「頼む、神かむ威い。お姉ちゃんを……オルタシアお姉ちゃんを助けてくれ！」














　■第三章　特訓×特訓






　黄よ泉み柱ばしら内部。

　禍津鬼マガツキを従える七人姉妹の長女、一ひと依えはある一室の前へ立っていた。ノックの後、扉がスライドし中へと入る。

　部屋は教室ほどの広さで、壁の一角を幅が広い姿見が占領していた。

「ふふふ～ん♪」

　その姿見の前で一人の少女──六む依えが踊っていた。

　六依は手にマイクを持ち、耳はヘッドフォンで覆っている。リズムを刻み、一回転。鏡へ向かってウィンクする。

　六依はヘッドフォンから流れる音楽と踊りに集中しているせいで、一依が部屋に入って来たことにまだ気付いていない。

　六依は一通り踊り、肩で息をしながらヘッドフォンを取る。一依が拍手をすると、ようやく彼女の存在に気付いた。

「びっくりした。一依ねぇ、部屋に入るときはノックぐらいしてよ」

「したわよ、ちゃんと。でも六依が音楽を聴いて踊っていたから気付かなかったんでしょ」

　一依はソファーに置いてあったタオルを手に取り、六依に差し出す。

「ありがとう、一依ねぇ」

「それで六依が主導でやっている計画がどうなっているのか、途中経過を聞きに来たんだけど」

「うん、ばっちりだよ！　予定通り目標が獲物たちに合流してくれたみたい。この調子で行けば最大で四つは王おう器きが手に入るよ」

「まだ助力は必要ないのかしら？」

「ううん、いらない。今、下手に人数増やして動くとこっちの絵図に気付かれる可能性があるから」

　そう、と一依は納得し手にしていた煙管キセルに口をつけ、紫煙を吐き出す。

「手が必要なら遠慮なく言うのよ。すぐに都合をつけるから」

「うん、わかった！　そのときは声かけるから。そして早くこの世界を支配してアイドルやりたいな」

「……六依は本当にアイドルを目指しているのね」

「当然だよ。六依は本気で歌って踊れるアイドル目指してるんだから。そのためにも一日でも早く世界をせーふくしないと」

　六依は至って真面目まじめな表情で、気合いを入れるように拳こぶしを握り締める。

　一依は微笑ほほえみ、妹の頭を撫なでた。





　▽△






「んんっ……」

　生いく魂たまに襲われた翌日、朝。自室のベッドで眠っていた神じん代だい暁あき人とは、いつもと違った違和感に目を覚ます。

　自身の腕の中に何かがいる。枕まくらは頭にある。掛け布団を抱き枕代わりにしているには、長さが足りない。しかもいつまでも抱き締めていたいほど温かく、どこもかしこもふにふにでとても柔らかい。

「なんだこれ……ッ!?」

　暁人は叫びそうになった口元を手で無理矢理押さえる。掛け布団をめくるとそこには鬼灯ほおずきのアイリス・アクアリスが眠っていた。

　アイリスは暁人のＴシャツをワンピースのように着ていた。しかし裾すそがめくれて細い太ふと股もも、張りのある小こ尻じりにやや食いこんだ水色の下着が朝日に照らされる。

　昨晩、アイリスはホテルの予約もしておらず宿がないからと、暁人たちのマンションに泊まらせた。Ｔシャツはパジャマ代わりに無理矢理、アイリスに奪われたものだ。客室で寝ていたはずだったのだが……。

　アイリスを起こさないよう暁人のパジャマを掴つかんでいる指を外そうとしたが、

「おねぇ、ちゃん……オルタシアお姉ちゃん、ごめんなさい……」

　宝石のように輝く涙が瞳ひとみから溢あふれ、頬ほおを流れ落ちる。まるで傷つき、親の愛情を求める子供のように指の力が増し、額を暁人の胸へと一層押し当ててきた。

「お姉ちゃん、か……」

　引き剥はがす気力は削そがれ、再び浮かんだ涙を指ですくう。背に手を回し、優しく何度も撫なでる。

　昨夜、生魂に襲われた後、アイリスから聞かされた過去話を思い出したからだ。





　▽△






　生魂に襲撃された後、兵ひよう武ぶ署しよの詰問もあしらい、暁人、千ち桜さ、紅葉もみじはアイリスを連れて自宅へと帰って来た。

　時刻は夜九時を過ぎている。たった一日で文字通り目が回るような出来事が立て続けに起きた。

　ちゃぶ台を囲み、紅葉が淹いれてくれた紅茶がそれぞれの前に置かれる。

　あらためてアイリスが、暁人を訪ねて豊とよ葦あし原はらまで来た理由を語り出す。

「さっき神かむ威いたちを襲った生いく魂たまの搭乗者はアイリスの姉、オルタシアお姉ちゃんだ」

「どうしてアイリスのお姉さんがあの暴走王おう器き、生魂に乗ってるんだ？　だいたい生魂は地下深くに封印されているはずじゃ」

「お姉ちゃんは騙だまされて生魂に乗せられたんだ……ッ！　アメリカの元王器使いに」

「アメリカの元王器使い……元アメリカ合衆国天翼フエアリア部隊、王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう拾じゆう弐に・千せん里り鏡きようのライアン・Ｄ・ハルゼー少佐ですか!?」

　紅葉もみじの驚きに、アイリスは怒りの表情で頷うなずくが、

「ハルゼー……ッ。あいつが、あいつらがお姉ちゃんを──いや、本当はアイリスが悪いんだ。全部、アイリスが……」

　アイリスは零こぼれそうになる涙をぐしぐしと腕で拭ぬぐい誤魔化す。気持ちを落ち着かせ、暁あき人とたちが理解しやすいよう順を追って話し始める。

「両親は今から九年前───二〇二四年にアイリスが九歳のときに禍津鬼マガツキに殺されてしまった。アイリスたち姉妹に他ほかに身寄りはなく、戦争孤児になってしまったのだ」

　禍津鬼との争いが始まって約三〇年。戦争孤児は今でもそう珍しい話ではない。

「アイリスたちは別々の孤児院に引き取られる予定だったのだが、オルタシアお姉ちゃんが霊れい子し力りよくに目覚めたお陰で、国から得られる支援でなんとか自活することができるようになった」

　アイリスは琥こ珀はく色の紅茶をぼんやりと眺める。

「当時は──いや、今でもだが天翼フエアリアを創つくり出し、戦術などを確立したジャポンに比べてフランスの搭乗者レベルは低く、黄よ泉み柱ばしらからも陸続きで近くいつ故郷が禍津鬼に襲われるかわからなかったから、訓練はとても過酷だった。毎日、毎日、お姉ちゃんの体に痣あざや傷がない日はなかった。だがアイリスはまだ子供で何もしてあげることができなかった。それでもお姉ちゃんは、アイリスと一緒に暮らせるだけで幸せだって言って笑ってくれたんだ」

　欧州ではドイツのコトブスに黄泉柱が出現した。

「幸運にも一二歳で霊子力に目覚めることができたアイリスは、心底歓喜した。これでお姉ちゃんを守れる、頑張って結果を出していけば国からの給金も増えて楽をさせてあげられる、と」

　アイリスは昔を思い出して口元を弛ゆるめた。

「天翼フエアリアの訓練は厳しかったが、苦ではなかった。自身が成長する実感があったし、お姉ちゃんが褒めてくれるのがなにより嬉うれしくて。アイリスたちはよく一緒のベッドで横になりながら操縦のコツを教え合ったり、自主訓練の約束をしたり。むしろ幸福でさえあった。でも……」

　アイリスは暗い表情を作る。

「アイリスは自身が強くなることに夢中で、お姉ちゃんの変化にまるで気づいてあげられなかった。成績が伸び、実力をつけ、お姉ちゃんとの差が縮まるたび笑顔を浮かべる回数が減っていったことにも、朝早く、夜は遅くまで自主訓練をしていた理由にも、かわす言葉が少なくなっていたことにも気づけなかった……ッ」

「アイリス……」

　アイリスは涙を浮かべ泣き出しそうになる。暁あき人とはそんな彼女にハンカチを手渡した。アイリスは黙って頭を下げ礼をして、ハンカチで涙を拭ふき取る。

「そして、霊れい子し力りよくに目覚めて一年後、アイリスは王おう器きに選ばれた。お姉ちゃんが喜んでくれると思っていたが、反応はまったくの逆だった。吊り上がった瞳ひとみで睨にらまれただけだった。そのときにちゃんと腹を割って話し合えばあんなことにならなかったのに……でも、王器使いに成り立てで、自国初ということで色々勉強や実務などもやることが多くて、後回しにしてしまったのだ。結果、お姉ちゃんは悪魔に──ハルゼーに唆そそのかされ、暴走王器なんてものに手を出したのだッ」

　アイリスは犬歯を覗のぞかせるほど怒りを露あらわにする。

「当時、アメリカには千せん里り鏡きようしかなく、攻撃型の王器を欲しがっていた。だからハルゼーは生いく魂たまに目をつけたのだ」

　生魂は暴走するが、その代わり、一定以上の霊子量があれば誰だれでも動かすことができる。

「生魂を動かし、研究すればなぜ暴走するかの原因が解明できると踏んでいたのだろう。もしコントロールできるようになれば、霊子力は作り出し放題。また機械で霊子力を作り出すメカニズムを解明できれば天翼フエアリアの無人機開発の切っ掛けになるなど──これほどメリットがある王器はない。けど誰も、かならず暴走する王器になんて乗りたがらないし、国だって貴重な搭乗者を使い捨てにしたくない。だから、アイリスの姉が選ばれたのだ。王器使いの姉なら、もしかしたら暴走させず乗りこなせることができるかもしれない、という計算もあったのだろうな」

　結果、研究どころか暴走し野放しになってしまった。

「だから、アイリスはお姉ちゃんを騙だまし、利用した者共が許せなくて十じゆつ審しん法ほうを無視してでも千里鏡を叩きつぶしたのだ。少佐を殺しはしなかったが、二度と天翼フエアリアに乗れなくしてやった。アメリカも自国の王器使いを潰つぶされたが、事実を公表されるのを恐れて強くは出てこなかった」

「千里鏡事件の裏にそんな真相があったなんて……」

『千里鏡事件』──当時、王器使いである鬼灯ほおずきのアイリスが、十審法違反をしてアメリカ海軍所属の王器使いである千里鏡のハルゼーを襲った事件だ。

　当時千里鏡事件によって様々な影響を受けた千ち桜さが、事実を本人の口から聞かされて息を呑のむ。

「その後、すぐアイリスはお姉ちゃんを救出しようと生魂に単身で挑んだが、助け出すことができず失敗してしまった。鬼灯ほおずきの力ならば、ただ倒すだけならそう難しくないが、搭乗者を救出しようとなると途端に難易度が跳ね上がってしまう。二度目は資金を遣い民間軍事会社ＰＭＣの天翼フエアリアを雇ったが、足手まといになるだけでまったく役に立たず生いく魂たまを取り逃がしてしまった」

「たしかにあの生魂相手に一般的な天翼フエアリアじゃ厳しいな」

　暁あき人との感想に、隣に座る紅葉もみじが微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「一時、アイリスはお姉ちゃんを助けることだけに妄執して、『他ほかにも王おう器きを集めれば！』と暴走して当時一番露出が多かった死返まかるがえしに戦いを挑んだりした。手も足も出ず返り討ちに遭ってしまったがな。以来、各国に本格的に睨にらまれて、一人の例外を除いて他の王器使いと連絡すらできなくなってしまった。一年ぐらいはずっと、どうやってお姉ちゃんを救出すればいいか試行錯誤を繰り返したが……結局、助ける算段は見付けられなかった。さらに悪いことが起きた」

「悪いことって？」

「どういう方法かはわからないが、少佐はなぜか生魂をある程度コントロールできるようになっていたのだ。しかも以降、今日のような嫌がらせをしてくるようになった」

　アイリスの『嫌がらせ』という言葉に、爆弾を爆発させた記憶が呼び起こされる。

「嫌がらせ……？　まさかあの時携帯端末の画面に映っていた男が、元千せん里り鏡きようのライアン・Ｄ・ハルゼーなのか？」

「ああ。その少佐が、先日宣言してきたのだ。お姉ちゃんを……生魂を激戦区のオーストラリア・トムプライスにある黄よ泉み柱ばしらに突撃させる、と。いくら生魂が無限に霊れい子し力りよくを生み出し戦えると言っても、禍津鬼マガツキが大量に溢あふれ警戒している黄泉柱に単独で挑んだら負けは確実だ」

　負け、つまりアイリスにとってこの世にただ一人の肉親であり、大好きな姉、オルタシアの死がすぐそこまで迫っているということだ。

「そうなるまえにアイリスはどうにかして、お姉ちゃんを救い出したいんだ！　だから──王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威い！　アイリスにその力を貸してくれ！」

　アイリスは暁人に向き直り、頭を下げる。

「お姉ちゃんを助けるためには一人では不可能だということが既に立証されている。だが、普通の天翼フエアリアじゃ足手まといにしかならない。どうしてもあと一人協力してくれる王器使いが必要なんだ！　もし無事、お姉ちゃんを助け出せたらこの王器、鬼灯を神威に譲ろう」

「いやいや、王器を集めるのは十じゆつ審しん法ほう違反だから、譲られても困るって」

「済まぬ、そうだったな。では無事、助け出すことができたら神威にこの身を捧ささげよう。アメリカと国連に突き出して、懸賞金を受け取ってくれても恨まない。一生、神威の奴隷になったってかまわない……だから、どうか力を貸してくれ、頼む」

　アイリスは涙を浮かべ誠心誠意、懇願してくる。しかし暁あき人とはアイリスの発言にわたわたと動揺し、千ち桜さと紅葉もみじは目元を吊り上げ横目で睨にらみ付けてくる。

「ど、奴隷って何言い出すんだよ。だいたい現代日本の法律じゃ人身売買は重大な犯罪だぞ」

「では、恋人や婚約者、妾めかけでもいいから好きに扱ってくれ」

「オレは恋人や婚約者をこんな取引まがいで手に入れるつもりはないよ。それに今は世界の危機！　恋愛事にうつつを抜かしている暇なんてないだろ」

　暁人は生き真面目まじめな顔で拳こぶしを固く握り締める。

「そ、そんな！　暁人さん、少しぐらい恋愛に目を向けてもいいのではないでしょうか……」

「委員長の言うとおりよ。少しぐらい恋愛に目を向けても罰はあたらないと思うわよ」

「何言ってんだ二人とも。今この瞬間にも失われる命があるっていうのに。オレは禍津鬼マガツキを殲せん滅めつするために努力しないといけないんだ。それが王おう器き使いとしての使命じゃないか」

　暁人の熱意が篭こもった声音を聞かされるが、千桜と紅葉は食い下がる。

「王器使いとしての責任感はわかるけど、高校時代は二度と戻ってこないんだよ？　わたしは暁人が青春時代をそこまで犠牲にしなくてもいいと思うな」

「千桜さんの言うとおりです！　たしかに今この瞬間にも失われる命があるでしょうが、だからといって暁人さんが一人我慢して人生をフイにしていいわけがありません。息抜きのためのデートや甘酸っぱい恋……それぐらいは許されるはずです。青春は二度と戻ってはこないんですよ！」

「ありがとう千桜、紅葉。二人のその優しい気持ちだけで十分幸せだよ。オレはなんて良い友達を持ったんだろう」

　千桜、紅葉は微妙な表情を作る。彼女たちの心情にまったく気付いていない暁人は、真しん摯しな瞳ひとみで、アイリスに向き直った。

「とにかく一人の王器使いとして、将来黄よ泉み柱ばしらを壊す手伝いをしてくれれば、それで喜んで協力するよ」

「ほ、本当か!?」

　アイリスは暁人の返答に歓喜の表情を浮かべる。

「暁人だけじゃないわ、わたしも協力してあげる」

「いいのか、天てん輪りん!?」

「なに、嫌なの。それとも壊れている王器使いじゃ足手まといになるかしら？」

「違う！　気を悪くしたのなら許してくれ。王器が壊れているのに、こんな危険なことに付き合ってくれるとは思わなくて」

「冗談よ、冗談。そんなに慌てなくても」

　千ち桜さはアイリスの反応が可お笑かしくて、思わず微笑ほほえんでしまう。

「私もご協力します」

　千桜に続いて、紅葉もみじも名乗り出る。しかし今までとは打って変わってアイリスは渋い顔を作った。

「お姉ちゃんのために手をあげてくれてありがとう。しかし、紅葉を連れて行くことはできない」

「……私が王おう器き使いでないからですか」

「そうだ。相手はあの暴走王器、生いく魂たま。下手をしたら黄よ泉み柱ばしら近辺まで近づく可能性もある。王器使いなら少しぐらい近づいても命を落とす危険は低いが……一般の天翼フエアリアでは危険過ぎる」

「くッ……！」

　紅葉は今度こそ隠そうともせず、屈辱の歯は噛がみを表に出す。そんな紅葉に、アイリスは丁寧に頭をさげた。

「その気持ちだけでありがたい。出で逢あって一日も経たってないアイリスのために、命を懸ける覚悟をしてくれて」

　アイリスは改めて暁あき人と、千桜に向き直り話を進める。

「頼みのついでで申し訳ないのだが、訓練ができる場所を神かむ威いたちの力で豊とよ葦あし原はらに確保することはできないか？」

「訓練って、生魂との戦いの前に特訓でもするのか？」

　暁人の質問にアイリスが頷うなずく。

「二人とも戦ってみてわかっただろうが、生魂を取り押さえるのは至難だ。まずは音速飛行に慣れてから、アイリスと神威によるロッテであの強固な霊れい子し陣シエルを突破する訓練をおこなうつもりだ。期間は約一週間。詳しい内容は訓練のときに話すぞ」

　アイリスの説明に千桜が腕を組んで考え込む。

「そうなるとかなり広い場所が必要よね。後、寝泊まりする施設も……だとしたら実験区ぐらいしか場所はないでしょうね」

　第五区・実験区は、豊葦原で開発された天翼フエアリア・兵器について動作テストをおこなう区だ。何週間も寝泊まりして実験をおこなう場合もあるため、宿泊施設も充実している。

「なら、その区の訓練所を借りることはできないだろうか？」

「う～ん、厳しいと思うぞ」

　アイリスの問いに暁人が難しい顔をする。

　豊葦原は島だけに場所が限定されているため、使用許可を求める企業・研究所などは後を絶たず予約は一年先まで埋まっているのが常だ。

　考え込んでいた千桜が、溜ため息いきをつく。

「訓練所の件に関してはわたしがなんとかするわ。アイリスのお姉さんの命がかかっているんだから、多少強引な方法を使っても許されるでしょう。特訓に行くのはわたしと暁あき人と、それにアイリスの三人でいいのよね？」

「私も連れて行ってください！」

　アイリスに『力不足』と指摘され、今まで黙っていた紅葉もみじが声をあげる。アイリスは再び申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「紅葉……さきほども言ったが」

「特訓に参加させて欲しいと言っているわけではありません。皆さんが特訓に集中できるように、雑務や食事を作るサポート役として連れて行って欲しいのです」

「たしかに訓練に集中するためには、そういう人材も必要だよな」

　暁人の援護射撃に紅葉は頬ほおをほころばせる。

「うむぅ……わかった。紅葉、どうかアイリスに力を貸してくれ」

「はい！」

　暁人の手助けもあり、紅葉の参加を渋っていたアイリスも納得する。

　こうして約一週間の特訓が決まった。





　▽△






　アイリスも交え朝食を済ませると、自宅マンションを出る。

　平日の火曜日にもかかわらずモノレールに揺られ、向かった先は晴せい海かい学がく園えんではなく……豊とよ葦あし原はらの第五区・実験区だ。

　約一週間分の宿泊荷物を抱えながら、暁人が話を振る。

「しかし、よく実験場を借りられたな。一年先まで予約で埋まってるって聞いたけど」

「昔のコネを使って無理を聞いてもらったのよ。正直あまり借りを作りたくない人だけど、そうも言ってられる状況じゃないしね」

「天てん輪りんが恐れるほどの相手か、少々興味が湧わくな」

　暁人たちを味方に付けることができたアイリスは、その喜びから年相応に浮き足だっていた。

　千ち桜さが恐れる人物に思いを馳はせ、アイリスは不敵な笑みを浮かべる。

　どこぞの少年マンガの主人公みたいに力試しのため戦いを挑むつもりのようだ。

　千桜は察してすぐに釘くぎを刺す。

「アイリス、これからその人に会うんだから、くれぐれも失礼なことしないでよね。それにこれは善意の忠告だけど、間違っても喧けん嘩かを売ったりしちゃダメよ。自分の身が可愛かわいかったらね。それに相手は天翼フエアリア使いじゃなくて一般人よ」

「ノン、アイリスはそんな礼儀知らずではないぞ」

　アイリスは千ち桜さに釘くぎを刺され、不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。

「でも王おう器き使いである篠しの原はらさんがそこまで警戒する相手なんて……いったいどんな人なんですか？」

　そんな紅葉もみじの疑問に、千桜は顔色を悪くしながら相手を言い表す。

「………………怖い人よ。とっても怖い人」

　その声音には心からの実感が込められていた。




　モノレールは第五区・実験区へと滑り込む。降りた乗客は暁あき人とたちの他ほかに年上の男性が多かった。

　改札を抜けると、軍服の上から白衣に袖そでを通している女性が待ち構えていた。彼女こそ、千桜の無理を聞いて今回実験場を確保してくれた竹たけ取とりつばめだ。

「つばめさん、わざわざ出迎えてくださってありがとうございます」

「気にするな。千桜の頼みならこれぐらいたいしたことないよ。すずめも来たがってたが、平日だからね」

　つばめの実妹である竹取すずめは、千桜の中学時代の親友、仲間内の一人だ。その関係で千桜はつばめと知り合い仲良くなった。

　つばめの視線が自然と、千桜の後ろに向けられる。

「それで彼らが王器の」

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう壱いち、神かむ威いの神じん代だい暁人です」

「王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう肆よん、鬼灯ほおずきのアイリス・アクアリスだ！」

「王器使いではありませんが、篠しの原はらさんと同じクラスメイトの五いつつ橋ばし紅葉です」

「私は豊とよ葦あし原はら管理部局長を務める竹取つばめだ。千桜とは妹のすずめが友人で、その縁で知り合った。名字だと妹と被かぶるから、遠慮なく名前で呼んでくれ」

　つばめは美人過ぎて、初対面だとやや怖い印象を受けるが、話をすると気さくで、物腰はとても柔らかだった。千桜の事前評価とはまったく違い、暁人たちはやや拍子抜けする。

（なんか聞いた話と全然イメージが違うな）

（ですね。私はもっと怖い方を想像していたのですが）

「？　何か問題でもあったか」

　暁人と紅葉の内緒話に気が付き、心配そうに声をかけてくる。

「いえ、たいしたことではありません」

「おそらく二人は、天てん輪りんから聞かされたイメージと違ってて驚いてるのだろう。アイリスも『怖い人』と聞かされてたから、拍子抜けしたぞ」

「あ、アイリス！」

「ほぉ……ちーさー」

　つばめが据わった目で、千ち桜さの頭を片手で掴つかみ顔を寄せる。千桜は蛇に睨にらまれたカエルのように脂汗を流す。

「突然電話してきて昨日、今日で実験場に割り込めるよう各方面に頭を下げ、合宿中に変な横やりが入らないよう兵ひよう武ぶ署しよなどにも話をつけてきたこの私を、千桜はそんな風に紹介したわけか。昔なじみの頼みということで頑張ったのに」

「い、いえ、そのご迷惑をおかけしてすみません。で、でも決して悪い意味で『怖い人』と言ったわけじゃなくて。普段はいい人なんですけど……」

「……たしかに千桜が怖がるのもわかる。私もやりすぎたとは思うが、自分ではどうもコントロールできなくてな」

　つばめは暁あき人とたちに自身の悪癖を説明する。

「私はこう見えて『可愛かわいいもの』が好きなんだ。人でも、物でも、動物でも……私基準の可愛いものならなんでも。だが加減がわからなくて人ならトラウマを与えて、動物からは怯おびえ拒絶されてしまうんだ。昔、飼ってた猫を可愛がりすぎて全身の毛が抜けたときはさすがに反省したよ。妹にもひどく怒られた」

　つばめは昔を懐かしむように目を細める。

「もしかして千桜も昔、つばめさんに可愛がられたのか？」













「止やめて、暁あき人と、思い出させないで……ッ」

　千ち桜さは震え、頭を抱えてしゃがみ込む。どうやら予想が当たったらしい。

　だから、竹たけ取とりつばめを『怖い人』と表したのか。

「ちなみに君たち三人とも実に私の好みだ。できれば今すぐ家うちに持って帰って『可愛かわいがりたい』」

　つばめは三人に詰め寄る。紅葉もみじ、アイリスは小さな悲鳴を上げ暁人を楯たてに隠れた。

「可愛がっていいか？」

「こ、これから大切な用があるのでちょっと。だいたいオレは男ですよ。可愛いわけないじゃないですか」

「そんなことない。可愛い。凄すごく可愛い。実に私の好みだ。叶かなうなら今すぐ家うちへ連れて帰って『可愛がりたい』。なぁ少しだけ、少しだけだから可愛がらせてくれないか？」

「か、勘弁してくださいっ」

　瞳ひとみを情欲に近い色でうっとりと染め、息荒く迫ってくる。

　小動物が絶対的な捕食者に舌で嘗なめられ、味見されているような恐怖が這はい上がってくる。

　背後で紅葉とアイリスが本気で怯おびえていた。

「……そうか。悪い。変に迫ったりして。やはりどうも可愛らしいモノを前にすると、感情のコントロールがきかなくなるな」

　つばめは独言しながら、自戒する。路肩に停とめてあるワゴンの扉を開けながらうながす。

「車に乗ってくれ、宿まで案内するから」

　どうやら予約した宿までつばめが運転手を買って出てくれたらしい。悪癖さえなければとてもいい人なのかもしれない。




　つばめは暁人たちを宿に降ろすと、そのまま帰ってしまった。去り際に千桜へ伝言を残す。

「今日は来られないが、近いうちにすずめが顔を出すから会ってやってくれ」

「……わかりました。わたしもすずめと会えるのは嬉うれしいですから」

　つばめは収まりの悪い微苦笑を浮かべ、千桜の頭を撫なでる。

「千桜を私は実妹のように可愛いと思っている。だからもし少しでも会うのが辛つらいなら、無理する必要はないんだぞ」

「つばめさん、心配し過ぎです。本当にすずめと会うのは楽しみですから」

　千桜の微笑ほほえみにそれ以上何も言えず黙り込む。

　二人の様子をどこか羨うらやましそうにアイリスが眺めていた。

　つばめは仕事がまだ残っているからと、再び車に乗り込み走り去った。

　暁あき人とたちは宿に荷物を置くと歩いて数分ほどにある実験場へと移動する。

　実験場は目の前に広がる海だ。ここは音速飛行や遠距離射撃などに使われる実験場で、漁船などが入ってくる心配もなく目一杯実験がおこなわれる。

　アイリスは腰に手を当て、陣頭指揮を執る。

「それでは早速、特訓を開始する。まず初めに今回の作戦の詳細を説明するぞ」

　皆、手にした情報端末に視線を落とす。画面では記号化された生いく魂たまを神かむ威いと鬼灯ほおずきが追い、二人から少し離れた地点に天てん輪りんが陣取っていた。

「作戦はシンプルだ。アイリスと神威がロッテで生魂を追う。天輪がそのサポートだ」

「本当にシンプルな作戦ね」

「相手が相手だ。下手な小細工は無駄な上、罠わなを張る場所も時もない」

　危機回避能力に長たけ、霊れい子し力りよくは無限、そのため音速飛行を常用。たしかに小細工が効く相手ではない。

「だが弱点はある。ひとつは相手が単機であることだ。ふたつ目は飛び道具がないことだ」

　アイリスは順番に指を折る。

「だから作戦のキモはアイリスと神威のロッテで近接による波状攻撃。敵が反撃、逃走するまえに二人で、交互に攻撃を加えてあの堅い霊れい子し陣シエルを突破し本体を行動不能に追い込む。そのためにもアイリスたちのコンビプレイが重要となってくる。だから、これから約一週間、神威はアイリスとのコンビプレイを練習してもらうぞ」

「天輪はアイリスたちのフォローを頼むぞ」とアイリスが付け足す。

「昨日の授業のようにコンタクトディスプレイに生魂の画像を映して追う練習をする。データは天翼フエアリアになってから渡そう」

　紅葉もみじは部活のマネージャーみたいに、三人から情報端末を受け取り預かる。

　暁人と千ち桜さは天翼フエアリアになるため『ひふみ神う歌た』を叫ぶ。




「「──一二三ヒフミ・四ヨ五イ六七八ムナヤ・九十百千コトモチロラネ！」」




　アイリスも続き、天翼フエアリア姿になると二人にデータを渡した。

　データを起動すると、三人のコンタクトディスプレイに、生魂そっくりの機体が表示される。このデジタルデータで訓練をおこなう。

　このデジタル画像で訓練をおこなう。

「それでは神威、早速一度やってみるか。邪魔な船や軍艦が来ない海域だから思いっきりやれるぞ」

「了解。千桜もサポート頼む」

「うん、任せて！」

「紅葉もみじはスタートの合図を頼む」

「わかりました」

　アイリスに頼まれ、紅葉は返事をして腕を上げる。

「皆さん、準備はいいですね？　では位置について、よーい……スタート！」

　紅葉の合図と共に暁あき人と、アイリスは地を蹴けり仮想の生いく魂たまめがけ突撃する。千ち桜さは二人の後に距離を置いて続いた。

　暁人、アイリスはすぐさま音速飛行に突入し生魂を追いかける。

　暁人はその速さに舌打ちした。

「設定ミスとかじゃないのか、速すぎるだろ！」

「口を開く前に手を動かせ、神かむ威い！」

　アイリスが画面上の生魂めがけて鬼灯ほおずきを振るうが、相手が速すぎて空振る。

　本来、敵が回避したタイミングで、暁人が相手の逃げ道を予想し動きを止めてからアイリスが再度切り込むべきだったが、初回だけあり二人の息はまったく合っていない。

「ガンマナイフ！」

　千桜は援護射撃をおこなうが、音速飛行をしている生魂はすでにその場におらずむしろその爆発に暁人たちが突っ込む形になる。

　二人は突然の爆発に驚き互いに同じ方向へ回避。空中で衝突して海面へと落下、高い水柱をあげた。

　練習開始から一分も経たたず失敗する。

「なんのつもりだ天てん輪りん！　相手はアイリスたちではなく、生魂だぞ!?」

「げほ、ごほ！　海水が鼻に……ッ」

「ごごめんなさい！　わざとじゃないの！」

　暁本人人とアイリスは頭から爪つま先さきまで濡ぬれ鼠ねずみになりながらも、再び王おう器きを構える。

「もう一度だ。天輪は生魂の動きを阻害、妨害を頼む。間違ってもさっきみたいにアイリスたちを爆発に巻き込んでくれるなよ？」

「わかってるわよ。そう苛いじめないで。次は任せて」

「それじゃ行くぞ！」

　暁人の掛け声で、再び二人は生魂目指し音速飛行する。

「ガンマナイフ！」

　千桜は生魂を上空へ飛ばさないよう頭を押さえるように爆発を起こす。これで生魂は上空へ逃れることができず選択肢が狭まる。

　暁人たちにとっては有利な状況だ。

「やればできるではないか、天輪！」

　鬼灯の一撃が初めて生魂に当たる。仮想の生魂には当たり判定が設定されており、たしかな手て応ごたえと敵機体が吹き飛ぶ挙動が画面に映る。

　暁あき人とも追撃をかけた。

「おおぉおぉ！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　音速飛行での一撃にさすがの生いく魂たまも堪たまらず絶叫をあげる。アイリスが止とどめとばかりに鬼灯ほおずきを振り上げた。

「でやぁぁぁあぁあぁッ！」

「……え？」

　しかし生魂にあっさりと回避され、空振った鬼灯が並行飛行していた暁人にぶち当たる。

　暁人は海面を一度バウンドし、海中に沈んだ。

「あわわわわ！　す、済まぬ神かむ威い！　決してわざとではないぞ！」

「当たり前だ！」

　海面から顔を出し、暁人は抗議の声をあげる。失敗仲間の千ち桜さが同族意識からかフォローを入れた。

「まぁまぁ暁人もそう怒らない、怒らない。ほら、もう一回頑張りましょう」

「別に怒ってなんかいないよ。慣れてなかったんだし、こんなことぐらいあるって」

「本当に済まぬ……では、改めて一から始めるぞ！」

　アイリスの声に再び、暁人は空を翔かける。

　空気の壁を突き破り、音を後方へと遠ざける。生魂はいくつかのフェイントをかけるが、騙だまされず暁人は相手の移動予想地に切り込む！

「「!?」」

　だが、アイリスも同じく予想していたらしく、二人同時に切り込んでしまう。もちろん空中で衝突。再び二人は天にも届きそうな水柱を作りだした。





　▽△






「特別特訓をするぞ！」

　練習開始一日目は、失敗で終わった。

　あの後、霊れい子し力りよくの残りを考え、音速ではなく巡航速度で試したが、暁人とアイリスの息はまったくと言っていいほど合わなかった。

　荷物を置いた宿に戻ると、シャワーを浴び浴衣ゆかたに着替える。皆、暁人が寝泊まりする部屋に集まり、そこでアイリスが先程の台詞せりふを宣言した。

「特訓ならもうやってるじゃないか。一日目は散々だったけど」

「ノン！　ノンノン！　だから特別特訓だと言ってるではないか。音速訓練の他ほかにアイリスと神かむ威いでのコンビ練習をするのだ」

「コンビ練習ですか……たしかにそれぐらいしないと後一年ぐらいはかかりそうですね」

　今日の練習風景を思い出し、紅葉もみじがアイリスの提案に納得する。

　さらに千ち桜さが追撃した。

「昨日の授業でも思ったけど、暁あき人とってロッテ苦手だよね？」

「……中学じゃずっとバーチャルでの訓練だったから、ロッテの授業時間が少なかったし、リアルだと感覚が狂っちゃって」

　霊れい子し力りよくに目覚めていない中学生以上の学生は、天翼フエアリアの練習をバーチャルでおこなう。

　限られた機材を使って全校生徒がおこなうため一人頭の練習量が必然的に少なくなり、どうしてもロッテは流す程度で卒業してしまう。

「協力してもらっている手前、強く言える立場ではないが状況は切迫しておる。神威には悪いが、多少苦労してでもロッテの苦手意識を克服してもらうぞ」

　約一週間後、生いく魂たまはオーストラリアの黄よ泉み柱ばしらに突入する。チャンスはそのときの一回のみ。それを逃せばアイリスの姉、オルタシアは禍津鬼マガツキに殺されてしまう。

　人の命がかかっているため、多少の労を嫌がるわけにはいかない。暁人は覚悟を決めてアイリスに向き直る。

「もちろん、アイリスのお姉さんを助けるためなら、どんな試練だって乗り越えてみせるよ」

「すまない、神威。そしてありがとう。では、左腕を出すがいい」

「？　これでいいか」

　暁人はアイリスに言われるまま左腕を突き出す。アイリスは暁人の左手に銀色に光る手錠を嵌はめた。残った片方の輪は自身の右腕に嵌める。

「な、何してるのよアイリス！」

「そうです！　どういうつもりですか！」

　千桜と紅葉の抗議にアイリスは涼しげに答える。

「慌てるな二人とも。これが特別特訓の練習メニューだ！」

「これがか？」

　暁人は自身の左手に繋つながれた手錠を鳴らす。一メートルほどの銀鎖の先にあるもう片方の輪はアイリスの右腕に繋がっている。

「神威がロッテに苦手意識を抱いておるのは練習不足もあるが、互いの呼吸をまったく知らないのが原因。故に約一週間手錠で繋がれば嫌でも互いの行動のタイミング……呼吸、間合いや距離感を覚えるだろう」

「たしかにそうだけど……食事はいいとして、寝るときやトイレ、お風ふ呂ろのときはもちろん外すんだよな？」

「それでは意味がないだろ。もちろん天翼フエアリアに乗るとき以外はずっとつけっぱなしだぞ」

「「却下（です）！」」

　暁あき人とより早く千ち桜さと紅葉もみじが否定する。

「そんな破廉恥なことをクラス委員長として認められません！」

「そうよ、不純よ！」

「年とし頃ごろの若い男女が鎖で繋つながるのは、褒められたことではない。だがもし今回の作戦が失敗したらオルタシアお姉ちゃんは……」

　アイリスは三人にあらためて額が畳につきそうなほど頭を下げる。

「どうかお姉ちゃんを助けるため協力して欲しい」

「……わ、わかったよ。わかったから顔をあげて。これじゃまるでわたしたちが意地悪してるみたいじゃない」

「ですね。それに一週間だけですし、私たちが目を光らせていれば暁人さんも変なことはしないでしょうし」

「ありがとう、二人とも」

　アイリスは二人の言葉に感謝しているが、暁人は微妙そうな顔を作る。

（……二人はオレのこと、飢えた野獣だと勘違いしていないか）

　しかし三人の少女が感動的にわかり合っている空気を壊すほど野暮ではない。

「では、そろそろ夕飯にしましょうか」

「悪いな紅葉。本当に雑用全部を押し付けちゃって」

「そのために私は来たんですからお気になさらないでください。皆さん、お食事を運ぶので大広間に移動してください」

「それじゃ行くか──っと」

「こら、神かむ威い。手錠で繋がってることを忘れるな。痛いではないか」

「ごめん、まだちょっと間合いとかがわからなくて」

　暁人はいつもの調子で立ち上がり歩き出してしまい、アイリスの片腕を無理矢理引っ張ってしまう。注意を受けた暁人は、今度はアイリスの歩幅や速度を気遣いながら隣を歩く。

　食事を摂とる大広間は、豊とよ葦あし原はら温おん泉せんランドの大広間ほどの広さで、漆塗りのテーブルがひとつ置かれていた。

　廊下まで紅葉はワゴンで食事をまとめて運び、そこからテーブルまでひとつずつ運ぶ。

　今日の夕飯はアジ、エビ、ホタテなどの揚げ物にマグロ、サーモン、イカなどの刺身。豪快なアラ汁に、金きん目め鯛だいの煮物など──海が近いせいか魚づくしだ。

「せっかくアイリスさんがいらっしゃるので、日本食らしいメニューにしてみました」

「すごいな、どれも美お味いしそうだ」

「これぐらい、わたしだって作れるし」

　なぜか正面に座る千ち桜さが負け惜しみじみた台詞せりふを呟つぶやく。紅葉もみじが微苦笑し、母親のようにあやす。

「わかってますから、冷めないうちに食べましょ」

　皆、手を合わせ箸はしを伸ばす。

「うん、さすが紅葉、美お味いしいよ」

「ありがとうございます。頑張って作ったかいがありました。アイリスさんはお箸が大変ならフォークなどお持ちしましょうか？」

「気遣い無用。今時、箸はアジア人の専売特許ではないからな。アイリスたちだってラーメンを食べるときによく使っているぞ」

「フランスにラーメンってあるの？」

「あるぞ。豚骨ラーメンのハリガネなど美味だったぞ」

「そういえばオレ、ラーメン屋でラーメン食べたことないな」

『えっ!?』

　女性陣三人が驚きよう愕がくの表情を作る。

「どんな人生送ってきたらラーメン屋でラーメンを食べない人生を送れるのよ」

「私だって中学生時代、友人と食べたことありますよ」

「なぁ神かむ威い、オマエ友達いなかったのか？」

「友達ぐらいいるよ！　なんでラーメン屋でラーメン食べなかったぐらいで友達いない認定されないといけないんだよ！」

　千桜、紅葉、アイリスの言葉に暁あき人とはたまらず反論する。アイリスは暁人の勢いに引っ張られ体勢を崩す。

「って、いきなり引っ張るな。危なく味み噌そ汁しるをこぼすところだったではないか！」

「ご、ごめん。でも、手錠で繋つながってるだけでここまで食べにくいとは思わなかったな」

　利き腕である右手は自由に使えるが、左手は制限を加えられているためお椀わんなどを持ち食べることができない。

　右手で飲めばいいが、ご飯はそうはいかない。しかたなく行儀は悪いが、茶ちや碗わんを置いたまま箸でご飯を口元まで運ぶ。

　この苦労にアイリスも同意する。

「たしかに訓練のためとはいえここまで食べづらいとは思わなかったぞ……」

「どうする。やっぱりご飯を食べるときぐらい手錠外すか？　行儀悪いし」

「いや、常に繋がっていなければ意味はない。そうだ！　こうすれば食べやすくなるぞ！」

「お、おいアイリス！」

　アイリスは断りもなく暁人の膝ひざの上に座る。実年齢に見合わない小さなお尻しりが、すっぽりと収まった。しかも互いに浴衣ゆかたのせいで薄い生地越しにアイリスの体温と体の柔らかさを感じることができる。

「うむ、我ながら名案だな。これなら食べやすいぞ」

「たしかにこれなら食べやすいけど、一人しか食べられないじゃないか……」

　暁あき人とはアイリスのつむじを眺めながらぼやく。

「神かむ威いがアイリスに食べさせた後、自分のを食べればいいのだ。ロッテの訓練にもなるし、まさに一石二鳥だな！」

　暁人の気まずそうな問いに、アイリスはまったく意に介さず答えた。

「いくらなんでもやりすぎじゃない？」

「そうです。だいたい食べさせるのが、どうしてロッテの訓練になるんですか」

　さすがに千ち桜さと紅葉もみじの二人が反論する。

「日本には二人一組でご飯を食べさせる伝統芸能があったはずだが？　なら、これも立派なロッテの訓練になるのではないか」

「もしかして二に人にん羽ば織おりのことか？　アイリスは変な日本文化を知ってるな」

　二人羽織とは、袖そでに手を通さずに羽織を着た人の後ろから、もう一人が羽織の中に入って袖に手を通し、前の人に物を食べさせたりする芸だ。

　よく宴会などでおこなわれる。

　アイリスはひな鳥のように、可愛かわいらしく口を開ける。

「それよりお腹なかが減ったから、早く食べさせてくれ。せっかく紅葉が作ってくれた料理が冷めてしまうからな」

「はぁ、わかったよ。何が食べたい」

「エビフライが食べたい！　あの白いねばねばしたのタップリ載せてくれ」

「タルタルソースだろ。……頼むから、変な言い方しないでくれ」

　注文通り暁人はエビフライにタルタルを多めに載せ、アイリスの口元へ運ぶ。

「はい、あーん」

「あーん、んんぅ、エビが新鮮だからぷりぷりで美お味いしい！」

　アイリスは心の底から美味しいと表現するように満面の笑みを浮かべた。

「ほら、口元にタルタルがついてるぞ」

「ふぇ、どこ？」

「口元、ほら動くなって」

　暁人は自然な動作で口元に付いたタルタルを指で拭ぬぐい舐なめる。

「はい、綺き麗れいになったよ」

「むぅー、なんだか子供扱いされてる気がするぞ」

　アイリスはハムスターのように頬ほおを膨らませる。

「気のせいだって。それより次は何が食べたい？」

「お刺身！　サーモンが食べたい。でも、ワサビは使ってはダメだぞ」

「了解。はい、あーん」

「あーん♪」

　暁あき人とに言われるがまま、幸せそうに口を開け白い歯を覗のぞかせる。

　この一連のやりとりにさすがの千ち桜さ、紅葉もみじも不満を爆発させる。

「やっぱり訓練なんて反対よ！」

「せめて私にもあーんしてください。もしくはさせてください！」

「落ち着いてくれ二人とも！」

「食事ぐらい静かに食べさせて欲しいものだ」

　アイリスの文句に千桜と紅葉がさらに興奮の度合いを上げた。

「誰だれのせいだと思ってるのよ！」

「そうです。アイリスさんばっかりずるいです！」

　こうして騒がしく食事の時間が過ぎていった。





　▽△






　食事を摂とり、片付けも終わらせるとお風ふ呂ろに入るのにちょうどいい時間となる。













　この施設の売りのひとつが露ろ天てん風ぶ呂ろだ。海岸に近いこともあり、朝昼晩といつ入浴しても絶景を眺めることができる。

　海水を流すためシャワーを浴びたが、昼間の疲れを癒いやすため暁あき人とたちは露天風呂に入るつもりだった。しかし、ひとつだけ問題が発生する。

　暁人はその問題に全力で抗あらがっていた。

「絶対にお断りだ！　いくら特訓だからって男女一緒に入るなんて！」

「しかたないではないか、手錠をしているのだから」

「だったら手錠を外せばいいだろ。お風呂に入るときぐらい」

「それでは特訓の意味がないではないか」

　先程から暁人とアイリスが問答を続けている。アイリスは女性としての恥じらいより、姉を助けるための訓練を優先する。だが、暁人は羞しゆう恥ち心が先立ち否定の声を荒らげてしまっていた。

　頑かたくななアイリスに、暁人は他ほかの二人に助けを求める。

「千ち桜さと紅葉もみじからもなんとか言ってくれ。さすがにお風呂まで一緒なんてやり過ぎだって！」

「……わたしは良いと思うよ」

「ですね。時間もないですし、訓練ならしかたないですよね」

「ええぇぇッ！」

　暁人は予想外の反応に驚きの声をあげる。二人なら絶対に反対してくれると踏んでいたが予想は物の見事に外れてしまう。

「うむ、三対一だな。多数決によりお風呂でも訓練を続行するぞ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　もっと話し合いの時間を──ッ！」

「安心しろ神かむ威い。アイリスが体を洗うときは神威が目を閉じ、神威が体を洗うときはアイリスが目を閉じれば済む話だ。なんの問題もない」

「ありまくりだ！」

「安心して暁人。わたしたちも一緒に入って変なことが起きないよう監視の目を光らせるから」

「ふ、二人も一緒に入るつもりか!?」

　千桜と紅葉も当たり前だと言いたげな態度を取る。

「当然です。若い男女が裸で二人っきり。何か間違いが起きてからでは遅いですから」

「なんだよ間違いって、そんなの起きるわけないだろ！」

「とにかく、私たちも一緒に入りますから」

　本来反対する立場の女子三人に押し切られ、暁人は渋々露天風呂へと一緒に入ることになった。




「これがあの有名な露ろ天てん風ぶ呂ろか！　本当に屋外にあるとは、ジャポンは凄すごいこと考えるな！」

　アイリスは感動の声をあげ、目を輝かせる。

　左右は生け垣で区切り、ツルツルとした岩に囲まれた湯船に溢あふれるほどの湯が流れ込んでいた。

　正面には月光を反射させる海面が水平線まで続いている。邪魔する障害物はひとつとしてなく、全身で潮風を浴びた。

「いくら五月も終わりだからって、早く入らないと風邪引いちゃうわよ」

「天てん輪りんはジャポンだから見慣れているかもしれないが、少しはこの奇跡に感動するがいい。お風呂が野外にあるとは。しかもこの絶景……いや、絶景は野外だけではないな。天輪たちは凄いなー」

　アイリスは頭から爪つま先さきまで、タオル一枚の千ち桜さと紅葉もみじの裸体を眺める。

　千桜は背丈に似合わずグラビアアイドルも裸足はだしで逃げ出すほど胸が大きい。そのせいで白いタオルで前を隠しても、胸が邪魔で体とタオルとの間に大きな隙すき間まが空く。その姿は同性でも目を引くほど色気があった。

　紅葉もタオルで体を隠すが、その上からでもスタイルの良さが窺うかがえる。胸は千桜ほど大きくないが、腰のくびれ、背丈、足の長さなど全すべてが女性の理想のように整っているのだ。

「ど、どこ見てるのよ！」

「そうですよ。だいたい胸の大きさなら篠しの原はらさんに勝てるわけありませんから」

「それって嫌味？　委員長の方が背丈あるからスタイルいいじゃない」

「ノン、どちらもアイリスからしたら、羨うらやましい限りだ。アイリスがこの中で一番お姉さんなのに……」

　アイリスは改めて自身の胸を撫なでる。肌は二人に負けないほど白いが、スタイル──とくに胸では圧倒的に敗北していた。

「やっぱりジャポンは美う味まい物を毎日食べるから成長するのか？　神かむ威いはどう思う？」

「そんなことオレに訊きかないでくれ。頼むから」

　暁あき人とは裸に腰をタオルで巻いて隠し、左手を手錠に繋つながれたまま目隠ししていた。視界を奪われているため、アイリスと手を繋ぎここまで移動してきたのだ。

「それより早く入ろうぜ。このままじゃ本当に風邪引いちゃうよ」

「うむ。では天輪、後は頼むぞ」

「はぁ、どうしてわたしはあそこでパーを出しちゃったんだろう」

　千桜と紅葉は手錠で繋がっている暁人とアイリス、どちらの頭を洗うかジャンケンで決めた。一回目で勝敗は決し、紅葉が見せ付けるように勝利のチョキを掲げる。

「それじゃ洗うわね。まずはお湯を頭にかけるわよ」

　千ち桜さの言葉にアイリスはギュッと痛いほど目をつぶる。

「暁あき人とさんもお湯をかけますね」

「ごめんな紅葉もみじ、面倒をかけて」

「いえいえ、むしろ役得ですから」

「役得？」

「なんでもありませんよ。では目隠し用のタオル取りますけど、目を開けちゃダメですよ」

「わかってるって」

　紅葉は声をかけてから目隠しを取り、頭からお湯をかけた。備え付けのシャンプーを手に取り頭で泡立てる。千桜も同じようにアイリスの頭を洗う。

「ほら動かないの。洗いにくいでしょ。これが終わったら次はコンディショナーだから、ジッとしてないといつまで経たっても終わらないわよ」

「コンディショナー？　シャンプーだけで十分だぞ」

「何言ってんの。髪質いいんだからちゃんと手入れしないと。どう、痒かゆい所はない？」

「ないぞ。むしろ、気持ちいいぐらいだ」

　聞こえてくる会話はまるで姉妹みたいなテンポのいい、親しげなものだった。隣で話を聞いているだけで暁人の胸がじんわりと温かくなる。

　決して温泉の側そばに居るからではない。

　アイリスは頭を洗ってもらうと、体は自分で流した。

　暁人も腰に巻いたタオルを取らず簡単に体を洗う。千桜、紅葉が頭と体を洗っている間に、二人は先に露ろ天てん風ぶ呂ろへと体を沈める。

「はふぅ～。ジャポンの温泉は気持ちいいな。骨までトロトロになりそうだぞ」

「気に入ってもらえたみたいでよかったよ。欲を言えば目隠しを取って海を眺めながら入れたらもっとよかったんだけどな」

　現在、暁人は再度タオルで目を隠し直している。

　アイリスは挑発的な笑みを浮かべ、

「ロッテが上う手まくおこなえるようになれば、戒めからも解放されるだろう。その後、好きなだけこの風景を眺めればいい」

「了解。アイリスのお眼鏡に適かなうよう頑張るよ」

　暁人は微苦笑しながら、肩までお湯に浸つかる。

「あ～でもアイリスの言うとおり、骨まで溶けそうなほど気持ちいいな」

「たしか温泉には色々な効験があるのだろう。この湯にはどんなモノがあるのだ？」

「効験？　ああ、効能のことか、アイリスは本当に難しい言葉を知ってるな。教えたいのはやまやまなんだけど、今目隠しをしてるからな……その辺に看板とか置かれてない？」

　アイリスは言葉に従い露ろ天てん風ぶ呂ろをぐるりと見回す。露天風呂の屋根を支える柱の一本にそれらしい看板が設置されていた。

「おお、あったぞ神かむ威い。あれだな！」

「ち、ちょっとアイリス！　急に引っ張ったら──がぼ、ごぼぉ！」

　アイリスは手錠に繋つながれていることを忘れて、温泉の中を進み出す。

　突然、腕を引っ張られる形になった暁あき人とは、目隠しをされていたせいもありバランスを崩しお湯へと頭の先まで沈めてしまう。

　口内に流れ込んでくるお湯。左腕は手錠で繋がれているため不自由で、床が滑って上う手まく立ち上がれない。

　両りよう膝ひざ、右腕を支えになんとか湯船から顔をあげ、荒い呼吸を繰り返す。

「だ、大丈夫、暁人！」

「お怪け我がはありませんか、暁人さん？」

「すまぬ、神威。手錠で繋がれていたことを失念してしまっていた」

　体を洗っていた千ち桜さ、紅葉もみじが騒ぎに気付き、湯船の側そばまで駆け寄って来てくれる。しかしその親切心が不幸を呼ぶ。

　暁人は溺おぼれたせいで、目隠しのタオルがとれてしまったのだ。

　必然、湯船から顔をあげれば駆け寄った千桜、紅葉、申し訳なさそうな表情のアイリスの裸体が視界に収まる。

　千桜、紅葉は体を洗っている途中だったのか、もこもこの泡が肌の至るところに付着したままだった。二人とも胸が大きく、腰はくびれ、一目で女性らしい肢体をしている。

　二人とは違い、アイリスは一般的同年齢の子より幼い体つきだった。

　温泉に入っていたお陰で白い肌はうっすらと桃色で、金髪が肌に張り付く姿は幻想的なまでに美しく神秘的だった。

「……うがぁ!?」

　そんな三人を前に、奇妙な声音をあげ固まったとしても誰だれが批難できるだろうか。

　自身の置かれている状況にまず初めに気付いたのは篠しの原はら千桜だった。千桜はいつもの悪癖を発動させ、温泉に一度も入っていないのにのぼせたように顔を赤くして気絶してしまう。

「うにゅー」

「し、篠原さんしっかり！　って暁人さん、み、見ないでください！　その、恥ずかしいので……っ」

「だ、大丈夫か天てん輪りん!?　紅葉、これが噂うわさに聞く湯あたりというやつか!?」

「いえ、これは違います。篠原さん特有の病気といいますか、と、とにかく暁人さんをこっちに連れてこないで！　暁あき人とさん、こっちを向かないで、それからアイリスもタオルで隠して……！」

　アイリスは千ち桜さの気絶を初めて目にしたため、心配で側そばにかけつけようとする。結果、手錠に繋つながれている暁人まで引き連れてしまう。お陰でさらに混迷の度合いを深くしてしまった。
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　暁人たちが温泉で騒いでいる頃ころ。

　本土、東京のとあるカラオケ店で一人の少女──七なな依えの姉である六む依えが、マイマイクを手に持ち歌を熱唱する。

　歌が終わるとタイミングよく、二台あるうちのひとつの携帯端末から呼び出し音が鳴った。六依は氷が溶けきっているウーロン茶を飲みながら、手を伸ばす。

「ライライじゃん、どったの？　急用？」

　画面にスキンヘッドで、左頭部の皮膚の色が違う男が不機嫌そうに顔を出す。

『……ワタシはライアン・Ｄ・ハルゼーだ。決して『ライライ』などというパンダのような名ではない』

「えー可愛かわいいと思うんだけどな『ライライ』。それで、呼び名に文句をつけるためわざわざ電話してきたの？」

『現在の進行状況を確認したい』

「また？　問題が起きたら連絡するっていつも言ってるのに」

　年下の愛あい嬌きようのある美少女が、不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。

　その愛らしい表情に同世代の男なら大多数が恋に落ち、年上でも大抵の者は顔を綻ほころばせるだろうが、ハルゼーは憮ぶ然ぜんとしたまま一ミリたりとも表情を動かさなかった。

　六依は気を取り直し、報告する。

「今のところ生いく魂たまに目立った問題はなし。全すべて順調。予定通り今から約一週間後にはオーストラリアの黄よ泉み柱ばしらに突入させられるよ」

『……そうか』

　七依の姉である六依が、鬼灯ほおずきに怨うらみを持つハルゼーに話を持ちかけた。禍津鬼マガツキをエサにある程度、生魂の進路をコントロールできると。

　六依は鬼灯と生魂を手に入れる代わりに、ハルゼーには捕らえたアイリスの身柄を自由にしていいと条件を出した。

　ハルゼーは手を結ぶことに迷うことなく同意。王おう器きを失い、二度と天翼フエアリアに乗れなくなった怨みを晴らせるなら、たとえ人類の敵である禍津鬼とでも手を結ぶ、と。

　その気になればすぐにでも生いく魂たまを黄よ泉み柱ばしらに突入させることができるが、わざと時間的猶予を作ったのも、よりアイリスを苦しめるためだ。

　時間があることでアイリスたちは寝る間も惜しみ策を練っているだろう。しかしハルゼーは禍津鬼マガツキと手を結び、蜘く蛛もが巣を作るように十と重え二は十た重えに罠わなを張り巡らせていた。たとえ王おう器き使いが何人集まろうと抜け出せない罠をだ。

『……また明日、連絡する』

「切る前にちょっとこれ見て見て！　九九・七六点って凄すごくない。全国ランキングでもトップ五入りしちゃった。自己ベスト更新したんだ。やっぱり目に見える努力って大事だよね。わかりやすいし、やる気がすごく出るもん──って、聞いてるアンＤ」

　通信はすでに切られていた。

「もぉーつまんない。せっかくいい点数取ったのに」

　もう一台の携帯端末の呼び出し音が鳴る。こちらは黄泉柱製の通信機器で盗聴など気にせず会話ができる。姉妹たち専用の品物だ。

　電話相手は六む依えの姉、長女の一ひと依えからだ。

「もしもし？」

『元気そうでなにより、六依。どう、計画の方は順調かしら』

「うん、問題ナッシング。けど、協力者が無愛想でさ。まったくユーモアもわからないなんて人間って難儀だよね」

『そう。大変だとは思うけど頑張って。もちろん手が必要になったらいつでも言ってちょうだい。他ほかの姉妹も手伝いたがっているから』

「今の所は六依一人で大丈夫だよ。任せておいて」

『わかったわ。無理はしないよう気を付けてね』

　画面越しに気遣い合う姉妹。その姿だけ切り取り、眺めればとても微笑ほほえましい光景だ。しかし会話の内容は平和な日常のものとは果てしなくずれていた。

『言い忘れるところだった。計画が完了した後の協力者の処遇なんだけど……』

「もう一依ねぇは心配性なんだから、もちろん──口封じの手配は準備済みだよ。下手に六依たちの存在を口外されたくないしね。もちろんデータ上に記録が残っていないかもチェック、把握済み」

　六依は髪を弄いじりながら、不満そうに口をすぼめる。

「しかも生魂と鬼灯ほおずきを譲るって約束だったのに裏切る気まんまんで奪還計画立ててるし。その作戦内容の詳細も筒抜けなんだけどね。元王器使いって言っても所しよ詮せんは人間……サルがちょっと賢くなった程度。色々詰めが甘くて直接顔を合わせる日は笑いを堪こらえるのに苦労するよ」

『ふふふ、それは大変そうね』

　神が人の愚かさを笑うように、六む依えは嘲あざけりの表情を作る。彼女の態度に嫌味や不相応さはなく、その表情はとてもしっくりと馴な染じんでいた。

「あっ、でも興味深い研究データを発見したの。どうすればあの暴走王おう器き、生いく魂たまから安全に霊れい子し力りよくのみを取り出すことができるかっていう内容なんだけど、これがけっこう面白いアイディアなんだ」

『それでどんな面白いアイディアなのかしら？』

「えっとね、まず生魂を──」

　六依が携帯端末越しに一ひと依えに説明を始める。

『──なるほどたしかに面白いわね』

「でしょ？　六依の下にいる禍津鬼マガツキなら理論上可能だし、本当に霊子力だけ引き抜けるか生魂が手に入ったら実験してみたいんだけどいいよね？　もし上う手まくいったら世界せーふくの手助けになると思うんだけど」

『ええ、構わないわよ。王器さえ私たちの下に集まれば後は好きにして』

「やった！　ありがとう、一依ねぇ！」

　人ならざる存在でありながら──少女たちはまるで人間の姉妹のように会話を交わし続ける。

『とりあえず問題ないみたいね。もし作戦が成功して王器を手に入れることができたら六依の好きなアップルパイを焼きましょう』

「わーい！　一依ねぇのアップルパイ大好き！　ちょー楽しみにしてるからね」

『腕によりをかけて作るから、怪け我がをせず帰ってくるのよ』

「ちょー余裕だよ。だって六依は歌って踊れるトップアイドル目指してるんだから。この程度のチャンス、モノにできないわけないよ」

　わかるような、わからないような理屈を述べ笑顔で電話を切る。

　六依は再びカラオケ登録のリモコンを手に取ると新たな曲を登録した。

　軽やかなメロディーが流れ始め、六依は再び歌い出した。






　■第四章　交差






　訓練を開始した二日目の夕方。その日の昼間にメールで顔を出すことを告げていた竹たけ取とりすずめが予定時刻通り姿をあらわした。

　すずめは搭乗者養成の学園生ではなく、整備・研究者等の一般学生服に袖そでを通していた。寮には戻らず、真まっ直すぐ千ち桜さに会いに来たようだ。

「あ、あの特訓のお邪魔をしてしまい大変申し訳ありません！」

「ノン、気にするな。すでに今日の訓練は終えている。それに最初から夕刻以降の飛行は事故の確率があがるため、日が暮れたら取りやめる手て筈はずになっていたからな」

　すずめの謝罪に対して、アイリスが代表して気にする必要はないと告げる。

　それでもすずめは性格上、恐縮して何度も頭を下げる。

　千桜は昔から付き合いのある友人の態度に慣れているため、私服姿で靴を履く。

「それじゃわたし、すずめと一緒に晩ご飯食べてくるから」

「帰りはちゃんと竹取さんを駅まで送るんだぞ」

「わかってるわよ。わたしの心配はしないわけ？」

「天下の王おう器き使い、天てん輪りんの千桜の心配なんてするわけないだろ。逆にバカな男が変なちょっかいをかけないか不安なぐらいだ」

「なによ、これでもわたしだってか弱い女の子なんだからね！」

　暁あき人とはからかいの口調で、千桜に受け答えする。千桜も芝居に合わせるように頬ほおを膨らましてみせた。

　軽口が言い合える仲だからこその会話だ。掛け合いを眺める少女たちもそれをわかっているから、暁人の軽口を叱しつ責せきする者はいない。

「…………」

　ただアイリスだけが、眩まぶしそうな憧しよう憬けいの視線で二人を眺めている。

　暁人との軽口のコミュニケーションを終えた千桜が、すずめをうながし宿を出る。

「遅くとも九時には帰るから。なにかあったら電話ちょうだい」

「あ、あの失礼します」

　すずめは最後に一度だけ頭を下げると、千桜と並んで歩き出す。

　仲良く並んで楽しげに会話をする二人を、暁人たちは黙って見送った。




　予定通り、夕食は暁人、アイリス、紅葉もみじの三人で摂とり、お風ふ呂ろも三人で入った。もちろん暁人はお風呂に三人で入ることを強く拒絶したが、二人がかりで無理矢理入れられてしまったのだ。

　ライバルの千桜が居ないことをいいことに、紅葉が暁人の頭から背中まで洗ったのは言うまでもない。

　千ち桜さは宣言通り午後九時少し前に宿へと帰宅。お土産として、駅前に売っていたアイスを買ってきてアイリスを喜ばせた。

「千桜は食べないのか？」

「わたしは大丈夫。すずめと……一緒に食べたから」

　暁あき人との疑問に千桜はどこか陰のある表情で返答する。

　アイスを食べ終えた後はちゃんと歯を磨き、昨日とほぼ同じ時刻に就寝。

　昨夜と違う出来事が起きたのは午前二時を過ぎたぐらいだ。

　暁人とアイリスは手錠で繋つながれている関係上、同室で寝るしかない。布団をふたつ並べて、まるで兄きよう妹だいのように眠っている。

　千桜と紅葉もみじは、年若い男女が手錠で繋がれ、ひとつの部屋で眠るのは風紀上よろしくないと押しかけてきた。結果、最初に暁人が寝るはずだった個室から移り、運動部の合宿のような大部屋に四人で眠ることになった。

　千桜と紅葉は、暁人たちの反対側に枕まくらを並べている。布団が四つ正方形に並んでいるので、上から見ると田んぼの『田』に見えるだろう。

　その田んぼの一角がごそごそと動きだす。

　向かう先は神じん代だい暁人の布団だ。

「ち、千桜、何やってるんだこんな夜中に！」

「シッ、声が大きい。みんな起きちゃうでしょ」

　手錠で腕を繋がれているのと、自宅ではない違和感から眠りの浅かった暁人が千桜の侵入に気が付きすぐに目を覚ます。

　千桜は悪びれた様子もなく自身の枕を持ち込み、暁人の空いている右腕にコアラみたいに抱きついてくる。

　アイリスに日本を満喫してもらおうということで、全員備え付けの浴衣ゆかたを寝間着代わりに使っていた。そのせいでブラジャーをしていない千桜の豊満な胸やすべすべの太ふと股ももを、ほぼダイレクトに暁人は感じる。

　暁人は顔を赤くし、右腕を引き抜こうとしたが千桜の異変に気が付き表情を変えた。千桜の手は微かすかに震え、まるで幼子のように暁人の腕をギュッと抱き締めてくる。

　他ほかの皆が寝ていることもあり、小声で話しかけた。

（どうした、千桜。気分でも悪いのか？）

（……違うの。気分が悪いわけじゃなくて、今日はこのまま寝たら怖い夢を見ちゃいそうで）

　二人は顔を寄せ合っているお陰で、十分聞き取れる。

（今日、中学時代の友達のすずめと一緒に夕ご飯を外で食べたでしょ）

（……ああ）

（駅前のイタリアンレストランで夕飯を食べたの。そのお店は、本場イタリアと同じ石窯で焼くピザが売りのお店なの。暁あき人とやみんなにも食べさせてあげたいぐらい美お味いしかったわ。お店の雰囲気も落ち着いてて、すずめと約一年半ぶりに二人っきりでゆっくり夕飯を食べながら会話できてとっても楽しかった……）

　だが、千ち桜さの声音、態度、顔色は旧友との交流を楽しんで来たようには見えない。

　千桜は一層腕に力を込める。

（お店を出た後も、すずめと一緒にアイスを買って近くの公園で食べながらお話ししたの。昔も夏に公園で集まって花火をしたり、アイスやかき氷を食べたりしたよねって。そのときも今日みたいにわたしが王おう器きを使って蚊取り線香のマネをして、みんなにからかわれたよねって──すずめと中学時代に戻ったような会話ができて、本当に涙が流れそうなほど嬉うれしかった）

　けど、と彼女は暗い声音で続ける。

（わたしがそんな奇跡みたいな幸福をぐちゃぐちゃに潰つぶしたんだって思い出したら、ダメになってた。食べたモノをその場で吐いて、胃に何もなくなっても吐き気が治まらなくて……）

　すずめが病人みたいに青くなりながら、小さな手で千桜の背中をさすってくれた。その間に千桜の脳内を流れたのは慚ざん愧きの念だった。

　親友と言ってくれた少女は自身のせいで二度と天翼フエアリアに乗ることができなくなり、もう一人は豊とよ葦あし原はらから去るしかなかった。今、心配そうに背中をさすってくれるすずめからも、あの幸福な時間を自身が奪ったと思い至ると、嗚お咽えつが止まらなかった。

　戦場に響く少女たちの悲痛な叫び声が、一秒前に聞いたように鮮明に再生される。まるで自身を糾弾する怨えん嗟さのように。

（なさけないけど、わたしはいまだに過去のトラウマから抜け出せていない。だから、つばめさんも、無理そうならってすずめと会うのを止とめてくれたの。彼女と会えることはわたしにとって嬉しいこと。だけど……）

　同時にトラウマを突き付けられる切っ掛けでもある。

（このまま寝たら悪い夢を絶対に見てしまうから、怖くて眠れないの。だから今夜だけは暁人と一緒の布団で眠らせて。明日からは絶対にいつも通りに戻るから。今夜だけは……）

　まるで冷雨に濡ぬれる子猫が鳴き声をあげるように、震えながら千桜は懇願してくる。そんな彼女を暁人が拒絶できるはずもなく、千桜の手を取り握り締めた。

（大丈夫、今夜はずっとオレが手を握り締めてるから、絶対に悪い夢なんて見ないよ）

（ありがとう、暁人……本当にありがとう）

　千桜は強く暁人の手を握り返し、一層体を擦り寄せた。

　暁あき人とのめくれた裾すそから露出する肌は、千ち桜さの胸の谷間に埋もれる。柔らかな感触と髪から香る甘い少女の匂においが男心を刺激する。だが、それ以上に千桜の苦しみを取り除いてあげたいという優しさが暁人の胸中を満たしていた。

　暁人と千桜はまるで体が溶け合い融合させたがるように、互いの体温を交換し合う。

（ねぇ暁人……ずっとわたしの側そばにいてね）

（あぁ、もちろん約束するよ。千桜の側にずっといるって）

（約束……だからね）

　千桜の声音が眠気からか、おぼつかなくなる。

　数分後……千桜は頬ほおを涙で濡ぬらし、桜色の唇から穏やかな寝息を漏らす。

　暁人は小学生のように幼くなった千桜の寝顔を眺めながら、悪夢を視みないよう祈りを捧ささげ自身も眠りについた。




「いったいこれはどういうことですか……？」

　朝、目を覚ますと、五いつつ橋ばし紅葉もみじが腕を組み冷たい瞳ひとみで見下ろしていた。

　紅葉は寝起きのはずなのに、浴衣ゆかたに乱れはなく、寝癖ひとつない。まるでこれから温泉パンフレットの撮影をおこなうモデルのように隙すきがなかった。

　暁人はなぜ紅葉が怒っているのか理由がわからず、寝ぼけた頭で考え込む。だが、その答えはすぐ両腕から返ってくる。













「!?」

　左腕に隣の布団で寝ていたはずのアイリスが抱きついていた。浴衣ゆかたがほぼ脱げて、体を日にさらしている。長すぎる裾すそはめくれあがり、大理石より白く艶つややかな太ふと股ももを暁あき人との体に絡みつかせていた。

　右腕には千ち桜さが、アイリスと同様に浴衣がほぼ脱げかけた状態で抱きついていた。千桜の小柄な体たい躯くに不釣り合いな胸が惜しみもなく露出し、裾もめくれて滑らかな臀でん部ぶと縞しま々しまの水色パンツが確認できる。

「ふみゅー」

　千桜は頬ほおをリンゴより赤く染め、口からはいつもの異音を奏でる。

　もしかしたら千桜は眠っているのではなく、一番早くに目を覚まし自身の姿に気付き、意識を失ったのかも知れない。

「アイリスさんはわかります。手錠で繋つながれているから寝返り等で抱きついたのでしょう。しかしどうして千桜さんが暁人さんに抱きついているのですか？」

「これはそのなんというか……」

　地獄の閻えん魔まさまのような紅葉もみじの問いに、暁人は心底震えあがる。

「内容いかんによっては訴えますので、言葉に気を付けながら弁解してくださいね？」

　紅葉は朝拝むには最高の微笑ほほえみを浮かべる。しかし暁人はそんな素晴らしい微笑みを前にして、恐怖しか感じなかった。





　▽△






　紅葉が準備した朝食を皆で食べながら、暁人は彼女からお説教を受ける。

「男女七歳にして席を同じゅうせず。すでに同じ部屋で寝食共にしているからと言って、年若い男女が同じ布団で寝て良い理由にはなりません。不健康、不健全です！」

「面目ありません」

　今朝の千桜お布団侵入事件に関しては、彼女が寝ぼけて入ってきたと誤魔化しておいた。まさか過去のトラウマのせいで慰めていたなんて話せるわけがない。

　紅葉はきんぴらを咀そ嚼しやくし終え、針のように尖とがった視線を暁人に向けた。

「言葉だけなら誰だれでも反省できます。だから、暁人さんには罰を受けてもらいます」

「罰、か……あんまり痛いのは勘弁してくれよ」

「大丈夫です。とっておきのを準備しておきますから」

　紅葉はふふん、とどこか得意気に断言する。暁人は朝から憂ゆう鬱うつな面持ちで、焼き鮭ざけの切り身に箸はしを伸ばした。




　今日も一日、暁あき人とは訓練を終えた。その後、暁人は紅葉もみじが用意した罰を受けることになる。

「意外だな紅葉がやり方を知らなかったなんて」

「知らないわけではないです……ただ終わった後、手だけではなく口内まで生臭くなる気がして少し苦手なだけで」

「気持ちはわからなくもないけど。それじゃ今日はオレが代わりにしてあげるよ。紅葉は楽にしてていいから」

「いえ、やはり罰とはいえ私も暁人さんにご奉仕いたします。そのためにいるのですから」

　暁人は身を寄せてくる紅葉を宥なだめる。

「まぁ今日ぐらい別にいいよ。それじゃやるからジッとしてて。動くと危ないから」

「アイリスは見てるだけでいいのか？」

　手錠で繋つながっているアイリスが質問をぶつけてくる。

「ああ、アイリスもそこで見てるだけでいいよ。な、紅葉？」

「そうですね。三人一緒にやるのはさすがに……場所も狭いですし」

　紅葉は気まずそうに呟つぶやく。

　暁人はそんな彼女に一人動き出す。

「それじゃ始めるぞ」

「は、はい。いつでもどうぞ」

　紅葉は自身の胸の前で手を組み、ギュッと体を硬くする。

「それじゃ入れるよ」

「は、はい」

　硬く尖とがった異物が腑はらわたを掻かき出すように差し込まれ、動く。目に鮮やかな血が流れ落ちる。

「ッゥ、ち、血が……」

「オレとしては刺す感触が気持ちいいぐらいなんだけど……紅葉が怖いなら止やめようか？」

「い、いえ初めてではないので平気ですから、つ、続けてください……ッ」

　紅葉は気丈に振る舞い、自身の指を痛いほどギュッと握り締める。そんな紅葉に暁人は、緊張をほぐすように優しく声をかける。

「大丈夫、後は全部オレがやるから安心してくれ」

「は、はい、よろしくお願いします」

　再度暁人は笑顔を向け、再び動き出す。

「ひゃぁ！　そ、そんな奥まで入れるなんて……だ、ダメです暁人さんッ。しかもそんなに動かしたら、ひゃッ!?　さ、裂けちゃいます！」

「いや、逆に奥まで入れないとダメなんだって。ほら、わかる。コツコツ当たってるのが？」

「ッゥ、やっぱり暁あき人とさんはお上手ですね。経験豊富だからですか？」

「まぁそれなりかな。紅葉もみじも苦手意識を消せばすぐこれぐらい上達するよ」

「わ、私には無理です。こんな……ッ、こんなの」

　紅葉は堪たまらずギュッと目ま蓋ぶたを堅く閉じ、長い睫まつ毛げを小さく震わす。その姿はいつもの大人びた彼女とは違い、子供っぽくて可愛かわいらしい。

　暁人は年上のお兄さんのように、あやすように声をかける。

「ほら、もう終わったから──買ってきた鰺あじ全部、三枚に下ろして頭も内臓も捨てたから目を開けても大丈夫だよ」

　暁人の言葉に恐る恐る紅葉が目を開く。木目が綺き麗れいなまな板の上には、いつもスーパーで売られている切り身状態の鰺が並べられていた。

「しかし本当に意外だな。あんなに料理が上う手まい紅葉が、魚を捌さばくのが苦手なんて」

「そう苛いじめないでください。どうしても血や内臓が気持ち悪くて……。でも、魚を捌くのは苦手ですが、この状態からなら料理できますよ」

　紅葉は恥ずかしそうに頬ほおを染め、暁人に反論する。

　食材は基本的に一番近いスーパーで紅葉が買い込んでいる。一日目に新鮮で身の厚い刺身用の鰺が安く売られていたが、下ろされていない状態だったので、買うか買わざるかでずっと迷っていたらしい。

　そこで今朝の罰にかこつけ、暁人に鰺を三枚に下ろしてもらったのだ。

　暁人としては修行中、何度か捌いた経験があるため苦もなく調理できた。罰にすらならない作業だ。

「紅葉の罰だから、もっとエグイのを予想してたけど、この程度で本当に良かったよ」

「暁人さんは私をなんだと思っているんですか。訴えますよ」

「あははは、ごめんごめん」

　紅葉が膨らませた頬から空気を抜き、暁人と入れ代わるようにまな板の前に立つ。

「ここからは私が代わりますね。まずこのピンセットで切り身から小骨を抜きます」

　指先で身をなぞり、ピンセットで骨を抜いていく。

「骨を抜いたら皮を頭から剥はがして下処理は完了です。後は小さいサイコロサイズに刻んで、事前に準備しておいたネギ、ショウガ、万能ネギと混ぜながら叩たたきます。このとき小骨を見付けたら丁寧に取り除いていきます。はい、これで鰺の叩きの完成です」

「お刺身はただお魚を切るだけではないのだな。これほど手間がかかるとは」

　暁人と手錠で繋つながっているため、必然的にアイリスも作業を眺めていた。

　紅葉も溜ため息いきをつき賛同する。

「ですね。私もお刺身が食べたくなったときは、すでに切り分けられているのを買ってしまうのですが、あらためて作るとつくづくそう思います」

「まぁ鰺あじを三枚に下ろしたのはオレだけどね」

「もう暁あき人とさんはすぐ意地悪するんですから」

　暁人の軽口に紅葉もみじが唇を曲げる。そんなやりとりを眺めていたアイリスが、どこか羨うらやましそうに呟つぶやく。

「神かむ威いと紅葉は、王おう器き使い同士でもないのに仲がいいな」

「紅葉はクラスも家も一緒の友達だからな。仲が悪くなる方が難しいだろ」

「ですね。それに暁人さんには私の重大な秘密を握られていますから」

「それじゃまるでオレが紅葉の弱みを握って無理矢理友達になったみたいじゃないか……」

「さっき意地悪したお返しですよ」

　紅葉は楽しそうに口元に手を当て笑う。

「将来的には友達からもっと進んだ関係になるつもりですが」

「友達から進んだ関係って……親友ってことか？」

　その答えに紅葉は意味深な微笑ほほえみだけを返し、夕ご飯の準備に取りかかった。暁人は手錠でアイリスと繋つながっているため、後を追いかけて問い詰めるわけにもいかずただ背中を見送ってしまう。

　紅葉は胸中で冷静に思考を巡らす。

（今、暁人さんが恋愛に関心がなくても、明日、明後日あさつて、明明後日しあさつて……将来はどうなるかわかりません。だから諦あきらめず少しずつで構わないですから、暁人さんとの関係を築きあげていきましょう）

　今朝、千ち桜さが布団に潜りこんでいたときは、頭から湯気が昇るほど怒りが湧わいた。しかし、焦って同じことをする必要はない。自分は自分らしい魅力で暁人に理解してもらえばいいのだ。

　最後に暁人の隣に自分が立ってさえいればいいのだから。

「今夜も頑張って作ったのでいっぱい食べてくださいね」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　スキップしそうなほどの上機嫌な声音で、未いまだ棒立ちの暁人へと微笑みかけた。




　そんな仲良さげなやりとりを、アイリスは一人、群れからはぐれた小動物のように眺めていた。





　▽△






　深夜〇時過ぎ。神じん代だい暁あき人とは寝付けず、約一週間毎日通った練習場に立ち寄っていた。

　目の前に広がるのは夜の海と淡く輝く月。漣さざなみが耳をくすぐり、潮の香りが肺を満たす。

　後数時間で、アイリスの姉であるオルタシアを救出するため生いく魂たまとの戦いが始まる。

　兵ひよう武ぶ署しよの横やりや特訓中の怪け我がなどもなく、無事終えることができた。

　ロッテの練習は苦戦したが、なんとか形になった。もし手錠をしていなかったら、期限以内にアイリスと呼吸を合わせることはできなかっただろう。その手錠も流石さすがに今夜はつけていない。

「…………」

　暁人は自身の右手に視線を落とし、ギュッと痛いぐらいに拳こぶしを握り締める。

　背後から聞こえてきた足音に振り返る。

「アイリス、どうしたんだこんな夜遅くに」

「ノン。神かむ威いこそ、こんなところで何してるんだ？」

　アイリスは自然と暁人の左側に立つ。約一週間も鎖で繋つながり生活したときの癖なのだろう。

「いよいよ明日、いやもう今日か。もうすぐ本番かと思うと寝付けなくて、夜風にあたりに来てたんだ。アイリスは？」

「うむ、アイリスもだ。もうすぐ全すべてが終わるかと思うと落ち着かなくて……それにどうも、神威が右側にいないと寝られない体質になってしまったらしい」

「オレも左側がすっきりし過ぎて落ち着かない。だから、寝付けなかったのかも」

　二人は互いの顔を見つめ合い、耐えきれず噴き出しおかしそうに笑った。一通り笑い終えると、アイリスが目元をぬぐい再度尋ねる。

「それで本当は何に悩んでいたのだ？」

「本当はって、どういう意味だ？」

「ノン、バカにするなよ。だてに手錠で繋がれ寝食を共にしていたわけではないぞ。神威が明日の作戦に緊張しているのではなく、別の何かに苦慮している──それぐらい顔を見れば一目でわかるぞ」

「…………」

　暁人は視線を再び夜の海へと戻す。

「……アイリスは覚えているか？　海上で戦ったときにオレに『神威の力を使いこなさず、ただ振り回しているだけ。もっと頭を使え』って説教したこと」

「たしかにそのようなことを言ったな」

「だからずっと考えていたんだ。ちゃんと神威を使いこなすためにはどうすればいいかって」

「ノンノン。アレはアイリスがカッカして叫わめいた戯ざれ言ごとだ。忘れてくれ。神かむ威いはちゃんと扱えてるぞ」

「いや、アイリスの指摘は正しいよ。だから今も悩んでいるんだ」

　先程とは違い気まずい沈黙が二人の間を流れる。先にアイリスが切り出す。

「混乱させてしまった張本人が言うべきことではないが……すぐに解決する問題ではない。だから、あまり考え込むな」

　それと、と言葉を続ける。

「ありがとう、お姉ちゃんを助けるために力を貸してくれて」

「どうしたんだよ、あらたまって」

　アイリスが俯うつむき、両手の指を重ねて落ち着かなく動かす。海風に吹かれ心なしかリボンまで猫耳のように揺れる。

「アイリスはこのような性格だから、上う手まく伝わっていないかもしれないが、神威たちには本当に感謝しているんだぞ。お姉ちゃんを助けるための特訓に付き合ってくれたり、救出作戦に命を張ってくれたり──だから明日は神威たちと一緒に頑張って出した結果なら、どんな形で終わろうとも受け入れられる気がする」

　暁あき人とは思わず左隣に立つアイリスの頭を掴つかみ、くしゃくしゃと撫なでる。

「天下の鬼灯ほおずきがなに弱気になってるんだよ。らしくない。それに力を貸すのは当然だろ、仲間なんだから」

「仲間……アイリスと神威たちが仲間？」

「同じ釜かまの飯を食べて、笑い合って、衝突して、努力して──仲間、友達だと思うなって方が無理だろ。オレだけじゃない、千ち桜さや紅葉もみじだってきっとそう思ってる」

「アイリスと神威たちが……仲間、友達……」

　まるでお伽とぎ噺ばなしが現実に存在することを知ったような表情をする。アイリスは俯き、自じ嘲ちようする。

「正直に告白すれば神威や天てん輪りんが羨うらやましかった……王おう器き使いだというのに怖がらず軽口を叩たたける相手がいるのが。交友がいることが。千せん里り鏡きよう事件以降、アイリスの側そばに近づいてくる者は誰だれもいなくなってしまったから。たまにいてもアイリスを利用することしか考えていない屑くずか、恐怖に震える者たちだけ。そんなアイリスに再び、友ができるとは……ッ」

「アイリス？」

「あれ、どうしてだ……」

　アイリスの大きすぎる瞳ひとみから涙がこぼれ落ちる。拭ぬぐってもまるで蛇口を捻ひねったように後から後から流れ出てくる。

　暁人たちの関係が羨ましかったが、自分はあくまで外部の人間だからと諦あきらめていた。なのに仲間、友達と言ってもらえて、姉を救うため一人意地を張り続けてきた心の箍たがが弛ゆるみ、ついには決壊してしまったのだ。

　暁あき人とはそんなアイリスの頭を撫なでる。

　アイリスはそのまま暁人に体を預け、心情を吐露する。

「……本当は、お姉ちゃんを助けるのが怖いんだ。無事、助け出した後、もしお姉ちゃんがアイリスを怨うらみに濡ぬれた瞳ひとみで睨にらんできたらって考えただけで、足が震え上がるほど怖いんだ」

　姉、オルタシア・アクアリスは、どういう心情からそそのかされ、暴走王おう器きと危険視される生いく魂たまに手を出したのかはわからない。だが、そこにアイリスが王器使いに選ばれたことが関かかわっているのは確実だろう。

　もしそれが妹に追い抜かれた焦りや嫉しつ妬と心からくるものであれば……。

　アイリスはその現実に怯おびえているのだ。

　暁人はアイリスの片手に手を置き、顔を同じ高さに合わせる。

「真実と対たい峙じする辛つらさはよくわかる。けど、そこから絶対に逃げては駄目だ。相手が大切であれば、あるほどだ」

　目に入れても痛くない可愛かわいい我が子でも、悪いことをしたら叱しからないといけない。でなければ、何が良くて悪いのかの区別が付かない。そして近い将来、取り返しのつかないことをして自滅してしまうだろう。

「……けど生きてさえいればどんなに憎まれていても、すれ違っていてもやり直せる。死んでしまったら、仲直りすらできなくなる。だから明日の救出作戦、絶対に成功させような」

「神かむ威い……」

　アイリスは再び、涙を零こぼし暁人の胸で嗚お咽えつする。暁人は柔らかな髪を撫でながら、アイリスの気が済むまで抱き締め続けた。






　■第五章　オルタシア救出作戦






　暁あき人とたちがいる場所は、約一週間毎朝通っていた練習場ではなく、第五区・実験区にあるヘリポートだ。

　ここからヘリで海上にある船に移送される。そして船でオーストラリア近郊まで移動。そこからは天翼フエアリアで生いく魂たまが待機している地点まで向かう。

　今回も千ち桜さのツテでヘリや船を用意してもらった。

　彼女曰いわく──『昔、月げつ歌かさんと一緒に出た戦場で、危ないところを助けたりして色々な人に貸しを作っているから。こういうときに使わないと』らしい。

　生魂の居場所は衛星カメラで確認済み。生魂は現在、オーストラリア・ダーウインを越えトムプライス近郊で停止中だ。

「アイリスさん、私も付いて行ってはダメでしょうか？」

「ダメだ。危険過ぎる」

「私も皆さんのお役に立ちたいんです！　それに自分の身ぐらい自分で守れます。ですから……ッ」

　紅葉もみじは朝食を済ませた後、自分も暁人たちに付いて行きたいとアイリスに直訴していた。しかしアイリスは王おう器き使いでない紅葉には危険過ぎると要求を却下している。そのやりとりはヘリポートについてからも続けられていた。

　アイリスは紅葉に向き直ると、現実を突き付けるように断言する。

「これからやりあう相手は王器である生魂だ。しかもただ破壊するわけではない。搭乗者を救出するため生魂の力を削ぎ、弱らせ、動きを封じる必要がある。小さなミスが命取りになりかねない状況で、ただの天翼フエアリアがいても足手まといにしかならぬ。だから連れて行くことはできない。わかってくれ……」

「……ッ」

　紅葉は正面から己の非力さを指摘され、唇を噛かむことしかできなかった。

　アイリスにしても合宿を陰から支えてきてくれた相手を傷つけるマネはしたくなかったが、ここで優しい言葉をかけても意味はないからだ。

　王器使い以外を連れて行けば命を落とす可能性が高い。だから説得するため非情な態度を取るしかなかったのだ。

　アイリスは背を向け足早にヘリへと乗り込む。

「安心して委員長。暁人も、アイリスも、アイリスのお姉ちゃんもみんなわたしが連れて帰ってくるから」

「篠しの原はらさん……」

　千桜は自身の非才に震える紅葉の背を叩たたき、励ましの声をかける。千桜の後に続いて、暁あき人とも声をかけた。

「それじゃ行ってきます」

「……私では結局、皆さんの後を付いて行くことすらできませんが、無事に戻って来てくださるよう祈っています」

　紅葉もみじは悔しそうに拳こぶしを固く握りしめながら、暁人たちの無事を願う。

「ありがとう。でも、あまり自分を貶おとしめるようなことを言わないで欲しい。紅葉には紅葉にしかできないことがあるんだから」

「私には私にしかできないことですか……？」

　暁人は黙って頷うなずき、紅葉の耳元に唇を寄せる。

（できれば紅葉には──）

（!?）

　暁人の囁ささやいた言葉に、紅葉は息を呑のむ。

（最悪、もし作戦が失敗してオレたちが霊れい子し力りよくを使い切って動けなくなったときのために。頼んだよ）

　紅葉は暁人の言葉に、力強く頷く。

「……わかりました。暁人さんの仰おつしやるとおり頑張ります！」

「よろしく頼んだよ」

　暁人は手を振り、二人に続いてヘリへと乗り込む。

　パイロットが全員の搭乗を確認すると、ローターがゆっくりと回転を始めた。天井のエンジンから会話もできないほどの爆音を撒まき散らし、地上から飛び上がる。窓を覗のぞくと、五いつつ橋ばし紅葉は小さく見えなくなるまでずっと、手を振り続けていた。




　ヘリが海上を渡り、指定されていたポイントで待っていた船へと着陸する。

　暁人たちはヘリから船へ移り、準備されている客室へ案内された。

　二人掛けの白いソファーが二脚。同色の大型テーブルに、ダブルベッド。シャワー、トイレ、簡単な料理なら作れそうな台所まで備え付けられている。

　まるでホテルのスイートルーム並みだ。

　暁人たちは備え付けの冷蔵庫からペットボトルのお茶やジュースを取り出し、ソファーに腰を下ろす。アイリスは今作戦のリーダーとしてあらためて計画の確認をする。

「生いく魂たまは現在、オーストラリアの黄よ泉み柱ばしら勢力圏の近くで停止中。そしてこれが最新の監視衛星の写真だ」

　皆が所持している情報端末に画像が転送される。そこには米粒大の生魂が確認できる。拡大すると、真上からのためわかりづらいが、膝ひざを抱え丸まっているように見える。

「アイリスたちは生魂に察知されるギリギリまで接近。奴やつが本格的に起動する前に速さ・火力・性能で一気に攻め込んで無力化させる。ここで重要になってくるのが、間違っても生いく魂たまを黄よ泉み柱ばしらの勢力圏内に入れないことだ」

　二人はアイリスの言葉に力強く頷うなずいた。

　世界に七本ある黄泉柱にはそれぞれ勢力圏がある。

　柱によって範囲はさまざまで三〇〇キロから一〇〇〇キロまである。その範囲が勢力圏内で、その中だと禍津鬼マガツキとの遭遇率も格段に上がる。

　暁あき人とが手をあげる。

「質問なんだが、もし作戦途中で禍津鬼が出たらどうするんだ？」

「アイリスが相手をする。鬼灯ほおずきなら造作もないからな」

「もしＳＳ級以上なら？」

「……それでもアイリスが相手をする。鬼灯の名に懸けて今回の作戦の邪魔は絶対にさせない」

「その場合は撤退するべきよ」

　今まで黙っていた千ち桜さが口を開く。

　千桜の台詞せりふにアイリスが殺意すら篭こもる視線で射い貫ぬく。しかし千桜は一ミリたりとも目を逸そらさなかった。

「理由を問おう。アイリスが納得する理由を」

「約一年半前、第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せん中にわたしはＳＳ級より上のＳＳＳ級禍津鬼と対たい峙じした。そしてたった一撃でわたしの王おう器きは破壊され重傷を負ったわ。いくらアイリスでも侮っていい相手じゃない」

　世界に七つある黄泉柱は、それぞれ柱を守るように一体ずつ特別な禍津鬼が守護している。これがＳＳ級と呼ばれる禍津鬼だ。

　そして例外として日本の黄泉柱はＳＳ級より上のＳＳＳ級と呼ばれる禍津鬼が三体も守護しているのだ。

「……くッ」

　最初に視線を逸らしたのはアイリスの方だった。千桜の実感が篭もった声音に反論のしようがなかったからだ。

　場に重い空気が漂う。

「……オーストラリアの黄泉柱にいるのはＳＳ級。それにＳＳ級は基本的に柱を守護する役割上、勢力圏内から出ることはありえぬ。なら今回は生魂を柱に近づけさせないようにすれば遭遇する可能性は極端に低いはずだ。考慮しなくても問題ない」

　アイリスの答えに納得したのか、千桜はそれ以上の追及をしなかった。

「他ほかに質問はあるか？」

「可能性は低いと思うけど七なな依え、もしくは彼女と似たのがあらわれたらどうする？」

「例の禍津鬼マガツキに味方する少女か。禍津鬼が人の指示を聞くなんてにわかに信じがたい話だな」

　アイリスは情報端末を操作し、自分の画面に一枚の画像を表示する。

　約一ヶ月前、豊とよ葦あし原はらを襲撃した禍津鬼を指揮する一人の少女、七なな依え。

　彼女の存在は混乱を招くからと報道規制が敷かれていた。だが、情報は共有しておいたほうがいいと、合宿中に暁あき人とたちはアイリスに画像データと共に七依の話を聞かせた。

「それでどうする。もし七依や彼女に似たのが来たら」

「話を聞く限り、贔ひい屓き目にみて天翼フエアリアより若干性能がいい程度。アイリスたちの敵ではない。そやつらがのこのこ姿をあらわしたなら、禍津鬼同様叩たたきつぶせばいい」

「……殺すなよ。情報を引き出すためにも」

「神かむ威いが言うなら従おう。あくまでアイリスたちの目的は生いく魂たまを無力化し、お姉ちゃんを救い出すこと。その七依とやらには特別興味はないからな。他ほかに質問はあるか？」

　暁人と千ち桜さはさらに細かい疑問をあげ、元アメリカ海軍少佐ライアン・Ｄ・ハルゼーなどが邪魔して来たらどうするか等について議論を重ねた。

　王おう器き使い三人が話し合いに熱中する間にも、船は目的地へと進み続ける。




　問題もなく船は目的地の海域へと辿たどり着く。三人は甲板へと出る。アイリスが軽く作戦の流れを確認する。

「ここから天翼フエアリアを起動して生魂が停止している地点まで移動するぞ。アイリスが一番機、神威が二番機で、天てん輪りんは後方から支援を頼む。生魂に気付かれないよう海面や地面ギリギリを飛ぶつもりだから、落下等に気をつけて欲しい」

　暁人と千桜はアイリスの指示に首肯する。

「絶対にアイリスのお姉さんを助けような」

「ええ、そうね。そのためにも頑張りましょう」

「ありがとう……神威、天輪」

　暁人たちの台詞せりふにアイリスは感謝の言葉を漏らした。

　三人はほぼ同時に天翼フエアリアを起動。

　コンタクトディスプレイに表示されている時間を全員が合わせる。打ち合わせ通りアイリスが先導を務めるため数歩前へ出た。

「それじゃ行くぞ。目標地点の到着予定時刻は約──!?」

　アイリスの話をコンタクトディスプレイに映った光点が遮る。

　その速度はとてつもなく速い！　動きを止めている生魂へと真まっ直すぐ向かっている。

　光点の正体が表示される──対地トマホークミサイル。

　速度はマッハ三。

　アイリスは意図に気付く。

　あのミサイルはハルゼーが放った物だと。

　動きを止めている休眠状態の生いく魂たまに攻撃をしかけて、活動状態にさせる。そうすることで彼はアイリスたちの奇襲を邪魔しようとしているのだ。

　アイリスは絶叫し、飛び立つ。

「ハルゼえぇっぇぇえぇぇぇえッ！！！」

「アイリス！」

　暁あき人とたちも後を追い空を翔かける。

　アイリスたちが計画を立てた奇襲作戦は、この時点で破は綻たんしてしまった。





　▽△






　暁人たちが乗り込んでいた船とは少し離れたオーストラリア近海。アメリカ海軍所属の原子力潜水艦・ルーターは対地トマホークミサイル発射後、すぐに海中へと急速潜行する。

　艦長室で元アメリカ海軍少佐ライアン・Ｄ・ハルゼーが、画面に映った少女・六む依えと会話を交わしていた。

「対地トマホークミサイルは放たれた。これで奴やつらは奇襲に失敗。完全に起動した生魂との鬼ごっこでせいぜい無駄に霊れい子し力りよくを消費させればいい。後は……」

『この六依ちゃんの出番ってわけね。ハッちゃん！』

「……ワタシはライアン・Ｄ・ハルゼーだ。決して『ハッちゃん』などというテレビチャンネルのような名ではない」

『ぶー可愛かわいいのに』

　恒例化したやりとりを二人は交わし合い、本題へと入る。

「計画通り、奴らの出で端ばなは挫くじいた。そちらの準備に不備はないか」

『もちろん、ちょー万事オーケーだよ。うちの子たちもばっちし配置についてるし後はタイミングを見計らって乱入するだけ』

「くれぐれも鬼灯ほおずきの搭乗者は殺さないよう気をつけてくれ。彼女はただ殺すだけでは足りない。ワタシと同じように生きたまま地獄を味わわせなければ……ッ」

『そっちこそ契約内容忘れないでよね。捕れた王おう器きは全すべて六依たちに権利があるってこと。下手に欲をかくと──殺すからね？』

「わかっている。そちらこそくれぐれも契約を守ってくれ。それと横やりを入れる際は映像の直結を忘れないように。鬼灯の絶望顔を見逃すわけにはいかないからな」

『はいはい。本当に男の人の復ふく讐しゆうって怖いなー。それじゃね』

　通信は一度切れ、画面が暗くなる。

　ハルゼーは深く椅い子すに身を沈め鼻を鳴らす。

「貴様らに王おう器きのひとつたりとも渡すわけがないだろうに。あんな口約束を信じ込んでいるとは。世界を管理するのは禍津鬼マガツキでも、日本でも、国連でもない。我が合衆国のみだ。そのためにも王器の全すべてを手にするのは必ひつ須す。誰だれが六む依えや禍津鬼共にくれてやるものか」

　ハルゼーは通信士に連絡を入れる。

「ワタシだ、彼らに繋つないでくれ」

　先程まで六依が映っていた画面にアメリカの天翼フエアリア部隊隊長が映る。彼らはアメリカ合衆国特殊天翼フエアリア部隊員だ。

　現在は生いく魂たまからそう離れていない場所に、ハルゼーの命令で待機させている。

　アイリスたち、生魂、禍津鬼の三みつ巴どもえで争わせて弱らせた後、ハルゼーが準備した天翼フエアリア部隊を投入する。その場にいる全員を皆殺しにして王器を全て独占する腹積もりなのだ。

　四つもの王器を手に入れて軍に提出すれば、再び現役として実権を握ることも可能になるだろう。

「そちらの準備は整っているか？」

『天翼フエアリア部隊、準備完了しております。合図でいつでも目標地点へ強襲をかけられます』

「よろしい。作戦開始時まで待機。君たちの頑張りに祖国の、いや世界の命運が託されていると言っても過言ではない。必ず鬼灯ほおずきたちや六依たちを処理するように。健闘を祈る」

『了解いたしました！』

　天翼フエアリア部隊の隊長が敬礼したと同時に通信が切れ、再び画面が黒くなる。

　ハルゼーは事態が全て自分の思い通り動いていることを確信し、喜悦に満ちた表情を浮かべた。




　ハルゼーとの会話を終えたアメリカ合衆国特殊天翼フエアリア部隊の隊長は、滝のように冷や汗を流す。

　彼は震えた声で、側そばに立つ少女へ話しかける。

「こ、これでいいんだろ？」

「うんうん、上出来だよ。お兄さんの演技力なら映画の主演男優賞も狙ねらえるよ」

　少女、六依は称賛を送る。

　しかし部隊隊長は褒められても表情を弛ゆるめる余裕はなかった。なぜなら他ほかの隊員たちは彼を除き全員が、周囲にいる蜘く蛛も型の禍津鬼に殺されてしまったからだ。

　彼らが集合地点に到着すると、地面から突然、蜘蛛型の禍津鬼が姿をあらわした。

　すぐに彼らは陣形を取り対応するべく動き出そうとしたが、なぜか指先ひとつ動かすことができない。

　そして蜘蛛型の禍津鬼は、動けない隊員たちをためらいもなく殺害していった。

　隊員たちが殺されて、生存者は隊長一人だけになった。

　そこに六む依えが姿をあらわす。

「よくやったわ、貴方あなたたち。とりあえず邪魔が入らないように周辺の警戒しててね」

　隊長は驚きよう愕がくする。

　人類の宿敵であるはずの禍津鬼マガツキが、少女の言葉に従い行動をしたからだ。

　隊長は蜘く蛛も型の禍津鬼に囲まれながら、六依に命じられる。

　ハルゼーから連絡があった場合、適当に誤魔化すように、と。従うなら彼だけは逃がすと約束してくれたのだ。

　部下の虐殺を見せられた彼が逆らえるわけもなかった。

　隊長は連絡を取り終えると、震える声音で懇願する。

「め、命令には従った。そっちも約束を守ってくれ」

「約束？　なにそれ」

「ッ!?」

「あはははは、もう冗談だよ冗談。そんな絶望顔しなくても自由にしてあげるから、勝手に好きな所に逃げていいよ」

　六依が指を鳴らすと、男の体は自由を取り戻す。彼は慌てて天翼フエアリアを動かし、その場を離れた。

「まっ、逃げられればだけどね」

　男が乗っていた天翼フエアリアがなぜか蜘蛛型の禍津鬼に姿を変える。

　隊長は天翼フエアリアを奪われ大地に投げ出された。

「た、助けてくれ──」

　隊長はさきほどまで自身が乗っていた天翼フエアリアの蜘蛛型禍津鬼によって殺されてしまう。

　こうして荒野には少女と禍津鬼だけが残される。





　▽△






『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　対地トマホークミサイルを撃ち込まれた生いく魂たまは完全に覚かく醒せい。

　戦闘態勢を取っていた。

　暁あき人とたちが計画していた奇襲作戦は完全に失敗に終わる。しかし『次のチャンスを待とう』と引き下がるわけにはいかない。

　ライアン・Ｄ・ハルゼーがどんな方法を使っているかわからないが、彼は生魂をある程度コントロールすることができる。そのため生魂をここで取り押さえないと、生魂単機でオーストラリアの黄よ泉み柱ばしらに突撃させられる。

　黄よ泉み柱ばしらの周辺には大量の禍津鬼マガツキが密集しており、いくら王おう器きの生いく魂たまといえど勝ち目はないだろう。そうなったら生魂に囚とらわれているアイリスの姉・オルタシアも間違いなく殺される。

　それを阻止するため作戦を続行するしか、暁あき人とたちには選択肢がない。

「クソっ！　速い上に旋回半径もあっちが上なんて反則だろ」

「ぼやく前に手を動かせ神かむ威い！　早く奴やつの逃げ道を塞ふさいで頭を押さえるんだ！」

「二人とも！　生魂が来るわよ！」

　生魂の突撃をやり過ごし、背後を暁人とアイリスが追う。

　生魂は上昇し、二人を振り切ろうとするが、

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯ほおずき！」

　鬼灯を振り進路を塞ぐようにアイリスがプラズマを形成。動きを弛ゆるめた隙すきに暁人が切り込む。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！」

　全身の筋肉を爆発させたように加速。

　フェンシングのような鋭い突きを放つ。

「雷らい神じん雷らい光こう！」

　神代流剣術でも最速の技のひとつ。

　生魂は両手の刃を交差し、霊れい子し陣シエルを作り防ぐ。だが、音速の突きの威力を全すべて無効化することはできず体ごと弾はじき飛ばされる。

　千ち桜さはバランスを大きく崩した生魂の真上へ移動し、全力全開の一撃を放つ。

「ガンマナイフ！」

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　生魂は禍津鬼のような雄お叫たけびをあげ、千桜の作り出した爆発に吹き飛ばされ大地めがけて勢いよく落下する。

　余計な霊れい子し力りよくを消費したが、これで事前の作戦通り千桜が生魂を邪魔することで、ある程度飛行を制限できた。

　後は暁人とアイリスが練習通りロッテであの強固な霊子陣、霊れい子し結界フイールドを突破するだけだ。

「神威！」

「わかってる！　アイリス、一気に畳みかけるぞ！」

　二人はすぐさま生魂に追いつき、練習通り交互に攻撃をしかける。

　生魂に反撃の隙間を与えない。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　隙のない連続攻撃に、生魂は無理をして上空へ逃れようとするが、

「させるわけないでしょ！　ガンマナイフ！」

　千ち桜さが間髪容いれず、生いく魂たまの頭上で水蒸気爆発を起こす。

　まるでモグラ叩たたきのように爆発に吹き飛ばされ、生魂は再び地上すれすれへと押し戻される。

　アイリスは細い体を限界までしならせ、鬼灯ほおずきを全力で叩き付ける。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　鬼灯とぶつかった霊れい子し陣シエルは耐えきれず砕け、生魂も吸収しきれなかった衝撃で大きくバランスを崩す。

「神かむ威い！」

　アイリスは絶叫する。

　約二年アイリスが挑み続け初めて掴つかんだ大きなチャンス──その思いに応こたえるため、暁あき人とはすでに動いていた。

「うぉおおおおぉっぉぉおッ！！！」

　アイリスに負けないほどの声をあげ、両手に握った神威を振り上げる。

『倒した！』と暁人たちの誰だれもが確信した──刹せつ那な、生魂が無理矢理な体勢から右腕に霊れい子し力りよくを収束、同時に腕を振り抜き攻撃を仕掛けてくる。

「!?」

　暁人はバランスを崩しているアイリスの手をとっさにつかみ、二人一緒に範囲内から逃れる。

「きゃぁぁぁぁッ！」

　生魂の攻撃は地面を切り裂き、千桜に悲鳴をあげさせる。

　頭を押さえていた千桜がいなくなったせいで、生魂は体勢を立て直すとすぐさま上空へと逃れてしまった。

「嘘うそだろ。ありえない……」

　三人はその威力もさることながら、生魂が高等技術である斬空スラツシユを放ったことに驚きよう愕がくする。

　斬空スラツシユ──それは霊子力を遠距離に飛ばす技だ。

　霊子力を無駄に喰くう上、距離に比例してヒットさせるのが困難になるという特性もあり、近距離戦が得意であれば習得する必要があまりなく、暁人は習得していない。

　まさか実質無人機の生魂にそんな高等遠距離攻撃が可能とは誰も想像はつかない。しかし結果、唯一無二のチャンスが潰つぶれて作戦は失敗してしまう。

「……だ」

「アイリス!?」

「……まだ、終わりではない！」

　一度、折れかけた心を必死に繋つなぎ止め、アイリスは再び生魂に勝負を挑む。

「…………ッ!!」

　アイリスは一人天翼フエアリアを加速し、生いく魂たまの後を追う。

　暁あき人と、千ち桜さも諦あきらめきれず互いに視線を結びつけ、アイリスの後を追いかける。

「わぁぁぁあああっぁあッ！」

　アイリスは第三者から見ても鬼気迫る勢いで生魂に再度アタックを試みる。計画も、ロッテの意義もなく、ただ闇やみ雲くもに飛び回る。

　生魂に遠距離攻撃である斬空スラツシユがある限り、豊とよ葦あし原はらで立てていた作戦は使えない。

　さらに相手はこちらの作戦を学習し、同じ轍てつを踏まないため回避に専念している。

　それでも時間をかければ、先程のように生魂を追い込むことは理論上可能かもしれないが、現実にはそこまで暁人たちの霊れい子し力りよくが持たないだろう。

　暁人たちに残された選択肢は、無駄だと知りながら、無限の霊子力供給能力を持つ生魂に音速飛行の鬼ごっこを挑み続けることだけだ。

　──さらに最悪な事態に陥る。

　千桜が青い顔で叫ぶ。

「生魂が黄よ泉み柱ばしらのある方角へ……ッ!?」

　暁人たちの相手をするのが煩わしくなったのか、生魂が逃走を開始する。しかも運の悪いことに逃げる先はオーストラリアの黄泉柱がある方角だ。

　黄泉柱の周囲には大量の禍津鬼マガツキが存在する。

　いくら生魂でも敗北するだろう。そうなったらアイリスの姉・オルタシアは死んでしまう。

　アイリスは血相を変え後を追うが、どちらも同程度の飛行速度のため距離は縮まらない。むしろアイリスたちの霊子力が切れ、取り逃がす可能性の方が圧倒的に高い。

　それでもアイリスは生魂の後を必死で追いかける。

（ここで無駄に霊子力を消費するより、一度撤退して作戦を立て直した方がいいんじゃ……）

　暁人もアイリスにならって生魂を追いかけるが、弱気な考えが頭によぎる。

　暁人とは正反対に千桜は、二人の背中を力強く後押しした。

「暁人、アイリス！　そのまま追いかけて！　わたしが生魂の動きを一瞬だけ止めてみせるからそれに合わせてね！」

「ち、千桜!?」

「何をするつもりだ天てん輪りん！」

「説明してる暇はないでしょ！　いいから行くわよ！　あまねく地に降り注げ『光こう牙が輪りん』！」

　千桜の腰から下がっていた四の輪のうち、一つが外れ、彼女と並走する。千桜は逃走する生魂の進路を睨にらみ付け片腕をかざした。

「ファントム・イリュージョン！」

　叫び声とほぼ同時に、生いく魂たまの進路に巨大な壁が出現する。

　壁は黒曜石のように黒く、表面は加工の跡がないほどなめらかだ。その大きさは上、左右とも終わりが見えないほどだった。

　生魂は壁の出現に慌てて速度を落とし、衝突を避ける。

　千ち桜さの宣言通り、わずかに生魂の足を止めてみせた。

「今よ！」

「行けぇぇぇぇええぇえぇッ！！！」

　千桜の掛け声と同時に、生魂に追いついたアイリスが全力で大おお鎚つちの形をした鬼灯ほおずきを振り下ろす。

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　生魂はとっさに刃の両腕を交差し、霊れい子し陣シエルを展開。

　アイリスは構わず鬼灯をぶち当てる。

　直撃を受けた生魂はまるでピンボールのように勢いよく落下し、大地に激突すると大量の土煙を巻き上げた。

『オオォォオォォ……』

　生魂は無限の霊れい子し力りよくにより強化された霊子陣のお陰で機体的に傷はないが、衝撃に一時体をぐらつかせる。

　その隙すきを暁あき人とは逃さない。

　神かむ威いを銀鎖に変え生魂を取り押さえた。

　その光景に千桜が安あん堵どの溜ため息いきをつく。

「久しぶりだから上う手まくいくかわからなかったけど成功してよかった」

「……天輪、さきほどの巨大な壁はいったいどうやって創つくり出したのだ？」

　すでに生魂を足止めした壁は、煙のように消えてしまっている。千桜はアイリスの質問に微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「あれは光を屈折して創り出した蜃しん気き楼ろうよ」

　千桜曰いわく──天輪に霊子力を通して特殊な光に変換して、目の前に壁があるように蜃気楼を作り出したのだ。

「うおッ……！」

　千桜の説明を聞いている間にも暁人が一人で生魂を拘束し続けていた。生魂は鎖から逃れようと全力で暴れているせいで、暁人に止とどめを刺す余裕はない。

「なにやってんだアイリス！　早く止めを刺してくれ……ッゥ、そう長くは持たないぞ！」

「す、すまぬ！　今すぐ行く！」

　大魚が逃げ出すと指摘され、アイリスは慌てて暁人の許もとへと急行する。

　姉であるオルタシアを傷つけないよう慎重に鬼灯ほおずきで狙ねらいを定める──が、その一撃をアイリスに迫る突然の砲弾が遮る。

　まったく想定外の砲撃に、アイリスは霊れい子し陣シエルでガードするも大きくバランスを崩してしまう。

　暁あき人とも直撃はしなかったものの、側そばに着弾した衝撃で吹き飛ばされてしまった。当然、生いく魂たまは弛ゆるんだ鎖からすり抜け、逃げ出す。

「……ッ」

　せっかく拿だ捕ほした生魂を逃がしたことに舌打ちしたが、砲撃の張本人である禍津鬼マガツキたちにいつのまにか囲まれていたことに気づき、心胆を冷やす。

　数は数百をくだらない。

　大きさは豊とよ葦あし原はらを襲った三メートルの甲こう蟲ちゆうと同程度で、蜘く蛛もの形をしていた。背中には昆虫型の羽まで生えている。しかし体から伸びる砲身は砂色で、材質が禍津鬼のソレではなくむしろ人類側のモノに近い。

　どうやらこの禍津鬼たちは最初から地面の深くに潜んでいたらしい。だから、外から見てもわからず、レーダーにも引っかからなかったのだ。

（でも、これじゃまるでオレたちを待ち伏せしていたみたいじゃないか）

『オオォォオォォオオッォォォォォォォッォォォォォオオオォンンンッ！』

　蜘蛛型の禍津鬼たちが絶叫し、羽を広げ飛行。

　暁人たちを囲むように殺到する。

　砲撃、ミサイルランチャー、ガトリング──多種多様な攻撃。だが、そんなモノは天翼フエアリアには、王おう器き使いにはほぼ意味がない。

「邪魔をするな！」

　暁人は地を蹴けり、空へと昇りイメージを固める。

「穿うがち貫け！　氷ひ雨さめ！」

　神かむ威いが分裂し、銀の槍やりへと変質する。

　銀ぎん槍そうはまるで吸い込まれるように蜘蛛型の禍津鬼を撃ち貫く。

　蜘蛛型の禍津鬼が爆砕する。

　黒い煙を巻き上げた。

「前回の甲蟲のときは爆発なんてしなかったのに……当たりどころがよかったのか？」

「暁人！　その煙を浴びちゃダメ！」

「ち、千ち桜さ!?」

　暁人は千桜に腕を掴つかまれ無理矢理、煙から引き離される。

　しかし微かすかに煙が右肩をかすめてしまった。

　煙に触れてしまった右肩の装甲に異変が生じる。小さな蜘蛛型禍津鬼マガツキが装甲表面から発生したのだ！

　暁あき人とは慌てて払いのける。

「な、なんだあれ気持ち悪！」

「わたしも初めて見たけどおそらくあの禍津鬼マガツキは、オーストラリアの黄よ泉み柱ばしらを守護するＳＳ級禍津鬼、土つち蜘ぐ蛛もよ」

「あの禍津鬼がＳＳ級!?　ありえないだろ、ここから黄泉柱まで何百キロあると思ってるんだ！」

「でも昔、オーストラリアの天翼フエアリア搭乗者に聞いた特徴──『蜘蛛型の禍津鬼で、武器は人類の兵器を流用』に合致しているわ。攻撃力は低いけど、破壊されると爆発して胞子を撒まき散らし、周辺にある金属に付着して自己増殖するんだって」

　たしかに千ち桜さが挙げた特徴通りだ。

「それじゃ奴やつらがオーストラリアの黄泉柱を守護するＳＳ級禍津鬼、土蜘蛛だとして、どうすれば倒すことができるんだ？」

「胞子ごと全部破壊するしかないわ」

「って……無理だろ！　胞子を含めて全部を破壊するなんて」

「だから、その人曰いわく、昔黄泉柱を破壊しようとしたオーストラリア軍は戦車や戦闘ヘリ、天翼フエアリア含め逆に奪われた経験上、土蜘蛛に出会ったら撤退するしかないって言ってたわ」

「つまり倒しようがないってことじゃないか!?」

　残り少ない霊れい子し力りよくで生いく魂たまを捕らえオルタシアを救助しなければならないのに、ＳＳ級禍津鬼──しかも倒す方法がない敵相手にどうすればいいのか。

　暁人たちは追い詰められる。

　しかもそこに──さらに新たな敵が姿をあらわす。

「いい感じに、作戦通りお疲れみたいね」

　場にそぐわない軽い口調が聞こえてくる。その場にいる全員が、視線を向けた。

　暁人たちがいるさらに上空に一人の少女がいた。

　ある一定の高度に降りてくると、その場でくるりと一回転。袖そでを通している丈の短い式服がふわりと花のように開花する。

「黄泉ヨモツ戦イクサ一五〇〇鬼、一柱イツチユウ、地雷チライの側そば女め、六む依えでぇす♪　歌って踊れるアイドル目指してます。よろしくね★」

　六依と名乗った少女は、満面の笑みを浮かべ自己紹介する。

　手にマイクを持ち、銀髪をリボンでくくったツインテール。顔立ちは整っているが、それ以上に全身から漂う明るい雰囲気に、場所とそぐわない違和感を覚える。

　胸はそこそこあり、背丈も千桜と同じ程度。現代風なのか丈の短いフリフリの式服から、真っ白な太ふと股ももが露出し目のやり場に困る。

　ＳＳ級禍津鬼マガツキがあらわれただけでも手一杯なのに、『アイドル目指してます★』と場違いな台詞せりふを口にする少女の出現に、さすがの暁あき人とたちもすぐには反応できなかった。

　六む依えと名乗った少女は、お構いなしに話を進める。

「ねぇ、そこの少年が神じん代だい暁人でいいんだよね？」

「あ、ああ。そうだけど……」

　名指しされ、生返事をする。

　六依は頬ほおを膨らませ、大げさな可愛かわいらしさで怒りを表現する。

「よくもわたしの可愛い妹、七なな依えちゃんをいじめてくれたわね。絶対に許さないんだから！」

　たしかに六依は、七依と似た面影がある。

　バイザーで顔を隠していたせいで、七依の顔は一瞬しか見ていないが。

「というか、どうして六依はバイザーで顔を隠してないんだ？　てっきりお前たちは極秘で動く存在だと思っていたんだが」

「アイドルが顔を隠していいのは、プライベートで外に出るときだけ。こんな目立つ舞台でわざわざバイザーなんて可愛くないもの、アイドル目指してる六依がするわけないでしょ」

　偏ったアイドル像にその場にいる全員が言葉を失う。













「だいたいどうして六む依えみたいなのがこんなところに……。土つち蜘ぐ蛛もだって勢力圏外なのに、オレたちが霊れい子し力りよくを消耗しきった絶好のタイミングで都合良く襲ってくるなんて──まさかッ!?」

　アイリスへの復ふく讐しゆう、七なな依えたちの王おう器きを蒐しゆう集しゆうするという目的、全すべてがひとつの糸に繋つながる。暁あき人との表情で察したのか六依が告げる。

「ようやく気付いたんだ。六依はＤＤと協力して、あんたたちをハメたんだよぉ。ねぇ、ＤＤ」

『……ワタシはライアン・Ｄ・ハルゼーだ。決して「ＤＤ」などという化学元素記号のような名ではない』

「ぶぅーかっこいいのに」

　暁人たちのコンタクトディスプレイに、公園で彼らを襲った男から奪った携帯端末に映っていた、『ライアン・Ｄ・ハルゼー』と再び対面する。

　やはり、ハルゼーと六依は通じ合っていたらしい。

　アイリスに復讐したいハルゼー。王器を手にしたい六依。目的がこれほど合致していれば手を組むのは容易たやすい。

　ハルゼーが表だってアイリスを挑発し、他ほかの王器使いを巻き込んでオルタシアの救出計画を立てさせる。

　禍津鬼マガツキに生いく魂たまを襲わせて、進めたい方角・方向へ誘導していたのだろう。

　おそらく彼らの作戦では、オーストラリアの黄よ泉み柱ばしら近辺に生魂を誘導。暁人たちがオルタシアを救出する作戦を邪魔して、彼らの霊子力を消耗させる。

　弱ったところで、ＳＳ級禍津鬼──土蜘蛛を投入して暁人たちを一網打尽にするつもりなのだ。

　暁人たちは完全に相手の罠わなにはまってしまった。

　アイリスは怒りに我を忘れ、叫ぶ。

「ハルゼー！　いくらアイリスが憎いからといって、復讐のために人類を裏切るマネをして恥ずかしくないのか！」

『言ったはずだ。たとえ悪魔に魂を売ったとしても貴様に復讐すると！　貴様を生け捕った後、地獄を見せてやる。四肢をワタシみずから切り落とし、死を願うまでその体を刻んでやる。さぁ六依。今すぐ邪魔な奴やつらを始末しろ！』

「そういう契約だから、やるのはやぶさかじゃないんだけど。ひとつだけ訊ききたいことがあるんだよねー」

『こんなときにどうした？』

　ハルゼーは六依の態度を訝いぶかしむ。

「どうしてこのすぐ近くにアメリカの息がかかった天翼フエアリア一個中隊が控えているの。六依、そんな話は全然聞いてないんだけど」

『……あれはいざというときの予備戦力だ』

「嘘うそ。ハルゼーの考えは全部、彼らに聞かせてもらったよ。最初から六む依えを裏切って、王おう器きを独り占めにするつもりだったんだね。その話を聞いて六依、ちょーショックなんですけど」

　六依は可愛かわいらしく頬ほおを膨らませて怒るが、まるで氷の塊から削りだしたように目は一切笑っていなかった。

　ハルゼーも自身が犯した失敗に気が付き、慌てて弁解の声をあげるが、

『は、話を聞いてくれ、ワタシは──な、何の音だ？』

　暁あき人とたちにも通話越しに聞こえる『ミシミシ』という不吉な音。

　六依は冷たい瞳ひとみのまま音の正体を告げた。

「潜って泳げる禍津鬼マガツキに、ハルゼーが乗ってる潜水艦を潰つぶすよう指示だしたんだ」

『!?　貴様！　最初からワタシを裏切るつもりだったな！』

「最初に裏切ったのはそっちじゃん。あっ、ちなみに六依たちについてまとめてあった情報は全すべて消しておいたから。外部に漏らすって脅しも無意味だよ」

『まっ、待ってくれ！　部下たちはどうなってもかまわない！　ワタシだけは助けてくれ！　もし助けてくれたならアメリカの軍事機密や大統領のスキャンダルだろうが全部渡すか──』

「別にそんなの六依、ちょー興味ないし」

　六依はハルゼーの命いのち乞ごいを途中でばっさり切り捨ててしまう。

「だってどうせ人類は近い将来、六依たちに支配されるんだから。関係ないし」

『──くっくっ、はははは……どうやらワタシには女運がないらしいな』

　ハルゼーは突然笑い出すと、脱出を諦あきらめたのか深く椅い子すに座り直した。

　部屋の外から聞こえてくる怒号、人々の悲鳴。

　ハルゼーは泥沼のように濁った瞳で、暁人たちを睨にらみ続ける。

『六依、鬼灯ほおずき……先に地獄で待っているぞ。貴様たちへの借りはそこで返してくれる』

「ぷっ、地獄とかなにそれ？　六依たちがそんなところに行くわけないじゃん。負け惜しみちょーうける」

　六依は死を前にしたハルゼーの言葉を本気で可お笑かしそうに笑い飛ばす。

「それじゃバイバイ、ハルゼー。もう二度と会うことはないだろうけどね」

　六依はあっさりと通話を切断する。

　通話が途切れる直前に聞こえてきたのは、耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴や濁流音だった。

　暁人たちが顔色を悪くしているのを無視して六依は両手を天に広げ、その場でクルクル回り出す。

「いえぇ～い、これで王おう器きは六む依えの独り占め！　ご褒美に一ひと依えねぇになんか買ってもらおう」

「お、お前……あの人たちと仲間じゃなかったのかよ。なのにあんな酷ひどい殺し方をするなんて」

「う～ん、別に仲間じゃないよ。ただ利害が一致したから協力してただけだもん。だいたい先に裏切ったのはあっちだし。なのになんで六依だけ文句言われなきゃいけないの」

　不機嫌そうに唇を曲げた六依だったが、すぐに上機嫌に胸を反らす。

　六依の瞳ひとみは蜘く蛛もが巣にかかった獲物を見るような嗜し虐ぎやく的な色をしていた。

「あんな裏切り者の心配をするより、生いく魂たまの心配をした方がいいんじゃない？　あれはもう六依の手の中にあるんだよ」

　六依は細く白い人差し指を一点へと向ける。

　そこには様子を窺うかがい旋回していた生魂が空中で動きを止め、まるで網にかかった魚みたいにもがいていた。

「あれが六依の力、麻あさ糸いの三み勾わだよ」

　マイクを片手に持ったまま、左右の手を交差させ十字を切る。その空間に淡く光る線が浮かび上がる。

「霊れい子し力りよくと特殊な繊維を混ぜ合わせた糸だよ。霊子力で一定時間、空中に滞空させておくことができるんだ。だから狙ねらった獲物を捕獲するのにちょー便利なんだ。こんな風にね！」

　網にからまっている生魂に繋つながった糸を、六依は力任せに引っ張る。生魂はそのまま地面に落下した。

「土つち蜘ぐ蛛も、お願いね！」

　六依の声に反応して、暁あき人とたちを囲んでいた土蜘蛛たちが生魂に群がる。数百の土蜘蛛が黒い団子のようになった。

「お姉ちゃん！」

「下手なちょっかいをかけないほうがいいよ」

　アイリスが駆け寄ろうとしたが、六依が言葉で遮る。

　そして六依は黒い団子の中に自ら飛び込んだ。

　土蜘蛛たちの形が熔とけ、スライムのようにぐにゃぐにゃと不定形になる。元々、土蜘蛛は胞子の集合体。おそらく自分たちで自身の形をほどいたのだ。

　スライムは次第にその形を定める。

「な、なんだよあれは……」

　暁人が思わず声音を漏らす。

　姿形はほぼ生魂と同じだったが、さらに大きくなる。元の三、四倍はあった。羽を広げるとまるで悪魔のように見える。

　そんな邪悪な容よう貌ぼうの生いく魂たまから六む依えの楽しげな声が響いてきた。

『あはははは、本当に研究レポート通りだ！　これなら暴走せず、霊れい子し力りよくだけ取り出すことができるんだ！』

「ま、まさかあの生魂を完全にコントロールしているのか？」

『そうだよ。アメリカがずっと研究していたレポートを、ハルゼーを通して手に入れたんだ。その研究レポートによれば……禍津鬼マガツキの機能を使えば、生魂の自由を奪い外部から霊子力だけを抜き取ることも可能、だって。まあ人類ごときに禍津鬼がコントロールできるわけがないんだけど』

　つまり、搭乗者を生魂に乗せて動かすだけだと敵味方問わず暴走するだけの危険な王おう器きだが、そんな暴走する生魂を無理矢理取り押さえ、禍津鬼の機能を利用し搭乗者をそのままに外から霊子力だけを取り出しているのだ。

　人一人を犠牲にして、霊子力だけを外からかすめ取ろうというものだ。アメリカがそんな研究をやっていたとは……。

　暁あき人とは腹を立てながらも、六依に尋ねる。

「六依たちは王器を兵器として流用するつもりだったのか？」

『まさか！　そんなわけないじゃん。六依たちが王器を集めているのは、主神さまがそうお望みになられたからで──って、これ言っちゃいけないやつだった！』

　六依は失敗した、というような表情になる。

　だが、一転、落ち着いた声音で呟つぶやく。

『まっいっか。どうせ皆殺しにするんだし。そしてここにある王器は全部、六依が頂くんだからぁあッ！』

　六依は刃となっている両手を擦り合わせる。

『それじゃ、行くよ！』

「「「!?」」」

　六依は真まっ直すぐ突撃してきた。その巨体に似合わず速度は易やす々やすと音速を超える。暁人たちは慌てて回避運動を取った。

　六依の突撃をかわすが、音速を突破し発生したソニックウェーブに吹き飛ばされ、地面を転がる。

　六依はそのまま急上昇、ある地点で止まり刃と化した両腕を振るう。

『斬空スラツシユ！』

　生魂により大量の霊子力を湯水の如ごとく注いだ高等遠距離攻撃が暁人たちを襲う。しかも、その攻撃は一度では終わらない！

『斬空スラツシユ！　斬空スラツシユ！　斬空スラツシユッッッッ！！！』

　両手、左右から連続で高等遠距離攻撃が連発する。

　地面に着弾するたび、土煙が舞い上がった。

『あはははは！　凄すごい！　凄い！　霊れい子し力りよくだけじゃなくて、生いく魂たまが今まで溜ため込んできた戦闘データを吸い上げればこんな簡単に高等遠距離攻撃も使えるだなんて！　凄い発見だよこれ！』

　六む依えが楽しげな声音をあげる。

　そのスキを暁あき人とは逃さない。

　暁人は舞い上がった土煙を目隠しに六依の背後を取る。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち！　鬼き神じん断だちッ！」

『!?』

　煙を突き破り、剛剣を振るう。

　完全な不意打ちに六依は防御が間に合わず、生魂は左腕を二の腕からばっさりと切り落とされてしまった。

　だが、六依は余裕の態度を崩さない。

『忘れたの？　この体は土つち蜘ぐ蛛もの胞子が形を変えてるだけなんだよ』

　六依の言葉に反応したのか、切り落とされた腕が水に溶かした墨汁のように形を崩す。そして再び、切れた左腕が巻き戻し映像のように復元する。

『霊子力が続く限り、どんなに体を破壊されても簡単に修復できるんだから！』

　つまり、生魂が六依の手にある限り、彼女を倒すことは不可能ということだ。

『それじゃ腕を切り落としてくれた仕返しをしないとね！』

「く！」

　暁人は睨にらまれ、慌てて距離を取ろうとする。だが、その行動はすぐに強制的に止められてしまった。

　神かむ威いがなぜか引っ張られるように動かなくなったのだ。

　目を凝らすと、いつのまにか麻あさ糸いの三み勾わが絡みついている。

「そうか！　左腕を切ったときに絡ませたのか！」

『ピンポン★　大正解！』

　六依は刃の腕から伸びる麻糸三勾を力任せに引っ張る。暁人は強制的に六依の前まで引っ張られてしまう。

『さっきのお返しだよ！』

「ぐぅ!?」

　六依は両腕を力任せに振り下ろす。

　暁人は神威と霊れい子し陣シエルでガードするが、勢いを殺しきれず地面へと叩たたき付けられる。

「暁人！」

「神威！」

　千ち桜さとアイリスが慌てて駆け寄る。

　そんな三人を無視して、六む依えは楽しそうに笑い声をあげた。

『あははは！　凄すごい！　こんなに力を使っているのに、まったく霊れい子し力りよくが減らない！　それどころかどんどん湧わき出てくる。これが王おう器き、生いく魂たまの力なんだね！　この力があれば世界せーふくだってちょー楽勝だよ！』

　高笑いする六依を、アイリスは悔しげに見上げる。

「……神かむ威い、天てん輪りん、アイリスが退路を開くから、二人はここから逃げてくれ」

「どういう意味だ。お姉さん……オルタシアさんを諦あきらめるつもりか」

「このままでは全滅しかない。だが、お姉ちゃんを置き去りにする選択肢はない。禍津鬼マガツキに利用されるぐらいなら……アイリスの手で殺す」

　自身も一緒に──と口にはしなかったが、態度で手に取れるほどわかりやすく語っていた。生魂を吸収したことにより無限の霊子力を持ち、さらに不死身でもあるこの禍津鬼に、一人で立ち向かって生き残れる可能性は僅わずかだろう。

　もちろんアイリスの提案に二人が納得するはずがない。

「何言ってんのよ、まだ他ほかに手があるはずよ。だから諦めないで！」

「皆、霊子力はほとんど残り僅か。あの怪物からお姉ちゃんを救い出すことは、もう不可能だ……ッ」

　言葉は厳しいが、アイリスの表情はまるで天使のように慈しみに満ちている。

「アイリスはもう二度と、大切な人を失いたくない。この数日の共同生活は、本当に楽しかった。まるでお姉ちゃんと一緒に暮らしていた日々のように、心から笑うことができた。だから、頼む。神威、天輪……二人は生きてくれ」

　アイリスの素直な、心の声音。しかし暁あき人とはどうしても首を縦に振れなかった。その理由を暁人自身よく理解していた。

　目を閉じれば、アイリスと過ごした思い出が蘇よみがえる。




　皆で学園帰りに寄ったクレープ屋。

　アイリスが選んだのは苺いちごのクレープ。彼女は一口食べると、その美お味いしさに目を白黒させていた。気付けば、暁人の食べかけのクレープまで強奪し、幸せそうに食べる姿が可愛かわいらしかった。




　手錠で繋つながれて一緒に暮らした共同生活。

　オルタシアを助けるため、学園を休んでまで練習に取り組んだ。しかし、上手くいかずアイリスと呼吸を合わせるため、日常でも手錠で繋がり生活をする特訓を開始した。最初は繋がれている感覚に戸惑い失敗も多かったが、結果的には特訓におおいに役立った。もし手錠生活をしていなかったら、期限内での習得は不可能だっただろう。




　そして、姉を助けて欲しいと懇願した、幼く、触れたら崩れそうな弱々しい少女の一面。

　生いく魂たまに囚とらわれた姉を救い出せるなら、魂でも差し出すと、泣きながらすがってきた。大切な家族を取り戻せるならどんなことでもすると……。

　だが、願いの奥深くに隠していた彼女の怯おびえ。自身の命に替えても惜しくない大切な姉に、憎まれていたら──という恐怖。想像しただけで、瞳ひとみに涙をため、泣きじゃくったアイリス。




　──他ほかにも思い出が、この短い間にいくつも作られてきた。そんなアイリスを見捨てることができるだろうか？　そんなことできるはずがない！

　千ち桜さも同じ考えだったらしく、すぐに反対の声をあげる。

「馬ば鹿か！　そんなことできるわけないでしょ！　アイリスがわたしたちを家族のように大切に思ってくれているように、わたしたちだってアイリスのことが大切なんだから！　見捨てることなんてできるわけないでしょ！」

「天てん輪りん……」

「だから諦あきらめないで！　最後まで。わたしたちやお姉ちゃんを本当に大切だと思うなら！」

　千桜の言葉に暁あき人と自身も励まされる。

（そうだ。諦めるわけにはいかない。アイリスの──仲間の大切な人をこのまま見殺しになんてできない！　考えろ！　考えろ！）

　暁人は上空に浮かぶ、六む依えを睨にらみ付けながら自身を叱しつ咤たする。

「──ッ！」

　暁人の脳裏に稲妻のような天啓がひらめく。




　生魂を吸収した六依。




『神かむ威いの力を使いこなさず、ただ振り回しているだけ。もっと頭を使え』──暁人を叱しつ責せきしたアイリスの台詞せりふ。




　そして神威。




　暁人の中でその三つが一本の線へと繋つながった。

「これならもしかしたら……」

『まだまだ実験に付き合ってもらうよ。次はこんなのはどうかな？』

　六む依えはこちらの動向など一切興味なさそうな声音をあげた。

　刃だった右腕を砲口へと変える。

　機体の大半が土つち蜘ぐ蛛もの胞子でできているため、そんな芸当が可能なのだ。

　大量の霊れい子し力りよくを砲口へと集束させ、大口径レーザーのような攻撃を放つ。暁あき人とたちは慌てて回避運動を取った。

『ほらほら、もっと一生懸命に逃げないと当たっちゃうよ！』

　六依は残酷な子供のように砲撃を繰り返す。

　暁人は回避しながら、千ち桜さとアイリスに回線で連絡を入れる。

「二人とも聞いてくれ。オレに考えがある。上う手まくいけばアイリスのお姉さんを救い出すことができるかもしれない。それは──」

　作戦を手短に聞かされた二人は正反対の反応を示す。

　もちろんアイリスは反対側に回る。

「無茶だ！　できるはずがない！　賭かけにしても無謀過ぎるぞ！」

「わたしは賛成よ。このまま全滅するのも、アイリスたちを見殺しにするのも嫌。なら暁人の作戦に賭けるわ」

「二対一だ。後はアイリスが協力してくれれば……きっと全員がハッピーエンドで終われるぞ！」

　暁人と千桜、二人の目がアイリスに向けられる。だが、アイリスは躊ちゆう躇ちよする。助けを求めれば二人は喜んで無謀な賭けに打って出るだろう。

　失敗すれば命を落とす危険な行為。

　成功する確率はおそらく限りなく低い。

　自分の返事で、大切な人たちの命を左右してしまう恐怖に身をすくませる。

　だが、それ以上に強く響く声があった。暁人の手が、差し伸のべられる。

「アイリス……！」

　一度目はアイリス一人で挑み失敗した。

　二度目は金で雇った傭よう兵へいたちと挑み失敗した。

　三度目は──大切な人たちと一緒に挑んだ。そして皆このときのために、全力を尽くしてきた。

　この瞬間が、最後のチャンス。そして二人は、手を差し伸べてくれている。

「…………ッ」

　強い思いの声が、アイリス自身の胸から溢あふれ出る。

「……けて」

　気付けば拳こぶしを血が出るほど握り締め、涙が頬ほおを濡ぬれ伝う。

　自分の目の前に。大切で、頼もしい仲間の姿がそこにあった。

「お姉ちゃんを助けて……オルタシアお姉ちゃんを助けてッ！」

「「任せろ！」」

　暁あき人とと千ち桜さは同時に声をあげていた。

　六む依えは、そんな暁人たちを見て苛いら立だちの表情を浮かべる。

　数百の土つち蜘ぐ蛛もで形成した機体から、一部の土蜘蛛を分離させ襲いかからせる。

『今更やる気になっても遅いんだから！　行け土蜘蛛！　あいつらの動きを止めちゃえ！』

「千桜、土蜘蛛たちの足止めを頼む！」

「了解！」

　千桜が二人を庇かばうように前に出る。

　足止めの相手は、ＳＳ級禍津鬼マガツキ・土蜘蛛の軍勢。土蜘蛛全数の内ここにいるのはごく一部とはいえ、その力は計り知れない。それでも千桜は暁人を信じて、残りの霊れい子し力りよくを全すべて振り絞る。

「千里まで響け『雷らい轟ごう輪りん』！　全ての罪を清めよ『天てん風ぷう輪りん』！」

　千桜の腰から下がっていた四の輪のうち、二つが外れ、宙に静止する。約一ヶ月半前、暁人の妨害に使おうとした能力を今度は土蜘蛛たちへと向ける。

　二つの輪は呼応するように光を放つ。

　空間を歪ゆがめる程の霊子力を周囲から集め、轟ごう音おんを響かせる。

「魂ごと蒸発しなさい……ッ」

　味方であるはずの暁人ですら、肌が粟あわ立だつ殺意。

　千桜は構わず力を解き放つ。

「レーザー・マキシム！」

　両輪から放たれる致死の光線。

　土蜘蛛たちはまるで薬物依存症患者が薬切れを起こしたように体を震わせる。

　一部の土蜘蛛は体から炎が生まれる。

　暁人の攻撃を受け爆発したのとは違い、黒い煙を巻き上げるようなことはない。

　千桜は霊子力を両輪に送り、機械や人体に致命的な大量のマイクロ波を放射している。いわば土蜘蛛たちは巨大な電子レンジに入れられているようなものだ。

　これならたとえ胞子が巻き上がっても、それごと破壊することができる。

　もし王おう器きが万全なら千桜の霊子力が続く限り、範囲ももっと広く、威力も細かく、ピンポイントで攻撃を放てただろう。しかし今、破損している状態では細かい威力調整はできず、範囲も狭い。

　千桜が土蜘蛛たちを足止めしている間に暁人とアイリスが六依へと殺到する。

　アイリスが六依へ向けて腕を突き出し、ギュッと握り締める。

『ちょっと何！』

　六む依えはまるで何かに掴つかまれたように動きを止めた。アイリスが六依の周辺空気を圧縮し身動きを止めているのだ。

「今だ、神かむ威い！」

「うぉおおおおぉぉッ！」

　暁あき人とは気合いと共に神威を振り下ろす。しかし──、

『調子に乗るな！』

「ッッッ！」

　六依は全身に霊れい子し力りよくを溢あふれるほど流し、圧縮空気の拘束から力ずくで抜け出す。そして振り下ろされた神威を両腕の刃で弾はじき返した。

「くそ！　もう一度──」

『二度もやらせるわけがないでしょ！』

　アイリスが再び腕を伸ばし六依を圧縮空気で拘束しようとしたが、逆に六依の集束砲から撃ち出された麻あさ糸いの三み勾わの網で拘束されてしまう。

「アイリス！」

「こちらは平気だ！　だから、頼む神威！　オルタシアお姉ちゃんを救ってくれ！」

　アイリスの声に、意識を六依へと集中する。

「ああ、絶対に救ってみせる！　神じん代だい流りゆうの名に懸けて！！！」

　暁人は六依をあらためて睨にらみ付け、自身に言い聞かせるように声をあげた。




「禍まが事ごと罪つみ穢けがれ、禊みそぎ祓はらい奉る！」




　再び神威を握り締め突撃。

　六依は暁人を嘲あざ笑わらうように、悠々と音速で飛行する。

『そんな遅い攻撃があたるはずないでしょ！』

「くッ！」

　暁人は音速を維持したまま攻撃してくる六依の一撃を何とか防ぐ。

　生いく魂たまのときも暁人は、相手の速度に翻ほん弄ろうされ手も足も出なかった。だがいくら相手が無限の霊子力を生み出す生魂でも、暁人が手にしているのは『王おう器き中最強の王器』である神威。

　本来、ここまでワンサイドゲームになることなどないはずだ。

　しかし現実は……。

　では、どうしてそうなったのか？

　結論を言ってしまえば、『暁人の力不足』だ。

　神威を扱えるようになったことに満足して、そこで止まってしまっていたのだ。

　アイリスの指摘──『神かむ威いの力を使いこなさず、ただ振り回しているだけ』はまさに的を射ていた。

　だが、後悔しても始まらない。

　何より暁あき人と自身が負ければ、千ち桜さとアイリス──アイリスの姉であるオルタシアは命を落とす状況に陥ってしまう。自身の愚かさを嘆いている暇はないのだ。

（だったら今からでも神威をどう扱えばいいか考えろ！　自分自身だけではなく、敵すら利用する方法を！）

　暁人は神威で手のひらに収まる筒を創つくり出し、投とう擲てき。

『爆弾？　そんなものに当たるはずないでしょ！』

　六む依えは音速を維持したまま嘲ちよう笑しようする。しかし暁人が投げた筒は爆風ではなく、猛烈な光だけを放出する。

　暁人が霊れい子し力りよくと神威で創り出したのは、爆弾ではなくフラッシュバンに近似したものだった。約一〇〇万カンデラの閃せん光こうを放ち、効果範囲にいる目標をしばらく行動不能にする優れものだ。

『きゃぁぁぁあッ!?』

　爆弾だと思い込んでいた六依は強烈な光に一時的に視覚を奪われてしまう。

　いくら音速飛行と言っても操縦者を一時的にも混乱させれば、敵はただの大きな的でしかない。

　これはさきほど千桜が天てん輪りんの力で生いく魂たまを足止めしたことから学んだ技術だ。

「もらった！」

　暁人は六依とすれ違いざま機き械かい羽ばね、天あまの羽衣はごろもの片翼を切り落とす。六依はまだ視力を回復しておらず、突然の事態に大きくバランスを崩した。

『……ッ、小こ癪しやくな真ま似ねを！』

　態勢を立て直す時間稼ぎのため、六依は取り込んでいた土つち蜘ぐ蛛もの一部を解き放つ。その数は一〇〇以上！

　攻撃を加えると、爆発し胞子をばらまく厄介な敵。しかし暁人は構わず、土蜘蛛の群れへと突き進む！

　暁人は神威を銀糸へと変化させる。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ於お母も陀だ流る！　鎖さ陣じん縛ばく！」

　神代流、於母陀流は守しゆ術じゆつと呼ばれる守りの技術に特化している。鎖陣縛は鎖や縄、糸などで相手を傷つけず瞬時に捕縛する技だ。

　土蜘蛛は羽や足などを銀糸で固く結ばれ、落下していく。

　攻撃を加えると爆発し、機械類に感染する胞子をばらまくなら、身動きだけを封じればいい。

　あくまで暁あき人との目的は六む依えなのだから、わざわざ土つち蜘ぐ蛛もの相手をしてやる必要はない。

　視力と機き械かい羽ばねを回復させた六依は次々拘束されていく土蜘蛛たちに舌打ちする。

（さっきまでただ直接刀を振るうだけだった人間が、まるで人が変わったように多彩な攻撃を仕掛けてくるなんて……ッ）

　だが、六依は気付いてしまう。

　暁人の息が荒くなっていることに。

『最初の生いく魂たまとの追いかけっこで、ほとんど霊れい子し力りよくを使い果たしていたのよね！　だったらわざわざ戦う必要ないじゃない！　相手が霊子力を勝手に消耗するまで待てばいいのよ！』

　六依は暁人に背を向けると、音速飛行で逃走を開始する。

　暁人はその背を射い貫ぬくように睨にらみ付けた。

（神かむ威いはただの金属ではなく、ナノ単位で構築された変幻自在の光体フオトン金属でできた剣。その粒子一つ一つを搭乗者が操り、自在に攻撃形態を変化させる。つまり、搭乗者のイメージでどんなモノにも変化させられる無形の武器。神威でただ刀や槍やりを創つくり出すだけじゃなくて、頭を柔軟に想像力イメージを広げろ……！）

　暁人は瞳ひとみを閉じ、叫ぶ。

「空を翔かける翼を背に！　天あまの磐いわ羽ばね！」

　神威は今まで通り光輝き、剣の形から姿を変えるが、敵を屠ほふる武器へとは変化しない。

　光は暁人の乗る富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら─二一の機械羽、天あまの羽衣はごろもと霊子動エンジンへと集束する。

　機械羽・天羽衣は今までの二倍以上の大きさになり、霊子動エンジンも太く外側から見ても頼もしい姿へと変化する。

　神威を構築する光体フオトン金属が、飛行能力を強化したのだ。

「六依。……神威から、逃げられると思ったのか？」

　暁人は六依をあらためて睨み付け、飛ひ翔しようを開始する。

　霊子動エンジンが暁人の背中で轟ごう音おんを奏でる。

　強化された機械羽と霊子動エンジンにより、暁人は軽々と音速を突破。超音速への世界へと入り込む。

　生魂は無限の霊子力を生み出すことはできるが、機体の強化まではおこなえない。暁人は神威の力で機体を強化し、生魂のスピードを超える！

『何よそれ！　反則でしょ！』

　六依は暁人の超音速に驚きよう愕がくし、自身を棚に上げ批難の声をあげた。

　六依は相手のスピードが上なのを理解し、直線ではなく左右や上下に動く回避運動で逃げ続ける。

　六む依えは理解しているのだ。

　暁あき人との超音速が長続きしないことを。

　音速でも霊れい子し力りよくの消費は激しいのに、この連戦で大量に霊子力を失った上、さらに超音速を維持する力は残されているはずがない。

　おそらく一分、いや三〇秒も持たないだろう。

　霊子力の切れた天翼フエアリア乗りなど、羽を折られた小鳥のごとく容易たやすく屠ほふれる。

（ッゥ──あと一〇数秒ぐらいか）

　六依の想像通り、暁人の霊子力は限界へと急速に近づいていく。

　スピードは完全に上回ったが、圧倒的に霊子力が足りない。

　あと一歩、生いく魂たまには追いつけなかった。

　だからこそ、ここで暁人は切り札を切る！

「今だ！　紅葉もみじぃッ！」

『待っていました。そのお言葉を──ッ！』

　通話の向こう側から聞こえてくる凛りんとした声音。

　同時に六依の目の前に霊れい子し集しゆう束そく砲ほうから放たれた一撃が進路を塞ふさぐ。

　六依は予想外の一撃に一瞬だけ動きを止めてしまう。

　その一瞬で十分だった。

　六依は逃げられないと悟り、全霊子力を防御に転換する。

　神かむ威いは速度強化に回しているため、素手で六依の煌こう々こうと輝くほどの霊れい子し陣シエルを突破しなくてはならないが、暁人は迷わず突撃する。

「神じん代だい流りゆう！　神かみ代よ七なな代よ意お富お斗と能の！　神しん槍そう撃げき！」

　暁人はその場で一回転！

　左ひだり肘ひじを霊子陣へと叩たたき付ける。

　六依自慢の霊子陣も、超音速のスピード＋圧倒的貫通力を持つ神槍撃に耐えきれず砕け散る。

　暁人は固く握り締めた拳こぶしで追加の一撃を放ち、六依を乾いた大地に激突させた。

　天あまの磐いわ羽ばねをほどき神威へ戻した暁人は、ゆっくりと地上へ降りる。

　霊子力を短時間で大量に消費したため地に足が着くとよろめいた。その体を紅葉が支える。

「神威！」

「大丈夫、暁人!?」

　糸から抜け出したアイリス、土つち蜘ぐ蛛もを足止めしていた千ち桜さが飛び寄る。

「大丈夫、ちょっとふらついただけだから」

「そうか、無事ならよかった。しかしどうして紅葉がここにいるんだ!?」

　アイリスが驚きよう愕がくの視線で紅葉もみじへ問う。

「皆さんがヘリで出発する前に暁あき人とさんに耳打ちされたんです。もし作戦が失敗して、撤退するときは力を貸して欲しいと──結果、土壇場でお力になれてよかったです」

「そうか、あのときそんなことを……」

　別れ際の、二人のやりとりを思い出しアイリスは納得する。

　その時、声が聞こえてくる。

『……やられたわ。まさか機き械かい羽ばね、天あまの羽衣はごろもを神かむ威いで強化するなんて』

　暁人たちの視線がいっせいに六む依えに集中する。

　暁人に殴り飛ばされた彼女は、何事も無かったように立ち上がった。

『自身の天羽衣を強化するアイディアには驚いたけど、一点突破過ぎ。強化に神威を使いすぎて、攻撃がおざなりになるなんて本末転倒もいいところじゃない』

　六依に追いつき霊れい子し陣シエルを突破するまではよかったが、彼女を倒すことも、オルタシアを助け出すこともできなかった。

　その原因は敵である六依の指摘する通り、機械羽天羽衣の強化に神威を全すべて使ったためだ。

『無駄な努力お疲れさまー。それじゃ大人しく王おう器きを渡してもらおうかしら』

　しかし暁人たちに作戦失敗の絶望の色はなく、むしろ勝利を確信した表情をしていた。それが六依を苛いら立だたせる。

『何よ！　負けたんだからもっと悔しそうな顔しなさいよ。それが敗者の勤めってもんでしょ！』

「負け？　敗者？　何を言ってるんだ」

　敗者であるはずの暁人は、敗北の色など欠片かけらもない笑みで断言する。

　六依はその自信を警戒し、素早く状況を確認する。

　暁人、千ち桜さには霊子力がほとんど残っていない。救援に駆けつけてきたのはただの天翼フエアリア乗り、相手にもならない。

　唯一、アイリスだけはまだ余力を残しているが、彼女だけでは姉を救えないのは彼女自身が過去証明している。

　アイリスの力ならば姉ごと倒すことができるだろうが、六依も大人しく攻撃を受けるほど馬ば鹿かではない。

　つまり、いくら考えても暁人たちがオルタシアを助け出し、六依を倒すことなど不可能なのだ。

　ならば暁人たちの態度は、死刑を待つ囚人のもの。暁人たちの余裕は賭かけていた策──機械羽・天羽衣を強化し六依に追いつき生いく魂たまを破壊することに失敗したため、覚悟を決めたが故の諦てい観かんだろう……と、六依は結論を出す。

　しかし六む依えの予想は大きく外れる。

　最初の異変は目に見える形で現れた。

　生いく魂たまの体中から煙が上がり始める。

『な、なんで生魂から煙が出てるの!?　まさかさっきの一撃でどっか壊れちゃったんじゃ……』

「いや、その逆だ」

　六依の予想を、暁あき人とが否定する。

「土つち蜘ぐ蛛もが生魂を取り込んだときに気付いたんだ。もしかしたらナノ単位で構築された、変幻自在の光体フオトン金属でできた神かむ威いなら、六依たちと同じことができるかもって。そして思いついたのが、自身の強化と第三者の強化だ」

　自身の強化──暁人の機き械かい羽ばね・天あまの羽衣はごろもと霊子動エンジンは神威によって強化され、超音速を可能にさせた。

　第三者の強化とは──、

「オレは霊れい子し結界フイールドを突破して六依を殴ったときに、生魂の無限に霊れい子し力りよくを生み出す力を神威で強化したんだ」

　結果、神威で霊子力を無限に生み出す力を無理矢理に強化された生魂は、霊子力過多により体中から煙を上げている。しかし外部からの無理矢理な強化のため、生魂自身に解決はできない。

　ただなすがままに、限界を超えてなお霊子力を生み出し続けるしかない。

　その先がたとえ自壊だったとしても……。

　自分は強化できても、第三者までできるかどうかわからなかったため一か八かだったが、どうやら賭けに勝ったらしい。

『熱！　熱いぃいぃッ！　ぐぎっぎぎぎぃ！』

　過剰に生み出された霊子力により機体が熱を持ち始める。今の六依は熱せられていく鉄箱に自ら入り込んでいるようなものだ。

　暁人はそんな六依を救い出すかのように、手元に残った神威を刀に変える。

「終わりだ、六依」

『い、嫌ぁぁあッ！　来ないで！』

　六依は逃げ出そうと機械羽・天羽衣を広げるが、霊子力の過剰供給により肥大化し、爆発し弾はじけ飛んでしまう。

　ならば攻撃に転じようとするが、コントロールがきかず虚むなしく両腕の刃が空を切るだけだった。

　暁人はそんな六依へ刀を構える。

「神じん代だい流りゆう、神かみ代よ七なな代よ常とこ立たち──鬼き神じん断だち！」

　一息で間合いをつめ、剛剣を一いつ閃せん。

　透明な棺かん桶おけに亀き裂れつが入る。その亀裂は徐々に広がり、棺桶は砕け散る。同時にアイリスの姉であるオルタシアが解放され、六む依えは後方へ弾はじき飛ぶ。

　暁あき人とは倒れ込んでくるオルタシアを優しく抱き留める。

　六依に背を向けると、いまだに呆ぼう然ぜんとして動かないアイリスへと歩み寄りオルタシアをその腕に返した。

「あ、あぁ……」

　アイリスは姉の首に手を伸ばす。

　体は冷たいが脈は小さく動き続けている。

「ぁあぁぁぁっぁああぁぁあッ！！！」

　約二年半ぶりにアイリス・アクアリスは、最愛の姉を生きたまま抱き締めることができたのだ。

　アイリスの瞳ひとみから涙が流れ続ける。

「あ、ありがとう天てん輪りん、ありがとう紅葉もみじ、ありがとう……神かむ威い！　ありがとう、ありがとう、ありがとう……」

　頭を上げくしゃくしゃの泣き顔でお礼を告げ続ける。

　その姿はまるで、迷子だった子供が母親とようやく再会したような──外見相応の幼い子のようだった。

「まだよ！」

　そんな姉妹の感動的再会を六依が遮る。

「まだなんだから！　土つち蜘ぐ蛛もは健在！　鬼灯ほおずき以外の王おう器き使いはすでに霊れい子し力りよくを使い切ってる。生いく魂たまを倒したからって、六依たちから逃げられるとは思わないことね！」

　六依は殺意に濡ぬれた瞳で、顔の一部を押さえて絶叫する。

「神代暁人！　あんただけは絶対に許さないんだから！　将来のスーパーアイドル六依の顔に火傷やけどを作っただけじゃなく、王器を奪う邪魔までするなんて！　絶対に、ぜぇぇぇえったいに許さないんだから！」

　六依の指摘通り、暁人たちの圧倒的不利は変わらない。

　土蜘蛛は、千ち桜さの『レーザー・マキシム』でも胞子全すべてを破壊するのは難しかった。

　現在も、壊れた土蜘蛛自身を苗床に増殖中。

　王器使い二人はほぼ霊子力を使い切り、増援はただの天翼フエアリア乗りである紅葉のみ。

　暁人の作戦では、オルタシアを助けた後、アイリスが鬼灯で六依たちを足止め、その隙すきに紅葉が暁人と千桜を連れて逃げる算段だった。

　しかしアイリスは一通り泣くと、涙をぬぐい立ち上がり、暁人に言う。

「神威、お姉ちゃんを頼む」

「任せろ。後はアイリスが鬼灯ほおずきでプラズマを創つくり出し、その隙すきに皆で逃げるだけだな」

「いや、逃げたりはしない」

　暁あき人とはアイリスの予定外の返答に、ギョッと顔を強こわ張ばらせる。

「な、何言い出すんだ！　まさか戦うつもりじゃないだろうな」

「そのまさかだ」

　アイリスは暁人たちの前に立ち、出会って一番の笑顔を向けてきた。

「ありがとう。皆のお陰でお姉ちゃんを助け出すことができた。──だから恩返しに、アイリスが王おう器きの本当の姿、真実を見せてやろう」

「王器の真実？」

　千ち桜さの疑問にアイリスが微笑ほほえんだ。

　アイリスは目を閉じ、慣れた様子で朗々と唱える。




「一ひ、二ふ、三み、四よ、五い、六む、七な、八や、九こ、十と、布ふ瑠る部べ、由ゆ良ら由ゆ良ら止と、布瑠部」




　王器、『十とわ二に種くさの王おお器うつ』の語源──『十と種くさの神かんと宝だから』は、神しん典てんとされる『日本書紀』『古事記』のどこにも存在しない。

　その語句は物もの部のべ系統の伝承の一部が伝わったとされる『旧く事じ本ほん紀ぎ』にしか記されていない。

　この『十種の神宝』を手に天神祖神あまつかみのみおやから教えられた祓はらえ詞ことばを謡うたえば、死者すら蘇よみがえらせる力を持っていると伝えられている。

　その祓詞こそ、今アイリスが口にした『ひふみ神しん言げん』だ。

『ひふみ神言』により力を解放した鬼灯は、その形状を変化させる。

　一回り大きくなり、大おお鎚つちの形をした筒の付け根から純白の羽が生える。

　連動するようにアイリスが乗っている天翼フエアリアまで影響が広がる。

　機き械かい羽ばね・天あまの羽衣はごろもは大きくなり、霊子動エンジンや各種装備品もより洗練された形状へと変化する。

　まるで恒星を人の形に圧縮したような存在感に暁人たちですら、アイリスの変化に鳥肌を立たせ、膝ひざを震わせる。

「これが王器の本当の姿……神しん化かした神じん器き・鬼灯だ」

　名の通りまるで地上に神が降臨したような神こう々ごうしさをアイリスが放つ。

　六む依えは一瞬で自分たちが不利になったことを心根では悟るが、認めたくなくて無謀な突撃を敢行する。

「た、ただ武器の形が変わっただけじゃん！　数も、戦力もこっちの方が上なんだから！　土つち蜘ぐ蛛も！　あんな奴やつ、みんなで倒しちゃえ！　そして王器を奪えぇぇえッ！」

　主人の命に土つち蜘ぐ蛛もたちが動き出す。

　六む依えの指摘通り戦力は圧倒的に敵の方が上だが、アイリスの表情には敗色など一ミリも浮かんでいない。

　鬼灯ほおずきを両手で握り締め上段に構える。

　アイリスは勝負を決する一撃を放った。

「死者を導く、大たい花かを咲かせ！　鬼灯！」

　鬼灯を振り抜くと、土蜘蛛たちの中心空間がぐにゃりと蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ。

　その歪みが加速度的に酷ひどくなり、ついに紙を破るように空間が引き裂かれる。

　空間にまるで真っ黒な穴──ブラックホールが出現し土蜘蛛たちの大半を呑のみ込んでしまう。

　アイリスは神器の力でこことは違う別空間をこじ開け、土蜘蛛はそこへと吸い込まれてしまったのだ。たしかにこれなら、土蜘蛛を破壊して胞子を散らばらせることもない。

　数瞬後、穴は急速にその力を失い、揺らぎを見せた後に消失する。後には六依と少数の土蜘蛛たちだけが残される。

　ただ滅ぼすだけなら容易たやすいという意味をようやく理解する。

　たしかにこれなら、倒すだけなら簡単だろう。

　アイリスが六依の姿を捉とらえる。

「──ひィッ！」

　一瞬で土蜘蛛たちの大半を呑み込まれた六依は、恐怖に怯おびえた声をあげ背を見せ逃走する。

「逃がさん！」

　アイリスは右手を突き出し、ギュッと握り締める。

　周辺の空気を圧縮し六依は再び身動きを止められてしまう。ただし先程とは比べものにならないほど圧力が高いらしく、苦しそうな表情を作る。

「……神器化させるとどうも基本スペックが高くなりすぎて、調整が難しいな」

「スプラッターは勘弁してくれ。それに大切な情報源だ、絶対に殺したりするなよ」

「当たり前だ！　分かってい──ッ!?」

　だが、アイリスの拘束を突然、襲来した白い影が切り裂いた。

　暁あき人とたちは突然あらわれた影に、一様に驚く。

「……ッ！」

　なぜならそこには。

　気を失った六依を優しく抱き留める──第だい四よ次じ西せい討とう作さく戦せんで亡くなったはずの、鏡かがみ月げつ歌かその人がいたからだ。

　彼女が乗っている天翼フエアリアは暁人が使っている機体、富ふ士じ城しろ重じゆう工こう社製・大だい太だ螺ら─二一の色違い。

　傷どころか汚れひとつない頭から爪つま先さきまで真っ白な、まるで白しろ無む垢くのような天翼フエアリア。

　そして周囲に浮いている二枚の隼はや楯たてこそ、最強の楯と呼ばれている王おう器き製せい造ぞう番ばん号ごう捌はち、死返まかるがえしだ。

　仮面で顔を隠しているが、鏡かがみ月げつ歌か本人に間違いないだろう。

　月歌は、暁あき人とたちを無視して飛び去ろうとする。

「ま、待ってください月歌さん！」

　千ち桜さはいまだショックで呆ぼう然ぜんとしている。だが、暁人は彼女の姿を約一ヶ月前に目撃しているためショックから立ち直るのが早かった。

　暁人は立ち去ろうとする月歌へ向け、怒声のような疑問を飛ばす。

「月歌さん！　生きていたなら、どうして戻ってきてくれなかったんだ！　しかも六む依えや七なな依えを助けたりして、なんで禍津鬼マガツキ側に付いているんだよ！」

「…………」

「──まさか偽者なのか？」

　暁人が独り呟つぶやく。だが、直感が告げる。彼女は偽者ではない、と。

　白い天翼フエアリアは、振り返ると仮面を取り外す。

　太い一本の三つ編み、昔に比べ瞳ひとみは鋭くなったがどこからどう見ても鏡月歌本人だった。約一年振りに対面する。

「……私は操られているわけでもなく、偽者でもないわ。自分の意志で彼女たちに従っているだけよ」

　久しぶりに聞く肉声。

　今度は腹違いである妹の千桜が、発狂する一歩手前の狂気的絶叫で問いただす。

「操られているわけじゃないならどうして！　誰だれよりも禍津鬼を憎んでいた月歌お姉ちゃんがそっち側の味方をするの!?　理由を教えて！」

「…………」

「黙ってないで答えてよ、お姉ちゃん！」

　霊れい子し力りよくを使い果たしている千桜は立っているのがやっとで、飛び立ち月歌に飛び寄ろうとしたが失敗してよろける。

　側そばにいた紅葉もみじが慌てて、千桜の体を抱き留め支える。

　そして、キッと鋭い視線を、紅葉は月歌へと向ける。

「私もずっといち天翼フエアリア搭乗者として鏡月歌さんを尊敬していましたが、まさか人類の宿敵である禍津鬼側に寝返るとは……失望しました」

　紅葉の言葉にも月歌は反論せず、ただ聞き流す。

　彼女は仮面を着け直すと、再び背を向けた。

「千ち桜さちゃん、暁あき人と君……もう私を追うのは止やめなさい」

「ッ！　お姉ちゃん！」

「月げつ歌かさん!?」

　月歌はそれだけ言い残すと、暁人たちを残し、振り返りもせず六む依えを連れて彼方かなたへと去る。

　暁人と千桜は後を追いかけようとしたが霊れい子し力りよくを限界まで使い切り、飛び立つことすらできない。

　さらに──、

「──っくゥ、はぁッ、はぁッ！」

　黙っていたアイリスが鬼灯ほおずきや機体を元の姿へと戻す。

　アイリスは鬼灯を杖つえ代わりに、大量の汗を額に浮かべ荒く息をつく。

「だ、大丈夫かアイリス！」

　アイリスは病人のように青い顔で、慌てて声をかける暁人に安心するよう手を挙げ答える。

「すまない、死返まかるがえしを追いかける邪魔をしてしまって……」

「いや、どうせ霊れい子し力りよくを限界まで使い切ったオレたちじゃ、月歌さんには追いつけなかったんだから気にするな。それよりアイリスの方は大丈夫なのか？」













「案ずるな。人の身で神域に足を踏み入れた反動だ」

　アイリス曰いわく、『ひふみ神しん言げん』により王おう器きの力を解放した場合、霊子力、体力、精神力等、ほぼ全すべての力を吸い取られるらしい。そのため力を使用すると、どうしてもこうなってしまう。

「死返まかるがえしがなぜ人類を裏切り禍津鬼マガツキ側に付いたのかの問題もあるが、とりあえず一度船に引き上げよう。早くオルタシアお姉ちゃんを病院に連れて行ってやりたいしな」

　気付けば土つち蜘ぐ蛛もたちも姿を消していた。

　戻る邪魔をするものは存在しない。

「……そうだな。早く戻ろう。豊とよ葦あし原はらに」

　暁あき人との言葉にアイリスだけではなく千ち桜さ、紅葉もみじも頷うなずいた。

　こうして暁人たちの作戦は、全て終了した。






　■Epilogue






「うわぁ[image: ][image: ][image: ]ん！　せっかく上う手まくいってたのに！」

　今回作戦を失敗した六む依えは、日本の黄よ泉み柱ばしらに戻るとソファーに座り大声をあげる。

　そんな彼女にひとつ上の姉、五い依よりが拳げん骨こつを落とす。

「この馬ば鹿か者ものが！　手柄の独占など考えず、他ほかの姉妹を連れていれば王おう器きを取り押さえることができたものを！」

「うわぁぁぁん！　イヨリンが殴ったぁ！」

「イヨリン言うな！　姉を敬え！」

「五依、もうその辺にしてあげなさい」

　一ひと依えは煙管キセルから紫煙を昇らせる。しかし一依のその発言に、五依は納得できずに言葉を続ける。

「いくら一依姉さまでも黙るわけにはいきません。自分たちは遊びでこんなことをしているわけじゃない。この世界を、人類を救うために戦っているのです。人々の未来を救うため、守るためにです！」

「…………」

　人類の敵のはずの五依が言う、矛盾した言葉。

　一依は深く煙を吸い、吐き出す。

「たしかに今回の六依はおふざけが過ぎたわ。しかしもう終わってしまったこと。それに六依に任せるよう指示した私にも責任があるわ。だからどうか許してちょうだい」

　一依は三み依えを膝ひざ枕まくらしたままだが、深く頭を下げた。

　さすがに年長者に真しん摯しに謝罪されたら、年功序列を重んじる五依はそれ以上の追及ができなくなる。

「わ、わかりましたから頭を上げてください。自分も少し血が上り過ぎました」

「一依ねぇありがとう！」

「むぐぅっ」

　六依は眠る三依を踏むのも厭いとわず、一依に抱きつく。

「六依姉さま……三依姉さま、踏んでる」

　七なな依えが指摘するが、六依はかまわず三依を踏み続ける。

　一依は六依の頭を撫なでながら考え込む。

「六依と七依の敵討ちではないけど、これ以上彼が力を付ける前に全力で叩きつぶす必要があるようね。五依、ＳＳＳ級の使用を許可するわ。そうね……二番を連れて行きなさい。他に必要なものがあったら遠慮なく持ち出していいわよ」

　前回の七依、今回の六依──どちらの失敗も全すべて神じん代だい暁あき人との成長によるものだ。

　一ひと依えは暁あき人とを警戒し、彼をおびき出し確実に潰つぶすため、禍津鬼マガツキの軍団を連れて打って出ろと命じているのだ。

　これに対して五い依よりは血気盛んな笑みで同意する。

「分かりました。必ず一依姉さまに神じん代だい暁人の首級を持ってきます。六む依え、七なな依え、オマエたちも今回の作戦に参加してくれ。自分だけでは全体の指揮まで手が回らないからな」

「了解……」

「『イヨリン、イヨリン、リンリン♪　イヨリンのお願い聞いてヨリン』ってお願いしてくれなきゃヤ」

「もう一発脳天に喰くらいたいのか」

「一依姉ねぇ、イヨリンがイジメる！」

「はいはい、六依も今回の失態を挽ばん回かいするためにも、行って来なさい。ちゃんと五依の言うことを聞かなきゃダメよ」

　一依は間に立ち、姉妹をなだめる。

「…………」

　それを見ながら一人壁際にたたずむ狐きつね面の少女。鏡かがみ月げつ歌か。

　彼女は腕を組み、沈黙を貫きつつ姉妹たちのやりとりをじっと眺めていた。





　▽△






「ふーん、まさか大規模進攻を企画するなんて……さすがにこれは連絡しないといけないな」

　声の主は姉妹の末っ子である八や依え。

　八依は自室の椅い子すに座りながら、イヤフォンから聞こえてくる音声に耳を傾けていた。

　八依は黄よ泉み柱ばしら製の通信機器を取り出す。

　そしてある人物へと通信文を打つ。

『近々、大規模進攻あり。目的は王おう器き使い神代暁人の抹殺。詳細は決まり次第すぐ。連絡後、対応の指示を待つ』

　通信文は軽い音をたて送付される。通信機の画面に映る八依の表情は、いつも姉たちへ向ける末っ子の愛くるしいものではない。

　彼女は事態が進行していることに、満足そうな声をあげる。

「……どいつもこいつも殺し合え。キシシシ」





　▽△






　生いく魂たまからアイリスの姉、オルタシアを助け出した翌日。オルタシアは、豊とよ葦あし原はらの総合病院に寝かされていた。

　重要人物用の個室のため部屋は広く、無駄に豪華だった。

　病院の一室というより、一流ホテルのスイートルームといった感じだ。

　オルタシアはあの千せん里り鏡きよう事件を引き起こした鬼灯ほおずきの姉で、かつ生魂の搭乗者だったため、様々なことを考慮して一番広い部屋に入院させることにしたのだろう。

　費用はアイリスが負担している。

　洗いたてでノリの効いたシーツが敷かれたベッドに、オルタシアが眠っていた。左腕からは点滴の管が伸びている。

　その手を、アイリスが握り続けていた。

　検査の結果、オルタシアの体に異状はなかった。しかしいつ目覚めるかはわからない。

　元凶となった生魂は、つばめに手渡し豊葦原側で管理してもらっている。

　ライアン・Ｄ・ハルゼーに関しては、六む依えとの繋つながりを立証する証拠は出なかった。

　アメリカの責任を追及して下手に揉もめごとを起こす訳にもいかず、そのまま放置することになる。

　お陰で鬼灯の懸賞金はいまだに健在。

　だがアイリスが暁あき人との考えに賛同を表明することで、おそらく世間一般の悪いイメージはいく分か解消されるだろう。

「アイリスはこの後、どうするつもりだ。やっぱりお姉さんと一緒にフランスに戻るのか？」

　千ち桜さ、紅葉もみじも来たがっていたが、大人数で押しかけるのは迷惑だろうと暁人が代表で顔を出していた。

　アイリスは首を横に振る。

「お姉ちゃんの安全を考えたら、豊葦原に残るのが賢明だろう。いまだにアイリスの首を狙ねらう者も多いからな」

　豊葦原なら絶海の孤島の上、アイリスやオルタシアの側そばには王おう器き使いが二人も控えている。

　アイリスの懸賞金を狙って手を出した場合、暁人たち三人の王器使いが敵にまわる。理性ある者ならリスクが高すぎて、手を出そうとは思わないだろう。

「それに死返まかるがえしの件もある……」

　アイリスはいまだに信じられないという表情で呟つぶやく。

　暁人自身、まだ信じられない──いや、信じたくなかった。

　あの鏡かがみ月げつ歌かが人類を裏切り、禍津鬼マガツキ側に付いてしまったなど……。

「だから当分はこちらに滞在するつもりだ。どうやら奴やつらの目的は王器らしい。神かむ威いたちと一緒に固まっていた方が何かと対処しやすいだろうからな」

　アイリスは真剣な表情から一転、頬ほおを赤くしながらモジモジと指をこね回し始める。

「そ、それでだ。豊とよ葦あし原はらに滞在するに当たって住む場所なのだが、アイリスとしては神威とアイリス二人の将来のため、貯蓄という意味でも他ほかのマンションを借りる手間をかけるより、神かむ威いが今住んでいるマンションに同居したいのだがどうだろうか？」

「アイリスとオルタシア二人の将来のためか」

　暁あき人とはアイリスの言葉を勘違いしたまま、彼女の願いに笑顔で応こたえる。

「今更、水くさい。もちろんＯＫだよ。きっと千ち桜さも紅葉もみじも大歓迎してくれるよ」

「本当か？　神威が良くても二人が嫌がると思うのだが」

「大丈夫だって。だいたい紅葉がマンションを一棟まるごと買ったせいで部屋は余りまくってるから、一人や二人増えたって全然問題ないよ」

　暁人は親指を立て、笑顔でアイリスの不安を払ふつ拭しよくする。一転、真剣な表情で今度は暁人がアイリスに頼み込む。

「その代わりって訳じゃないんだけど、オレと──いやオレと千桜に、あの『ひふみ神しん言げん』のやり方を教えてくれないか？　今後、月げつ歌かさんや禍津鬼マガツキたちの戦いを考えると、どうしてもマスターしておきたいんだ」

「もちろんだ！　多少でも恩が返せるなら喜んで援助するぞ！」

　二人は互いの言葉を誤解したまま、和やかに見舞いを終わらせた。





　▽△






　夕方。

　オルタシアの見舞いを終え、暁人とアイリスは自宅マンションへと帰宅する。

　マンションでは、無事、生いく魂たまからオルタシアを救出したことを祝うパーティーの準備が終わっていた。

　ちゃぶ台にはところせましとパーティー料理が並び、デザートにはアイリスが舌鼓を打った日本式クレープの準備もしている。

　その席上で、暁人は無邪気に爆弾を投下する。

「アイリスは当分、このマンションで一緒に暮らすことになったから」

「「は？」」

　グラスを全員が手に持ち、買ってきたペットボトルジュースを注ぎ終わったところだった。

　寝耳に水だった千桜と紅葉は、いまだに意味を理解していない顔をする。

　最初に紅葉が言葉を理解し、慌てながら声音をあげる。

「ど、どうしてアイリスさんが、このマンションに一緒に暮らすんですか？　てっきりお姉さんと一緒に母国にお帰りになるかと思っていたのですが」

「お姉ちゃんの安全を考えたら、帰国するより豊とよ葦あし原はらに残る方が賢明だと思ったのだ。いまだにアイリスの首を狙ねらう者もいるからな」

　アイリスは病室で言っていた説明を再び繰り返す。

　千ち桜さと紅葉もみじはこの返答に納得しかけるが、アイリスの次の台詞せりふに二人は目の色を変える。

「それに神かむ威いが、アイリスとの将来のために一緒に暮らそうと言ってくれたときは、不覚にも涙が溢あふれそうになったぞ」

「「……えっ？」」

　最後、二人の声音が重なる。

　暁あき人とも青を通りこし、顔色を白くしていた。暁人は慌てて否定する。

「言ってない！　そんなこと一言も言ってないぞ！」

「何を言う、約束したではないか。お姉ちゃんを助けてくれたら、アイリスが心身を捧ささげると。つまり、アイリスは神威の嫁。だから、神威も二人の将来を考え、節約するため今住んでいるマンションに来るよう言ってくれたのだろう？」

「違う。全然違う！　アイリスとオルタシアさんの将来を考えて、節約したいから今部屋の余っているマンションで暮らしたいんだと思ったんだよ！　だいたい、見返りはいらないって言ったじゃないか！」

　ようやく二人は互いの誤解に気が付く。

「ただの誤解だったのね。驚かせないでよ」

「まったくです。心臓が止まるかと思いました」

　千桜と紅葉も二人の誤解に安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。反対にアイリスが不機嫌そうに顔を顰めた。

「奴隷は嫌だと言うのは、妻としてアイリスを迎え入れたいという意味ではなかったのか？　アイリスは姉さん女房として腕を振るうつもりだったのだが」

「そんなわけないだろ!?　どんな誤解だよ。大体、オルタシアさんを助けた義務感とかで妻になるって言われても困る。夫婦っていうのは互いに愛し合って結ばれるもんだろ？　それで将来子供ができて幸せな家庭をだな」

「なんだ！　それなら問題ないぞ！」

　アイリスは何気ない動作で、暁人の頬ほおに両手を添える。アイリスのバラ色の唇が、暁人のと重なり合う。

　たしかにその瞬間、時が止まった。

　アイリスは唇を離すと、幸せそうに笑みを浮かべる。

「愛しているぞ、暁人」

　その後、祝賀会そっちのけで騒動になったのは言うまでもない。





　▽△






　翌朝、久方ぶりの登校。

　新しい住人であるアイリス・アクアリスは、だぼだぼの晴せい海かい学がく園えんの制服を着て一緒に家を出る。

　一緒に登校するのは初めてなのに違和感がまるでない。後ろで紅葉もみじと二人楽しそうに会話をしている。

「ふぁ……」

　逆に隣を歩く千ち桜さは眠そうに欠伸あくびを噛かみしめる。

　暁人の視線に気付いたのか、慌てて口元に当てていた手を引っ込めた。

「な、何よ人の顔じろじろ見て」

「いや、眠そうだなって思ってさ」

「……昨日は色々考えてちょっと眠れなかったのよ」

「月げつ歌かさんのことか？」

　千桜は黙って頷うなずく。













　暁あき人とたちの間をしばし沈黙が埋める。

　最初に口火を切ったのは千ち桜さだった。

「ねぇ、どうして月げつ歌かお姉ちゃんが七なな依えを助けたことを黙っていたの？」

「それは……」

　約一ヶ月前、月歌が七依を助けた時のことを話した。今さら黙っていても意味がないからだ。

「ごめんなさい。意地悪なこと言って。わたしでも暁人と同じ立場になったら、お姉ちゃんが七依を助けたことを黙っていると思う」

　暁人が言葉に詰まっていると、千桜が謝罪する。千桜は隣を歩く暁人を、不安げな表情で見上げた。

「ねぇ暁人、どうして月歌お姉ちゃんは禍津鬼マガツキ側に付いたのかな……」

「分からないよ……オレにも」

　だが、オルタシア・アクアリスを助けに向かう前夜、アイリスに告げた言葉を自分自身、千桜へ向けて繰り返す。

「真実と対たい峙じするのは辛つらい。けど、そこから絶対に逃げては駄目なんだ。相手が大切であれば、あるほど。もし月歌さんが誤った道に進もうとしているなら、オレたちの力で正さないといけない。たとえ彼女と殺し合うことになってもだ」

「……そうだね。暁人の言うとおりだよ」

　不安げだった千桜が小さな拳こぶしを握り締める。

　千桜は新たな決意を固めた。

「わたしと暁人で月歌お姉ちゃんを絶対に捕まえよ。そして、どうして禍津鬼側に付いたのか理由を聞き出そうね」

「ああ、一緒に頑張ろうな」

　暁人はその横顔を眩まぶしそうな瞳ひとみで見つめ、答えた。

「ちょっと待った！」

　だぼだぼの制服姿のアイリスが、暁人と千桜の間に割って入る。

　アイリスは腰に手を当てぷんぷんと怒る。

「まったく天てん輪りんは、油断も隙すきもない！」

「アイリスさんの言うとおりです。朝から抜け駆けなんてしないでください」

　紅葉もみじが可愛かわいらしく頬ほおを膨らませ怒る。

「篠しの原はらさんだけではなく、私たちもお力をお貸ししますからね」

「アイリスは神かむ威いの妻だからな！　力になるのは当然のことだ！」

　紅葉、アイリスが揃そろって声をあげる。

「ありがとう、二人とも」

　暁あき人とは思わず笑みをこぼし、お礼を告げた。

（そうだ。オレは一人じゃない。千ち桜さや紅葉もみじ、アイリスたちがいるんだ）

　次こそは絶対に鏡かがみ月げつ歌かの真意を聞きただそうと──暁人自身もまた新たに覚悟を決め直す。

　直後、晴せい海かい学がく園えん行きの電車が滑り込んできた。





　あとがき




　明けましておめでとうございます、斉さい藤とうです。

　皆様のお陰で、無事年明け一発目から天翼フエアリア２巻を発売することができました！

　今巻には金髪、年上、ロリッ娘この新キャラが登場します！

　そんな新キャラと一緒に温泉や布団に入ったり、手錠に繋つながったり、ご飯を食べさせ合うシーンなどを頑張って書きました！

　今挙げたシーンが琴線に触れた方（かつあとがきから読んでいる方）は、是非本編も読んで頂けると嬉うれしいです！

　それでは恒例ではありますが謝辞を。

　まず挿絵担当のふつか様。いつも可愛かわいいヒロイン＆新キャラクターを描かいてくださってありがとうございます！

　また毎回、カッコイイメカをデザインして頂き誠にありがとうございます！

　そして２巻もそこそこ時間があったにも拘かかわらず、斉藤の力不足により多数の方々にご迷惑をお掛けして申し訳御座いませんでした。特に担当のＨ様、Ｎ様。本当に色々申し訳御座いませんでした！

　また編集長様、校正様、営業様、書店様、本書にご尽力下さっている皆様、本書をお手に取って下さった読者様、本当に本当にありがとうございます！

　まだまだ未熟で実力不足の斉さい藤とうですが、精一杯頑張りますのでこれからも応援のほどよろしくお願いします！




　ｐ・ｓ──行数があまったので最近体験した不思議近情を。

　夜、本屋に行くため近くの商店街を歩いていると、格好いい大学生ぐらいのお兄さんが納豆パックを箸はしでかき混ぜながら歩いていました。そしてそのまま何事もなさそうに納豆をかき混ぜながら、スーパーへ入っていきました。なんだ？　醤しよう油ゆでも切らしたから直接店に買いに来たんだろうか……。今でも謎なぞのままです。




　近情②。

　深夜、ダイエットのためランニングしているとバンド風男子２名の修羅場に遭遇。そのうちの１人が『もういい！』と相手を残して走り去りました。

　さらに翌日。深夜、いつものルートを走っていると２日連続で同じ男性２人が修羅場に。昨日と同じ男性が『もういい！』と相手を残して走り去りました。２日連続で２人に一体何があったんだよ……。謎は深まるばかりです。


斉藤真也



















　著者

　斉藤真也（さいとう・しんや）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　６月10日生まれの双子座でＯ型。

　　ダイエットのために筋トレを始めました。中学時代は腕立て、腹筋共に50回は余裕だったのに、今では20回も続けられないとは……。解せぬ。




　イラスト

　ふつか（ふつか）

　　この戦いが終わったら

　　某有名テーマパークに行きたいです。







　　ＨＰ

　　http://dzone.aikotoba.jp/
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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